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理事長・学長メッセージ 
 

 

 

 

本学では平成 18 年の公立大学法人化以降、年度ごとに業務実績報告書を作成し、県

評価委員会の法人評価を受け、教育研究業務運営の改善、改革を進めてきました。 

また、学校教育法に定める機関別認証評価について、本学では 6 年に 1度受審するこ

ととしており、令和４年度には、一般財団法人大学教育質保証・評価センターによる大

学機関別認証評価を受審し、同年に受審した１９大学のうち、本学は唯一「改善を要す

る事項」がなく、「法令適合性」「教育研究の水準」「特色ある教育研究」のすべての基準

に関してこれまでの取り組みが非常に高く評価されました。 

本学においては、令和５年度をもって第３期中期計画期間の６年が経過しました。こ

の６年間では、大学教育の様相が大きく変化し、まさに“ポスト・コロナ”という表現

が示す通りの新たな価値観の時代、新たな大学観の時代の幕開けとなりましたが、「学生

ファースト」の理念のもと大学改革を推進し、かつ新たな価値の創造を希求する大学教

育研究の推進に努めました。 

令和６年から地方独立行政法人法の改正により、毎年度の法人評価に代わり、評価指

標による自己点検評価が行われます。 

この「アニュアルレポート」は、各種の内部質保証のために必要となる各種基礎デー

タを取りまとめたものであり、平成 25 年度から毎年刊行しており、従来にも増して、そ

の役割は重要となります。 

今後とも、「学生ファーストの大学」という理念を現実の教育に落とし込みつつ、大小

の変革を常に行っていくことにより激動する困難な環境を乗り切っていくことが求め

られますが、その基盤となるのはまず内部質保証サイクルです。大学組織レベルから教

職員個々人のレベルまであらゆるレベルで積極的関与がなされるよう引き続き取り組

みを推進するとともに、本レポートが「内部質保証システム」の運用に利活用され、本

学の教育・研究・社会貢献活動の更なる質向上に資するとともに、「なくてはならない」

大学として今後も社会から評価されていくことを願っています。 

最後に、本アニュアルレポートの作成にご尽力いただいた関係教職員各位に、心より

感謝申し上げます。 

 

  

公立大学法人 福岡県立大学 

理事長・学長  柴田 洋三郎 

― 1 ―
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Ⅰ．大学基本情報  

1.大学憲章、教育研究上の目的 

福岡県立大学憲章 

福岡県立大学は、地域に根ざし、地域とともに発展する公立大学です。福岡県立大学は、文化の向上、保

健・福祉の増進及び地域の発展に寄与する、真理探究の精神と豊かな創造性を身につけた人材の育成にかか

る高等教育を推進するため、その構成員である学生、教員、職員が一体となって目指す行動の指針をここに

定めます。 

（人間性の原則） 

 福岡県立大学は、人間性に対する深い理解とたゆまぬ向上を志向する人材を育成するため、個人の尊重を

中核とした基本的人権の確保、個人の人格および能力の全人的な発達の促進、社会を構築する市民として必

要な教養及び倫理の涵養に努めます。また福岡県立大学は、主体的な学びを促進するとともに、そのために

必要な環境を提供します。 

（地域性の原則） 

 福岡県立大学は、地域性に対する深い理解を有する人材を育成するため、地域の方々との連携、地域社会

における問題の解決及び地域の発展を図る活動に取り組みます。このような活動を行うことで、地域の方々

との連携によりその成果を地域に還元する「知の拠点」としての機能を果たします。また福岡県立大学は、

構成員の地域活動に対する自発的な参加を促進します。 

（専門性の原則） 

 福岡県立大学は、専門性に対する深い理解を有する人材を育成するため、専門教育の基盤となる研究活動

を積極的に行います。教育及び研究においては、学問の自由および自律性を尊重するとともに、新たな知の

発展に向けられた自由な創造性・独創性への挑戦を支援します。また福岡県立大学は、専門的職業人として

必要な知識、技能及び職業倫理の涵養に努めます。 

（多様性の原則） 

福岡県立大学は、多様性に対する深い理解を有する人材を育成するため、思想・信条・人種・性別・国籍・

民族を含むあらゆる個人および集団の多様性を尊重します。また福岡県立大学は、国際社会における個人及

び集団間の理解及び寛容の精神を促進し、持続可能な社会の実現に寄与します。 

（一体性の原則） 

福岡県立大学は、構成員が一体となって、人間性の原則、地域性の原則、専門性の原則、多様性の原則の

実現を図ります。この実現を図るため、福岡県立大学は、構成員の地位及び教育研究組織の自律性を尊重す

るとともに、教育研究環境の整備に努めます。 
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教育研究上の目的 

【学部】 

福岡県立大学は、教育基本法（昭和 22 年法律第 25 号）及び学校教育法（昭和 22 年法律第 26 号）に基

づき、広く知識を授け、実践を重視した専門の学芸を教育研究して、真理探究の精神と豊かな創造性を身

につけた人材を育成し、もって文化の向上、保健・福祉の増進及び地域の発展に寄与することを目的とす

る。 

 

学 部 目   的 

人間社会学部 

 人間と社会に関する諸科学を学ぶことによって、人間と社会とを総合的

に理解し、他の専門職と協働して問題解決に取り組むことのできる心豊か

な人材を養成することを目的とする。 

学 科 目   的 

公共社会学科 

 現代社会の多様な課題に対応するため、地域社会と国

際共生に焦点をあて、公共性に根ざした社会問題解決能

力に秀でた人材育成を図ることを目的とする。 

社会福祉学科 

 複雑・多様化している生活問題（福祉問題）を解決す

るための科学的知識及び実践力を有する社会福祉の人材

を養成することを目的とする。 

人間形成学科 

 人間の心身の形成過程と教育およびその諸問題に関す

る総合的な研究・教育を行い、保育・幼児教育または生

涯にわたる心理臨床などに携わる専門的な人材を育成す

ることを目的とする。 

看 護 学 部 看 護 学 科 

 幅広い教養と豊かな人間性を備え、看護の専門職とし

ての確かな判断力と実践能力を身につけ、他の専門職と

協働し、健康上の課題に主体的・創造的に対応できる人

材を育成することを目的とする。 
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Ⅰ．大学基本情報  

1.大学憲章、教育研究上の目的 

福岡県立大学憲章 

福岡県立大学は、地域に根ざし、地域とともに発展する公立大学です。福岡県立大学は、文化の向上、保

健・福祉の増進及び地域の発展に寄与する、真理探究の精神と豊かな創造性を身につけた人材の育成にかか

る高等教育を推進するため、その構成員である学生、教員、職員が一体となって目指す行動の指針をここに

定めます。 

（人間性の原則） 

 福岡県立大学は、人間性に対する深い理解とたゆまぬ向上を志向する人材を育成するため、個人の尊重を

中核とした基本的人権の確保、個人の人格および能力の全人的な発達の促進、社会を構築する市民として必

要な教養及び倫理の涵養に努めます。また福岡県立大学は、主体的な学びを促進するとともに、そのために

必要な環境を提供します。 

（地域性の原則） 

 福岡県立大学は、地域性に対する深い理解を有する人材を育成するため、地域の方々との連携、地域社会

における問題の解決及び地域の発展を図る活動に取り組みます。このような活動を行うことで、地域の方々

との連携によりその成果を地域に還元する「知の拠点」としての機能を果たします。また福岡県立大学は、

構成員の地域活動に対する自発的な参加を促進します。 

（専門性の原則） 

 福岡県立大学は、専門性に対する深い理解を有する人材を育成するため、専門教育の基盤となる研究活動

を積極的に行います。教育及び研究においては、学問の自由および自律性を尊重するとともに、新たな知の

発展に向けられた自由な創造性・独創性への挑戦を支援します。また福岡県立大学は、専門的職業人として

必要な知識、技能及び職業倫理の涵養に努めます。 

（多様性の原則） 

福岡県立大学は、多様性に対する深い理解を有する人材を育成するため、思想・信条・人種・性別・国籍・

民族を含むあらゆる個人および集団の多様性を尊重します。また福岡県立大学は、国際社会における個人及

び集団間の理解及び寛容の精神を促進し、持続可能な社会の実現に寄与します。 

（一体性の原則） 

福岡県立大学は、構成員が一体となって、人間性の原則、地域性の原則、専門性の原則、多様性の原則の

実現を図ります。この実現を図るため、福岡県立大学は、構成員の地位及び教育研究組織の自律性を尊重す

るとともに、教育研究環境の整備に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

― 3 ―



4 

【大学院】 

福岡県立大学大学院は、広い視野に立って専攻分野に関する専門的学術を教育研究し、学術文化の進展

に寄与するとともに、社会的な場でその高度な専門的知識を活用し得る指導的人材を養成することを目的

とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究科名 目   的 

人間社会学研究科 

21 世紀における少子・高齢化、地方分権及び自己実現要求の高まりを

踏まえ、高度福祉社会の実現に貢献できる人材の養成を行うとともに、

職業人のリカレント教育（学習）の要求に応えることを目的とする。 

専攻名 目   的 

社会福祉専攻 

児童と家族、障がい者及び高齢者等の援助を必

要とする人びとの生活課題について、個人や家

族、集団、地域等における人間関係やサービス利

用状況等を含めて全体的に把握することで当事

者の育成や保護、介護、社会参加及び自立支援等

の在り方を研究することを目的とする。 

心理臨床専攻 

心理学全般の領域を関連づけながら、心理臨床

に関する知識技能を深め、心理的支援を必要とす

る人に対するカウンセリングなどの実践能力を

身につけ、さらに、他職種とも協働する能力をも

つ高度な専門職業人を養成すること、並びに心理

分野について主体的に研究する能力を育成する

ことを目的とする。 

子ども教育専攻 

子ども教育分野における人間形成の営みとそ

の諸問題を、保育学・教育学・児童福祉学及び関

係諸科学から研究し、子ども教育分野の高度な専

門職業人及び研究者を育成することを目的とす

る。 

看護学研究科 看護学専攻 

地域の保健・医療・福祉分野の施策展開を推進

する中核的担い手である高度専門職業人として

の看護職者や、看護学の創造と発展に貢献できる

研究者・教育者を育成することを目的とする。 

― 4 ―



5 

2.キャンパス所在地 
 

 
 
 
 
 
 
 

〒825－8585 福岡県田川市大字伊田 4395 番地 

 
 
 
 
 
 

4 

【大学院】 

福岡県立大学大学院は、広い視野に立って専攻分野に関する専門的学術を教育研究し、学術文化の進展

に寄与するとともに、社会的な場でその高度な専門的知識を活用し得る指導的人材を養成することを目的

とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究科名 目   的 

人間社会学研究科 

21 世紀における少子・高齢化、地方分権及び自己実現要求の高まりを

踏まえ、高度福祉社会の実現に貢献できる人材の養成を行うとともに、

職業人のリカレント教育（学習）の要求に応えることを目的とする。 

専攻名 目   的 

社会福祉専攻 

児童と家族、障がい者及び高齢者等の援助を必

要とする人びとの生活課題について、個人や家

族、集団、地域等における人間関係やサービス利

用状況等を含めて全体的に把握することで当事

者の育成や保護、介護、社会参加及び自立支援等

の在り方を研究することを目的とする。 

心理臨床専攻 

心理学全般の領域を関連づけながら、心理臨床

に関する知識技能を深め、心理的支援を必要とす

る人に対するカウンセリングなどの実践能力を

身につけ、さらに、他職種とも協働する能力をも

つ高度な専門職業人を養成すること、並びに心理

分野について主体的に研究する能力を育成する

ことを目的とする。 

子ども教育専攻 

子ども教育分野における人間形成の営みとそ

の諸問題を、保育学・教育学・児童福祉学及び関

係諸科学から研究し、子ども教育分野の高度な専

門職業人及び研究者を育成することを目的とす

る。 

看護学研究科 看護学専攻 

地域の保健・医療・福祉分野の施策展開を推進

する中核的担い手である高度専門職業人として

の看護職者や、看護学の創造と発展に貢献できる

研究者・教育者を育成することを目的とする。 
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3.組織図 

 
 

 

 

 

 

 

公立大学法人福岡県立大学組織図

法人

（※）改革推進、総務人事、予算、

　　　教務入試、学生、地域連携
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（兼事務局長）
四役会議

・理事長（兼学長）
・常務理事（兼事務局長）
・教員兼務理事（2名）
・附属図書館長（兼副学長）
・附属研究所長（兼副学長）
・人間社会学部長
　（兼人間社会学研究科長）
・看護学部長
　（兼看護学研究科長）
・情報処理センター長
　　　　　　9名　　（定例：年4回）

教員兼務理事
・理事長
・副理事長
・常務理事（兼事務局長）
・教員兼務理事（2名）
　　　　5名　　　（週：1回）

教員兼務理事

主要６委員会（※）

・理事長（兼学長）
・副理事長
・常務理事（兼事務局長）
・教員兼務理事（2名）
・附属図書館長(兼副学長）
・附属研究所長（兼副学長）
・人間社会学部長
　（兼人間社会学研究科長）
・看護学部長
　（兼看護学研究科長）
・経営管理部長
・学務部長
　　　11名学　　　　長

副 学 長 （ 2 名 ） 部局長会議
構成は主要６委員会と同じ
（月：2回）

・理事長（兼学長）
・副理事長
・常務理事（兼事務局長）
・教員兼務理事（2名）
・理事（学外2名）
　　７名　　　（定例：年4回）

・理事長（兼学長）
・副理事長
・学外有識者（6名）
　　　　　　8名　　（定例：年4回）

顧　 問

副 理 事 長

（経営管理担当）

教育研究協議会
（理事会の諮問機関）常 務 理 事

令和5年4月1日現在

：理事長指名の役職者

監　　事
　（2名）

理　　事　　長 理　　事　　会
経　営　協　議　会
（理事会の諮問機関）
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4.役員等一覧（令和５年４月１日現在） 

○理事会                      

理事任期 令和４年４月１日～令和６年３月３１日 

監事任期 令和４年９月１日～令和７年度の財務諸表承認日                   

役  職  名 氏      名 所属団体・役職名 

理 事 長 柴 田  洋 三 郎 福岡県立大学 学長兼務  

副 理 事 長 奥 園 秀 史  

常 務 理 事 野  上  明  倫 福岡県立大学 事務局長兼務  

理事（教員兼務理事） 上 野 行 良 福岡県立大学人間社会学部 教授  

理事（教員兼務理事） 松 浦 賢 長 福岡県立大学看護学部 教授  

理 事 芳 賀 晟 壽 特定社会福祉法人年長者の里 理事長  

理 事 古 野 金 廣 （株）麻生 代表取締役専務  

監 事 大 谷 晃 士 大谷公認会計士事務所 

監 事 井 上 道 夫 井上法律事務所 

 

○経営協議会        

任期 令和４年４月１日～令和６年３月３１日 

役  職  名  氏      名  所属団体・役職名  

理 事 長 柴 田  洋 三 郎 福岡県立大学 学長兼務  

副 理 事 長 奥 園 秀 史  

委 員 秋 吉 一 明 福岡県立大学と共に歩む会 会長  

委 員 野 口  久 美 子 福岡県立大学同窓会 会長 

委 員 八  色  俊  之 福岡県立田川高等学校 校長  

委 員 齋 藤  明 前 独立行政法人大学入試センター 監事 

委 員 亀 川  寿 田川商工会議所 会頭 

委 員 二 場 公 人 田川市長  

 

○教育研究協議会    

任期 令和４年４月１日～令和６年３月３１日 

役  職  名  氏      名  役  職  名  

理 事 長  柴 田  洋 三 郎 福岡県立大学 学長兼務  

委 員 野  上  明  倫 福岡県立大学 常務理事兼事務局長 

委 員 上 野 行 良 教員兼務理事 

委 員 松  浦  賢  長 教員兼務理事 

委 員 石 田 智 恵 美 副学長兼附属図書館長兼情報処理センター長 

委 員 石 崎 龍 二 副学長兼附属研究所長 

委 員 池 田 孝 博 人間社会学部長兼人間社会学研究科長 

委 員 江 上 千 代 美 看護学部長兼看護学研究科長 
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教員役職者の任期一覧(令和５年４月１日現在) 

 

役 職 名 氏 名 任期 任 期 の 期 間 

学 長 柴 田  洋 三 郎 ２年 令和４年４月１日～令和６年３月３１日 

副 学 長 

兼 附 属 図 書 館 長 
石 田 智 恵 美  ２年 令和４年４月１日～令和６年３月３１日 

副 学 長 

兼 附 属 研 究 所 長 
石 崎 龍 二  ２年 令和４年４月１日～令和６年３月３１日 

人 間 社 会 学 部 長 

兼人間社会学研究科長 
池 田 孝 博  ２年 令和４年４月１日～令和６年３月３１日 

看 護 学 部 長 

兼 看 護 学 研 究 科 長 
江 上 千 代 美 ２年 令和４年４月１日～令和６年３月３１日 

不登校・ひきこもりサポートセンター長 小 嶋 秀 幹  ２年 令和４年４月１日～令和６年３月３１日 

社会貢献・ボランティア支援センター長 原 田 直 樹 ２年 令和４年４月１日～令和６年３月３１日 

看護実践教育センター長 尾 形 由 起 子 ２年 令和４年４月１日～令和６年３月３１日 

情報処理センター長 石 田 智 恵 美  ２年 令和４年４月１日～令和６年３月３１日 

学生総合支援センター長 森 脇 敦 史 ２年 令和４年４月１日～令和６年３月３１日 

基 盤 教 育セ ンタ ー 長 上 野 行 良 ２年 令和４年４月１日～令和６年３月３１日 

 

6.学部等紹介 

【人間社会学部】  

  

<公共社会学科>  

多様性を持った人々が、その多様性を保ちつつ、ともに安心して生活できる社会が高度福祉社

会です。豊かな高度福祉社会の形成は、日本の各地域においても国際社会においても、重要な課

題となっています。公共社会学科は、公共社会学の考え方を地域社会と国際共生の現場にできる

限り近づけ、より現実に密着して具体的な課題解決力を高めることを目標としています。  

 公共社会学科で重視しているのは以下の４点です。  

①公共性、地域社会、国際共生の視点を備える。  

②コミュニケーション能力、リサーチ能力、ＩＴスキルを習得する。  

③社会のニーズを的確に把握する分析力をつける。  

④問題解決への企画・提案力や調整力の基礎を培う。  

これらの能力を基礎に、高度福祉社会を構築する実践的なプランナーとしてリーダーシップをと

れる人材の育成を目指します。卒業後は次のような分野などで活躍が期待されます。  

・地域資源（人、モノ、文化、自然）をコーディネートし、地域づくりや地域活性化にかかわ

る。  

・国際関係を踏まえた共生のあり方を学び、国際協力に積極的に貢献する。  

・社会的企業（ビジネスモデルを活用した社会事業団体）で活躍する。  

・国内外に展開している民間企業で活躍する。  

  

<社会福祉学科>  

社会福祉学とは、さまざまな生活上の困難をかかえる人々を支援し、その問題解決のために必

要な制度・政策、そして具体的援助方法を学ぶ学問です。  
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今日の急激な社会変化のなかで人々が直面する生活問題は複雑多様化しています。こうした状
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を行う学科です。本学科は、保育・幼児教育または生涯にわたる心理臨床などに携わる専門的な
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<総合人間社会コース>  

総合人間社会コースは、福祉社会において幅広く役に立つ知識やスキルを身につけることにフ
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ースを選択した学生の所属学科や、卒業に必要な単位数等は変わりません。総合人間社会コース
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社会貢献・ボランティア支援センター長 原 田 直 樹 ２年 令和４年４月１日～令和６年３月３１日 
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で卒業論文まで執筆することができるよう編成されたプログラムとして、「データサイエンス・プ

ログラム」と「キャリアマネジメント・プログラム」が開設されています。 

 

【看護学部】 

＜看護学科＞ 

幅広い知識と豊かな人間性を備え、看護の専門職としての確かな判断力と実践能力を身につ

け、他の専門職と協働し、健康上の課題に主体的・創造的に対応できる人材を育成することを目

的として教育を行っています。教育方針として、①生命・人の尊厳を理解し，人の存在を尊重で

きる人材を育成する。②地域社会に生活する人として，包括的な視点で人を理解できる人材を育

成する。③専門職者としての自律性を備え，他職種と協働できる人材を育成する。④健康現象の

多様性を理解し，看護実践への活用と発展に寄与できる人材を育成する。⑤自己研鑽する姿勢を

持ち，専門的な知識・技術を基に課題解決できる人材を育成する。という５つの柱を立てていま

す。これらを実現するために、本学部のカリキュラムでは、将来にわたって人々の健康で幸福な

生活の実現に貢献する使命を果たすためのプロフェッショナリズムの視点をもてるように組み立

てています。 

特に、「看護倫理」、「医療安全」、「チーム医療論」、「災害看護学」では、これらの科目を通し

て、倫理観を兼ね備え、医療機関や施設における看護場面だけでなく、災害においても力を発揮

できるようメンバーシップやリーダーシップがとれるよう構成しています。また、さまざま場面

で、看護を実践するために、対象となる人々の理解と解決のための思考や看護技術を段階的に演

習科目と実習科目により修得していきます。 

看護学科で取得できる資格と免許は、4年間で、1）看護師国家試験の受験資格、2）保健師国家

試験の受験資格、また、3）養護教諭一種免許を取得する教育科目もあります。看護師の受験資格

は全学生が対象です。養護教諭は希望する学生全員、保健師は 2 年生後期に選抜制で 15 名程度が

対象となります。これらの資格を取得し、卒業生が胸を張って社会にでていける教育を目指して

います。 

また、人間社会学部との「全学横断型教育プログラム」があり、これらも含めて看護の対象の

人間を理解するための学術的な幅広い知識を学ぶことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

― 10 ―



11 

全学横断型教育プログラム 

本学では、未来社会で活躍するリーダーとなる人材の育成を目指して、全学横断型教育プログラムを提供

しています。このプログラムは、主専攻となる国家資格取得などを目指す２学部４学科の「専門コース」に

対して、副専攻として位置づけられています。 

 
現在、以下の 4つのプログラムを設置しており、学修段階に応じて選択的に履修することができます。 

① データサイエンス・プログラム：情報化社会に適応する能力を養成します。 

② 援助力養成プログラム：少子・高齢化社会に対応できる対人援助力を養成します。こどもサポーター

活動などを通じて、不登校・ひきこもりサポートセンターと連携しています。 

③ 国際交流プログラム：留学などを通じて、国際的な共存社会に対応する力を養成します。 

④ キャリアマネジメント・プログラム：プレ・インターシップなどを通じて、就業力を向上させるため

のプログラムです。 

データサイエンスとキャリアマネジメントのプログラム修了者には学修証明書が授与されます。また、こ

れらのプログラムについては人間社会学部では総合人間社会コースを設置し、専門的な学びを深めるための

主専攻とすることができるようにしています。 

 

【人間社会学研究科】  

21 世紀に入り､少子・高齢化、地方分権化、自己実現要求の高まりに伴い、福祉政策、教育、対

人援助に関わる高度な専門的知識・技術を持ち、地域社会で高度福祉社会の実現に貢献できる職

業人の養成が求められています。そこで、人間社会学部を基礎とし、さらに専門性を持つ人材の

養成と、職業人のリカレント教育に応えるため、平成９年に大学院修士課程「人間社会学研究

科」が設置されました。  

  

人間社会学研究科は、社会福祉専攻、心理臨床専攻、子ども教育専攻の３つの専攻から構成さ

れています。  

  

〈社会福祉専攻〉  

 社会福祉専攻は、社会福祉の問題を客観的に把握し、生活上の課題に応じた支援方法を提案で

きる人材の養成を目指します。  

1.「社会福祉研究 A」と「ソーシャルワーク研究 A」を必修科目とし、基盤となる価値や知識、技

術を習得します。   

2.修士論文の作成支援として「特別研究Ⅰ・Ⅱ」を設置し、学術的な研究方法を学ぶため「社会

福祉研究法」「量的研究法」「質的研究法」など、研究方法科目を設けています。   
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3.実践的スキルを高めるため「フィールドワーク」を実習科目として設置しています。   

4.児童、障がい者、高齢者など、さまざまな支援対象に関する幅広い専門知識を学ぶため、多様

な専門科目を設置しています。  

  

〈心理臨床専攻〉  

 心理臨床専攻では、生涯にわたって心理的支援が必要な人々の心理的側面を支えられる高度な

専門職業人を養成します。心理学の基礎から実践に至るまでの知識と技能を総合的に学びます。

本専攻は、日本臨床心理士資格認定協会の第１種指定大学院であり、公認心理師取得に必要な科

目も配置しています。  

1.教育、医療、福祉領域で活躍できる高度な専門職業人を養成し、他分野の専門職と協働できる

スキルを育成するため、関連分野の科目を設けています。   

2.実践的なスキルに加えて研究能力も育成するため、１年次から特別研究を課し、幅広い心理学

分野の基礎と応用を学べる科目を設置しています。   

3.学内の心理教育相談室や外部の医療、福祉、教育機関での２年間にわたる実習を通じ、心理療

法や心理査定の基本的なスキルを体系的に習得します。  

 

 〈子ども教育専攻〉  

 子ども教育専攻では、保育・幼児教育及び小学校教育を中心とする分野の高度な専門的職業人

及び研究者を養成します。  

1.保育・幼児教育、小学校教育、子どもの心理学、児童福祉学、社会学分野に関する専門科目を

設置しています。  

2.「教育課題研究 A・B 」は、異なる専門をもつ教員がオムニバス形式で展開し、各分野における

知識と研究方法を学びます。  

3.「地域教育課題演習」と「子ども教育実践実習Ⅰ・Ⅱ」を通じて、理論と実践を往還しなが

ら、質の高い指導力を修得します。  

4.「特別研究Ⅰ・Ⅱ」を通じて、研究者や高度な職業人に求められる課題解決能力を養成しま

す。  

  

 以上の構成により、人間社会学研究科は、多様な分野で活躍できる高度な専門職業人を養成し

ています。 
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【看護学研究科】 

(1)設置の趣旨 

少子高齢社会を背景にし、看護の活動領域と内容はますます広がりを見せ、多種多様化してき

ています。これからの看護職(保健師、助産師、看護師)は、それぞれの専門性を生かし、地域内

外、施設内外において他の職種と連携をとりつつ、地域住民の健康課題を解決する必要がありま

す。看護職に求められている的確な状況判断と効果的なケアの実施のために、エビデンスのある

適切なケアを即座に検討できる力を備えることが重要です。従来以上に主体性や創造力を発揮

し、高い倫理観をもった専門職となり、対象とする人々に対する深い理解に裏打ちされた質の高

い看護実践能力とあわせてマネージメント能力も必要とされるようになってきています。 

本学では看護学部と人間社会学部が併設されている点を最大限活かし、地域の保健・医療・福

祉分野の施策展開を推進する中核的な担い手である高度職業人としての看護職や、研究者・教育

者を養成することを目指し、大学院修士課程看護学研究科を設置しました。 

 

(2)看護学専攻の構成と特色 

看護学専攻は、研究コース、専門看護師コース、助産実践形成コースの３つのコースから成り

立っています。研究コースは、基盤看護学、ヘルスプロモーション看護学、臨床看護学、助産学

の４つの領域、専門看護師コースには臨床看護学領域、助産実践形成コースは助産学領域で教育

を行っています。 

研究コースの基盤看護学領域は、看護教育学、基礎看護学、看護心理学、実験看護学、ヘルス

プロモーション看護学領域は、思春期ヘルスプロモーション、地域看護学、在宅看護学、臨床看

護学領域は、成人看護学、老年看護学、精神看護学、小児看護学、助産学領域は、助産学で構成

されています。また、専門看護師コースの臨床看護学領域は、老年看護学、精神看護学で構成さ

れています。 

 

〈研究コース〉 

研究コースでは臨床看護や看護教育を、根拠をもって行うことにつながる基礎的な研究や、看

護学や看護教育学の発展につながる研究を行う能力を培い、医療機関等や教育機関あるいは行政

機関で、組織の管理者や教育者として看護の質の向上や看護教育の質の向上に寄与しうる人材の

育成を目指しています。 

 

〈専門看護師コース〉 

専門看護師コースは、精神看護と老年看護で構成されています。老年看護では、認知症看護と
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行・地域定着看護）とリエゾン精神看護（一般身体疾患を持つ人の精神的な問題に対する看護）

のいずれかを修得できます。学生の皆さんが自己の専門看護師としての将来像を描きやすいよう

に、在学中・修了後を通して多くのエキスパートの専門看護師と出会う機会を提供していること

も当コースの大きな魅力の一つです。 

 

〈助産実践形成コース〉 

助産実践形成コースは、周産期の様々な課題に対応するため高度で自律した助産実践能力を身

につけた助産師の育成を目指すコースであり、助産師国家試験受験資格を取得することができま

す。また規定の科目を習得することで、受胎調節実地指導員申請資格・新生児蘇生法「専門」コ

ース認定申請資格も取得することができます。 
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3.実践的スキルを高めるため「フィールドワーク」を実習科目として設置しています。   

4.児童、障がい者、高齢者など、さまざまな支援対象に関する幅広い専門知識を学ぶため、多様

な専門科目を設置しています。  

  

〈心理臨床専攻〉  

 心理臨床専攻では、生涯にわたって心理的支援が必要な人々の心理的側面を支えられる高度な
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本専攻は、日本臨床心理士資格認定協会の第１種指定大学院であり、公認心理師取得に必要な科

目も配置しています。  
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2.実践的なスキルに加えて研究能力も育成するため、１年次から特別研究を課し、幅広い心理学

分野の基礎と応用を学べる科目を設置しています。   

3.学内の心理教育相談室や外部の医療、福祉、教育機関での２年間にわたる実習を通じ、心理療

法や心理査定の基本的なスキルを体系的に習得します。  

 

 〈子ども教育専攻〉  

 子ども教育専攻では、保育・幼児教育及び小学校教育を中心とする分野の高度な専門的職業人

及び研究者を養成します。  

1.保育・幼児教育、小学校教育、子どもの心理学、児童福祉学、社会学分野に関する専門科目を

設置しています。  

2.「教育課題研究 A・B 」は、異なる専門をもつ教員がオムニバス形式で展開し、各分野における

知識と研究方法を学びます。  

3.「地域教育課題演習」と「子ども教育実践実習Ⅰ・Ⅱ」を通じて、理論と実践を往還しなが

ら、質の高い指導力を修得します。  

4.「特別研究Ⅰ・Ⅱ」を通じて、研究者や高度な職業人に求められる課題解決能力を養成しま

す。  

  

 以上の構成により、人間社会学研究科は、多様な分野で活躍できる高度な専門職業人を養成し

ています。 
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【附属図書館】 

本学の図書館は、学生の学習支援・教員の教育及び研究支援・地域の図書利用者に対する支援

などを主な目的として本館と分館が設置されており、本館・分館あわせて図書約 16 万冊、学術雑

誌約 12 万冊を所蔵しています。本館の学習スペースおよび分館のラーニングコモンズにおいて

は、学生の「学び」の創造と自律的学修が促進されるよう環境づくりに取り組んでいます。 

また、学生が学習や研究に文献を活用できるよう、文献検索演習を企画・運営しています。こ

のように、図書館を多様な学習の場として認識し、身近な存在としてより多くの学生が利用でき

るような図書館づくりを行っています。 

 

【附属研究所】 

附属研究所は、学内外の諸機関との連携を図りつつ、保健福祉、生涯発達、社会に関する実践

的な研究•教育並びに地域支援活動を推進し、本学の学術研究水準の向上と高度福祉社会の創出に

寄与することを目的として設置されています。総合的な研究•調査の企画及び実施、学外からの受

託研究、共同研究、学術資料等の収集整理及び情報発信、各種相談事業の企画及び実施、地域開

放講座、研究会、研修会等の企画及び実施、産学官連携事業などに取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3年度より、附属研究所の円滑な運営のために「運営部会」を設置し、組織を再編成しま

した。このうち、「研究推進部」は、附属研究所の研究機能の強化を図る目的で設置している組織

で、主として統合的な研究・調査の企画を担当する「総合企画室」及び専ら統合的な研究・調査

を実施する「重点領域研究部門」から構成されています。本学の保健・医療・福祉分野における

強みを生かし、「研究推進部」が企画、実施する統合的な研究・調査を充実させ、十分な成果を挙

げていくことができるよう取り組んでいます。 

 

【不登校・ひきこもりサポートセンター】 

福岡県立大学「不登校・ひきこもりサポートセンター」は、不登校やひきこもりに悩む子ども

たちの将来の社会的自立を目標にした、専門的な支援をおこなう機関です。 

子どもの状態に応じた個別や集団による直接的な支援とともに、保護者や家庭への支援、学校

や適応指導教室への支援、他の専門支援機関との地域連携ネットワークの強化など、子どもと子

どもを取り巻く環境の双方に必要な支援をします。 

福岡県立大学には、福祉・保健・心理・教育などの分野から、不登校・ひきこもりの支援を研

究する専門的教員が多くいます。これら専門教員と県立大で学ぶ大学生、大学院生、そしてサポ
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ートセンターの専門職員が一体となり、「相談部門」「連携サポート部門」「情報発信・研修部門」

「教育・社会支援部門」の各部門を連動させ、総合的な支援をおこないます。 

また、新たな教育研究拠点として発展させるため、平成 31 年度より附属研究所から独立しまし

た。 

 

<事業内容> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【社会貢献・ボランティア支援センター】 

社会貢献・ボランティア支援センターは、ボランティア活動を中心とした本学の学生の様々な

社会貢献活動を支援する取り組みを進めています。 

具体的には、ボランティア活動を希望する学生に様々な情報を提供し、ボランティア活動を募

集・依頼したい地域の団体・機関と学生をつなぐ役割を果たします。また、活動を行う学生の

様々な相談に応じながら、活動が学生にとっての貴重な「学びの場」となるよう支援していきま

す。さらに、社会貢献・ボランティア活動に関する研修会や報告会等の企画・実施などにも取り

組んでいます。 

 

<事業内容> 

１．学生の活動の場となる外部団体と学生とのコーディネートの実施 

  ・学生の社会貢献・ボランティア活動を求める外部団体の情報を学生に提供 

  ・社会貢献・ボランティア活動を希望する学生の相談に応じ、学生の活動の場となる外部団

体と学生とのコーディネートの実施  

２．社会貢献・ボランティア活動を行う学生グループへの支援 

  ・学生グループの活動の場の提供 

  ・学内の学生ボランティアサークルの課題を把握、支援 

  ・外部団体等の社会貢献活動に参加・協力する学生グループに対し、地域の関係団体との連

絡調整、相談対応、アドバイス等の支援 

３．学生の社会貢献・ボランティア活動の普及と質の向上 

・社会貢献・ボランティア活動に関する研修会や報告会等を企画・実施 
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【附属図書館】 
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令和 3年度より、附属研究所の円滑な運営のために「運営部会」を設置し、組織を再編成しま

した。このうち、「研究推進部」は、附属研究所の研究機能の強化を図る目的で設置している組織

で、主として統合的な研究・調査の企画を担当する「総合企画室」及び専ら統合的な研究・調査

を実施する「重点領域研究部門」から構成されています。本学の保健・医療・福祉分野における

強みを生かし、「研究推進部」が企画、実施する統合的な研究・調査を充実させ、十分な成果を挙

げていくことができるよう取り組んでいます。 

 

【不登校・ひきこもりサポートセンター】 

福岡県立大学「不登校・ひきこもりサポートセンター」は、不登校やひきこもりに悩む子ども

たちの将来の社会的自立を目標にした、専門的な支援をおこなう機関です。 

子どもの状態に応じた個別や集団による直接的な支援とともに、保護者や家庭への支援、学校

や適応指導教室への支援、他の専門支援機関との地域連携ネットワークの強化など、子どもと子

どもを取り巻く環境の双方に必要な支援をします。 

福岡県立大学には、福祉・保健・心理・教育などの分野から、不登校・ひきこもりの支援を研

究する専門的教員が多くいます。これら専門教員と県立大で学ぶ大学生、大学院生、そしてサポ
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【看護実践教育センター】 

看護実践教育センターは、人が「生活者」として生きていくその生き方を支える看護のあり方

を追求し、地域社会との連携のもとに、多面的な視野に立って人間と健康に関わる問題を解決で

きる、看護実践の中核的な役割を果たす看護職が育つ教育を目指しています。 

平成 20 年 11 月から糖尿病看護認定看護師の養成を中心とした看護実践教育を実施し、研修を

修了した研修生達は、糖尿病のある人々やその周囲の人々に対し、高度な看護実践を臨地で展開

しています。糖尿病看護認定看護師の養成を 11 年間行ってまいりましたが、医療ニーズに対応す

べく令和 2年度以降は休講しています。 

新たに、国において改正された保健師助産師看護師法に則り、更なる在宅医療等の推進のため

の看護師特定行為研修を令和 3年 4 月から開講いたしました。これまでの認定看護師育成で培っ

たノウハウを活かし、臨地で勤務する現役看護師の受講者を対象とした看護師特定行為研修を実

施し、看護を深めております。少子高齢化の進展により医療・介護ニーズが増大し、この社会の

変遷に対応するために、医療・介護の提供体制の改革が進められ、様々な医療ニーズをもつ人々

を支え、医療機関等施設や地域医療に貢献できる看護職の人材育成を行っています。大学近隣施

設の医師や多職種の協力を得ながら、経験豊富な学内講師及び学外講師陣により学べる体制を整

えています。 

 

【基盤教育センター】 

基盤教育センターは、人間社会学部と看護学部の両学部の専任教員がセンター員として任命さ

れ、基盤教育科目（教養科目、基礎科目）と全学横断型教育の充実と改善に力を入れています。 

教養科目では、各学科における専門教育に必要な科目と、専門的職業人・社会人として求めら

れている教養を身につけることを目的とした科目を設置し、その充実と改善を図っています。生

物学や心理学や統計学など、保健福祉の専門教育に不可欠な教育を充実させるとともに、社会や

法律、人権や情報科学、アート論や文学など、専門的職業人に求められる深い教養や豊かな人間

性を養うための幅広い教養科目を用意しています。 

基礎科目では新入学生が大学での教育に速やかに移行できるための導入教育、大学での学習や

社会人・職業人として欠かせない情報処理、国際化時代に対応するための英語に加え、アジアを

中心とした言語の語学教育などを提供しています。 

特に導入教育には力を入れており、少人数ゼミナール形式の「教養演習」を行っています。この 

「教養演習」では、本学の学生ニーズに対応した独自のテキストを出版し使用し、レポート作成

の指導や添削を行うなど、きめ細かな教育に努めています。 

 

【情報処理センター】 

情報処理センターは、下の 3つの役割に寄与することを目的として設置されています。  

* 学内情報ネットワークシステム（学内 LAN：Local Area Network）の管理 

* 情報処理および統計処理スキル向上の支援 

* 学生の情報処理教育の向上 

情報処理センターでは、インターネットを通じて学内外の情報を収集したり発信したりするた

めに、学内 LAN を構築し、その管理運営を行っています。また、学内の全学生、教職員のメール

アドレスや大学公式 Web サイトの管理を行っています。学内 LAN には、図書館を含むキャンパス

内のほぼ全てのコンピュータが接続されていて、その役割は年々重要なものになってきていま

す。このため、学内 LAN の利便性とともにセキュリティの向上は重要な課題です。そのための、

定期的な学内 LAN の再構築と点検・整備を行っています。 
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平成 22 年度から導入したｅラーニングシステムは、現在ではオンラインコミュニケーションツ

ールやビデオコンテンツ配信プラットフォームを活用することで、遠隔授業や対面授業とのハイ
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本センターでは、就学上の配慮を必要とする障がいのある学生からの申請を受けて、支援案の

作成と決定を行っています。またセンターは、支援計画案の策定及び決定後の具体的支援を実施

する学部・研究科等との連携調整を行っています。 
  

16 

【看護実践教育センター】 
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【基盤教育センター】 

基盤教育センターは、人間社会学部と看護学部の両学部の専任教員がセンター員として任命さ

れ、基盤教育科目（教養科目、基礎科目）と全学横断型教育の充実と改善に力を入れています。 

教養科目では、各学科における専門教育に必要な科目と、専門的職業人・社会人として求めら

れている教養を身につけることを目的とした科目を設置し、その充実と改善を図っています。生

物学や心理学や統計学など、保健福祉の専門教育に不可欠な教育を充実させるとともに、社会や

法律、人権や情報科学、アート論や文学など、専門的職業人に求められる深い教養や豊かな人間

性を養うための幅広い教養科目を用意しています。 

基礎科目では新入学生が大学での教育に速やかに移行できるための導入教育、大学での学習や
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* 情報処理および統計処理スキル向上の支援 

* 学生の情報処理教育の向上 

情報処理センターでは、インターネットを通じて学内外の情報を収集したり発信したりするた

めに、学内 LAN を構築し、その管理運営を行っています。また、学内の全学生、教職員のメール

アドレスや大学公式 Web サイトの管理を行っています。学内 LAN には、図書館を含むキャンパス

内のほぼ全てのコンピュータが接続されていて、その役割は年々重要なものになってきていま

す。このため、学内 LAN の利便性とともにセキュリティの向上は重要な課題です。そのための、

定期的な学内 LAN の再構築と点検・整備を行っています。 
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Ⅱ．教職員 

1.教員 
(1)教員組織 

  
 

(2)教員の性別構成 

 
 

(3)教員の年齢構成   

 
 

（令和5年5月1日現在）

人数
うち大学院と兼務

49

60

29

看護実践教育センター

組織

人間社会学部

看護学部

人間社会学研究科

看護学研究科

大学

大学院
30

2

112

29

30

1附属研究所

合計

（令和5年5月1日現在）

51.5% 16 48.5%

助手

合計

合計に占める割合
男

教授

職位

16

17

6

2

1

42

59.3%

26.1%

准教授

講師

助教

12

112

合計女
合計に占める割合

27

33

23

17

8.3% 11 91.7%

37.5% 70 62.5%

17 73.9%

11.8% 15 88.2%

11 40.7%

（令和5年5月1日現在）

合計

平均年齢

教授

4

15

8

2

29

56.69

４０～４４

４５～４９

５０～５９

６０～６４

６５～

　年齢

職位　

２５～２９

３０～３４

３５～３９

15

2

31

50.94

1

3

10

全体に占
める割合
（％）

1 1 1 3 2.7%

准教授 講師 助教 助手 合計

3 3 4 11 9.8%

1 1 1 3 2.7%

8 5 2 29 25.9%

4 3 1 11 9.8%

1 2 1 14 12.5%

5 4 39 34.8%

23 19 10 112

2 1.8%

45.09 46 39.80 49.39
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Ⅱ．教職員 

1.教員 
(1)教員組織 

  
 

(2)教員の性別構成 
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37.5% 70 62.5%

17 73.9%

11.8% 15 88.2%

11 40.7%
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平均年齢

教授

4

15

8

2

29

56.69

４０～４４

４５～４９

５０～５９

６０～６４

６５～

　年齢

職位　

２５～２９

３０～３４

３５～３９

15

2

31

50.94

1

3

10

全体に占
める割合
（％）

1 1 1 3 2.7%

准教授 講師 助教 助手 合計

3 3 4 11 9.8%

1 1 1 3 2.7%

8 5 2 29 25.9%

4 3 1 11 9.8%

1 2 1 14 12.5%

5 4 39 34.8%

23 19 10 112

2 1.8%

45.09 46 39.80 49.39
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(4)任期付教員数   

 
 

(5)学部 
① 学部別専任教員（助教以上）の現員  

 
 

② 採用実績 

 

 
 

③ 専門科目における主要科目（必修科目）の専任教員担当状況 

 

 
 

（令和5年5月1日現在）

※研究科の教員は学部との兼任。合計は、学部、附属研究所及び看護実践教育センターの人数。

　　　　　　職位
　組織

合計

人数 （総数） 人数 （総数） 人数 （総数） 人数 （総数） 人数 （総数）

准教授 講師 助教 助手

(49)

8 (8) 49 (60)

附属研究所 1

(0) 20 (26)

0 37(1)

2 (2)

0 (1) 0

合計 (29)

看護学研究科

看護実践教育センター

(112)

23 (35)

1 (1) 2 (2)

1 (1)

9 (10) 8919

(1)

19 (19)

6

24 (31) 18 (23)

(11)(9) 8 (13) 7

(1)

(10) 3 (3)

(14) 9 (13) 15 (15)10

14 (17) 9人間社会学部

看護学部

人間社会学研究科 6 (8) 4 (4)

（総数）

教授

人数

11

7

10

(18)

(10)

(13)

1

（令和5年5月1日現在）

10

3

4 3

18

14

計

人間社会
学部

社会福祉学科

人間形成学科

公共社会学科

学部

2

助教准教授 講師

7

現　　　員
学科

教授

08

2023

17

1

103

看護学科看護学部

6

6 17

5414 13

合計

5 4

29 31

13

0 2 1 1 5

Ｒ４年度

1

2 1 2 1

2 0

Ｒ５年度 1 3 2 6 1

18

准教授 講師教授 助手

2 1 4

Ｈ２９年度 22

3 10Ｈ２８年度 2 3

0

0

5

Ｒ１年度

助教 合計

1

1 1

1

Ｒ３年度

Ｒ２年度

9

1

4

1 1

5 13

9

1

0 0

Ｈ３０年度

7

合計

1

10 6515 13

32

社会福祉学科 6

看護学部 看護学科 59 57

人間社会学部

学科

公共社会学科 11

人間形成学科

0

9

2

主要科目数
主要科目の専任教員

担当の科目数

6

5 5 0

主要科目で非常勤対
応の科目数

0

学部

― 19 ―
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④ 学部別教育補助者（助手・TA）配置数 

 
 

⑤ 非常勤講師の人数と時間数 

 
 

(6)研究科   
① 専攻別指導教員数 

 
 
② 研究指導補助教員数 

 
 

③ 専門科目における主要科目（必修科目）の専任教員担当状況 

 

 
 

 

 

 

（令和5年5月1日現在）

※ＴＡ：２名（人間社会学研究科大学院生）

人間社会学部

看護学部

学部

8

1

現員

92 4,590

学部 人数

59 2,610

1,290

合計

9 690

24

看護学部

人間社会学部

両学部共通

時間

（令和5年5月1日現在）

看護学専攻

研究科

子ども教育専攻 3

7看護学研究科

人間社会学研究科

専攻 現員

社会福祉専攻

心理臨床専攻 7

5

（令和5年5月1日現在）

看護学研究科 看護学専攻 10

現員

7

心理臨床専攻 5

研究科 専攻

人間社会学研究科

子ども教育専攻 3

社会福祉専攻

人間社会学研究科

主要科目数

看護学研究科 8

研究科
主要科目で非常勤対

応の科目数

1

主要科目の専任教員
担当の科目数

1919 0

7
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④ 学部別教育補助者（助手・TA）配置数 

 
 

⑤ 非常勤講師の人数と時間数 

 
 

(6)研究科   
① 専攻別指導教員数 

 
 
② 研究指導補助教員数 

 
 

③ 専門科目における主要科目（必修科目）の専任教員担当状況 

 

 
 

 

 

 

（令和5年5月1日現在）

※ＴＡ：２名（人間社会学研究科大学院生）

人間社会学部

看護学部

学部

8

1

現員

92 4,590

学部 人数

59 2,610

1,290

合計

9 690

24

看護学部

人間社会学部

両学部共通

時間

（令和5年5月1日現在）

看護学専攻

研究科

子ども教育専攻 3

7看護学研究科

人間社会学研究科

専攻 現員

社会福祉専攻

心理臨床専攻 7

5

（令和5年5月1日現在）

看護学研究科 看護学専攻 10

現員

7

心理臨床専攻 5

研究科 専攻

人間社会学研究科

子ども教育専攻 3

社会福祉専攻

人間社会学研究科

主要科目数

看護学研究科 8

研究科
主要科目で非常勤対

応の科目数

1

主要科目の専任教員
担当の科目数

1919 0

7

21 

④ 非常勤講師の人数と時間数 

 

 
 

2.事務職員  
(1)事務職員数（組織、補職） 

 
 

(2)事務職員の採用区分 

 
 
(3)事務職員の性別構成 

 
 

(4)事務職員の年齢構成 

 
 

 

 

 

 

人間社会学研究科

看護学研究科 3

研究科 人数

合計 11

30

360

時間

8 330

（令和5年5月1日現在）

0

業務委託
による
従事者

21 23

設置団体
の職員

法人採用
の職員

定員

本務職員
非常勤
職員

人材派遣
会社から

の派遣職員

12 11 15

Ｒ５年度 3 名

Ｒ２年度 0 名

Ｒ３年度

0 名

2 名

Ｒ１年度

0 名

0 名

採用年度

Ｈ３０年度

Ｈ２９年度

プロパー職員

Ｒ４年度 1 名

（令和5年5月1日現在）

※本統計は事務局本務職員のみの統計。

10 名人数 13 名

性別 男 女

（令和5年5月1日現在）

※本統計は事務局本務職員のみの統計。

37.7人数 1 7 6 1 0 3 5 0

平均年齢 21～25 26～30 31～35 36～40 41～45

23

46～50 51～55 56～ 合計
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Ⅲ．学生 
1.学生数 
(1)学生定数、学年定員、在籍学生数（県内県外、男女比） 
（学部） 

 
 

  

（令和5年5月1日現在）

県内 県外

R
2
年
度
入
学
者

４
年
生

公共社会学科 50 53 23 12 11

学部 定数

　在籍者数

男 女
県内 県外

23 19

人間形成学科 50 54 13 7 6 41 18

30 10 20

社会福祉学科 50 53 11 4 7 42

209 109 100

R
3
年
度
入
学
者

３
年
生

公共社会学科 50 57 25 13

小計 240 260 51 26 25

23

看護学科 90 100 4 3 1 96 58 38

42 20 22

人間形成学科 50 53 9 2 7 44

12 32 14 18

社会福祉学科 50 53 11 3 8

32

小計 240 254 49 21 28 205 103 102

14 30

看護学科 90 91 4 3 1 87 55

4 45 30 15

人間形成学科 50 59 11 4 7

11 10 35 23 12

社会福祉学科 50 54 9 5

公共社会学科 50 56 21

57 31

小計 240 261 45 23 22 216 130

48 20 28

看護学科 90 92 4 3 1 88

13 23

社会福祉学科 50 53 15 4 11 38 11

86

R
5
年
度
入
学
者

１
年
生

公共社会学科 50 52 16 5 11 36

R
4
年
度
入
学
者

２
年
生

89 57 32

小計 240 256 49 18 31 207

看護学科 90 96 7 4 3

27

人間形成学科 50 55 11 5 6 44 13 31

73

社会福祉学科 200 213 46 16 30 167 84 83

94 113

公共社会学科 200 218 85 41 44 133 60

177 65 112

看護学科 360 379 19 13 6 360

人間形成学科 200 221 44 18 26

401

227 133

合計 960 1,031 194 88 106 837 436
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Ⅲ．学生 
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小計 240 256 49 18 31 207

看護学科 90 96 7 4 3

27

人間形成学科 50 55 11 5 6 44 13 31

73

社会福祉学科 200 213 46 16 30 167 84 83

94 113

公共社会学科 200 218 85 41 44 133 60

177 65 112

看護学科 360 379 19 13 6 360

人間形成学科 200 221 44 18 26

401

227 133

合計 960 1,031 194 88 106 837 436
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（研究科） 

 
 

(2)学部卒業生数（４年間で卒業した学生） 

 
(3)大学院修了生数（２年間又は３年間（長期履修）で卒業した学生） 

 

（令和5年5月1日現在）

3 0 0 0 3

0 8

3 0

看護学専攻 12 10 0 0 0 10 10

県外 県内 県外

R
4
年
度
以
前
入
学
者

２
年
生

社会福祉専攻 6 9 1 1

研究科 定数

　在籍者数

男 女
県内

6 5 1

子ども教育専攻 3

0 0 7 6 1

心理臨床専攻 6 8 0 0

社会福祉専攻 6 7 0

7 1

心理臨床専攻 6 7 1 0 1

0

小計 27 29 2 1 1 27 25 2

20 0 0 0 20 16

1 1 0

看護学専攻 12 4 0 0 0 4

0 8 5 3

子ども教育専攻 3 1 0 0 0

14 10 4

子ども教育専攻 6 4 0 0 0 4

心理臨床専攻 12 15 1 0 1

4

社会福祉専攻 12 16 1 1 0 15 13 2

Ｒ
5
年
度
入
学
者

１
年
生

4 0

小計 27

0

合計 54 49 2 1 1 47 41 6

4 0

看護学専攻 24 14 0 0 0 14 14

※編入学生を除く

４年間で卒業した
学生の割合（％）

入学 卒業 入学 卒業 入学 卒業 入学 卒業 入学

入学年度
（学部）

公共社会学科 社会福祉学科 人間形成学科 看護学科 合計

卒業

55 95 85 260 243 93.5%Ｈ２７年度 55 54 52 49 58

53 90 83 261 243 93.1%Ｈ２６年度 55 50 63 57 53

52 93 90 260 246 94.6%Ｈ２９年度 57 51 56 53 54

55 98 89 267 251 94.0%Ｈ２８年度 53 51 59 56 57

57 101 91 266 246 92.5%Ｈ３０年度 54 50 53 48 58

Ｒ２年度 52 47 55 46 54 48 90 89 251

51 96 84 262 237 90.5%Ｈ３１年度

91.6%

55 52 54 50 57

230

入学 卒業 入学

100.0% 100.0%

Ｈ２９年度 11 11 3 0 6 4 3

0 0 17 17 4 4

卒業

Ｈ２８年度 8 8 4 4 9 9

卒業 入学 卒業 入学 卒業 入学入学 卒業

11 11 12 9 100.0% 75.0%

16.7%

Ｈ３１年度 5 5 5 2 6 6 7 7

1 17 15 6 1 88.2%

Ｈ３０年度 15 13 4 3 12 9 4 3 27

0 100.0% 0.0%

Ｒ３年度 7 6 3 2 7 7

6 2 0 14 14 5Ｒ２年度 8 8 3 0 6

入学年度
（研究科）

人間社会学研究科 看護学研究科 合計
２年間で卒業した
学生の割合（％）

３年間で卒業した
学生の割合（％）２年間 長期履修 ２年間 長期履修 ２年間 長期履修

Ｒ４年度 10 7 2 0 7 7 1 0 17 14 3 0 82.4% 0.0%

92.9% 60.0%2 1 14 13 5 3

22 8 6 81.5% 75.0%

― 23 ―
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2.学生の異動（退学・除籍・休学・留年） 

(1)休学・退学・除籍数 

（学部） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※編入学生を除く

退学者数
退学率
（％）

除籍者数
除籍率
（％）

公共社会学科 52 2 3.8% 2 3.8%

入学者数 休学者数
休学率
（％）

人間形成学科 54 1 1.9% 1 1.9% 0 0.0%

0 0.0%

社会福祉学科 55 2 3.6% 2 3.6% 0 0.0%

0 0.0%

公共社会学科 56 1 1.8% 0 0.0% 0 0.0%

0 0.0%看護学科 100 4 4.0% 1 1.0%

小計 261 9 3.4% 6 2.3%

0 0.0%

小計 252 2 0.8% 3 1.2%

看護学科 91 0 0.0% 0 0.0%

0 0.0%

人間形成学科 52 1 1.9% 2 3.8% 0 0.0%

社会福祉学科 53 0 0.0% 1 1.9%

0 0.0%

人間形成学科 59 1 1.7% 1 1.7% 0 0.0%

社会福祉学科 55 0 0.0% 0 0.0%

0 0.0%

公共社会学科 56 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

0 0.0%

公共社会学科 52 1 1.9% 0 0.0% 0 0.0%

0 0.0%

小計 262 1 0.4% 1 0.4%

看護学科 92 0 0.0% 0 0.0%

看護学科 96 0 0.0% 0 0.0%

0 0.0%

人間形成学科 55 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

社会福祉学科 53 0 0.0% 0 0.0%

0 0.0%

0 0.0%

社会福祉学科 216 2 0.9% 3 1.4% 0 0.0%

公共社会学科 216 4 1.9% 2 0.9%

256 1 0.4% 0 0.0% 0 0.0%

0 0.0%

看護学科 379 4 1.1% 1 0.3% 0 0.0%

人間形成学科 220 3 1.4% 4 1.8%

0.0%

学部

R
2
年
度
入
学
者

４
年
生

R
3
年
度
入
学
者

３
年
生

Ｒ
4
年
度
入
学
者

２
年
生

Ｒ
5
年
度
入
学
者

１
年
生

小計

合計 1,031 13 1.3% 10 1.0% 0
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2.学生の異動（退学・除籍・休学・留年） 

(1)休学・退学・除籍数 

（学部） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※編入学生を除く

退学者数
退学率
（％）

除籍者数
除籍率
（％）

公共社会学科 52 2 3.8% 2 3.8%

入学者数 休学者数
休学率
（％）

人間形成学科 54 1 1.9% 1 1.9% 0 0.0%

0 0.0%

社会福祉学科 55 2 3.6% 2 3.6% 0 0.0%

0 0.0%

公共社会学科 56 1 1.8% 0 0.0% 0 0.0%

0 0.0%看護学科 100 4 4.0% 1 1.0%

小計 261 9 3.4% 6 2.3%

0 0.0%

小計 252 2 0.8% 3 1.2%

看護学科 91 0 0.0% 0 0.0%

0 0.0%

人間形成学科 52 1 1.9% 2 3.8% 0 0.0%

社会福祉学科 53 0 0.0% 1 1.9%

0 0.0%

人間形成学科 59 1 1.7% 1 1.7% 0 0.0%

社会福祉学科 55 0 0.0% 0 0.0%

0 0.0%

公共社会学科 56 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

0 0.0%

公共社会学科 52 1 1.9% 0 0.0% 0 0.0%

0 0.0%

小計 262 1 0.4% 1 0.4%

看護学科 92 0 0.0% 0 0.0%

看護学科 96 0 0.0% 0 0.0%

0 0.0%

人間形成学科 55 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

社会福祉学科 53 0 0.0% 0 0.0%

0 0.0%

0 0.0%

社会福祉学科 216 2 0.9% 3 1.4% 0 0.0%

公共社会学科 216 4 1.9% 2 0.9%

256 1 0.4% 0 0.0% 0 0.0%

0 0.0%

看護学科 379 4 1.1% 1 0.3% 0 0.0%

人間形成学科 220 3 1.4% 4 1.8%

0.0%

学部

R
2
年
度
入
学
者

４
年
生

R
3
年
度
入
学
者

３
年
生

Ｒ
4
年
度
入
学
者

２
年
生

Ｒ
5
年
度
入
学
者

１
年
生

小計

合計 1,031 13 1.3% 10 1.0% 0

25 

（研究科） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 0.0%

入学者数 休学者数
休学率
（％）

退学者数
退学率
（％）

0 0.0%看護学専攻 2 0 0.0% 0 0.0%

0 0.0%

子ども教育専攻 2 1 50.0% 0 0.0% 0

研究科

R
3
年
度
以
前
入
学
者

３
年
生

小計 9 2 22.2% 0

0.0%

0.0%

心理臨床専攻 0 0 0.0% 0 0.0%

心理臨床専攻 7 0 0.0% 0 0.0%

0 0.0%

社会福祉専攻 4 1 25.0% 0 0.0% 0 0.0%

0 0.0%

0.0%

社会福祉専攻 16 2 12.5% 0 0.0%

0 0.0%

20 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

看護学専攻 8 0 0.0% 0 0.0%

0

0.0%

0 0.0%

心理臨床専攻 8

R
4
年
度
入
学
者

２
年
生

子ども教育専攻 1 1

0.0%

看護学専攻 14 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

子ども教育専攻 4 2 50.0% 0 0.0%

0.0% 0 0.0%

0 0.0% 0 0.0%

社会福祉専攻 7 0 0.0% 0 0.0%

100.0% 0 0.0% 0 0.0%

除籍者数
除籍率
（％）

社会福祉専攻 5 1 20.0% 0 0.0%

0.0%

0 0.0% 0 0.0%

0 0.0%

心理臨床専攻 15 0 0.0% 0

0.0%

0.0%

0 0.0% 0

Ｒ
5
年
度
入
学
者

１
年
生

小計

合計 49 4 8.2% 0 0.0% 0

小計 20 2 10.0%

子ども教育専攻 1 0 0.0%

04 0 0.0% 0看護学専攻

0
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(2)留年数 
（学部）                     （研究科）  

 
 

 

※在籍者：その年度の在籍する全学生数

※留年者数：その年度の２年を超えて在籍してい

            る者（長期履修者を除く）

※在籍者：その年度の在籍する全学生数

※留年者数：その年度の４年を超えて在籍している者

380 8 Ｈ
２９
年
度

人間社会学研究科

学部 在籍者数 留年者数 研究科 在籍者数 留年者数

Ｈ
２９
年
度

公共社会学科 226 10 Ｈ
２８
年
度

人間社会学研究科 29 3

社会福祉学科 234 2 看護学研究科 24 3

人間形成学科 228 3 小計 53 6

看護学科 25 1

小計 1,068 23 看護学研究科 25 4

Ｈ
３０
年
度

公共社会学科 223 6 小計 50 5

社会福祉学科 228 5 Ｈ
３０
年
度

人間社会学研究科 28 0

人間形成学科 231 0 看護学研究科 23 4

看護学科 390 4 小計 51 4

小計 1,072 15 Ｈ
３１
年
度

人間社会学研究科 34 1

Ｈ
３１
年
度

公共社会学科 218 2 看護学研究科 20 0

社会福祉学科 227 4 小計 54 1

人間形成学科 230 2 Ｒ
２
年
度

人間社会学研究科 28 0

看護学科 395 9 看護学研究科 25 0

小計 1,070 17 小計 53 0

Ｒ
２
年
度

公共社会学科 217 2 Ｒ
３
年
度

人間社会学研究科 28 1

社会福祉学科 220 3 看護学研究科 25 0

人間形成学科 227 2 小計 53 1

看護学科 388 10 Ｒ
４
年
度

人間社会学研究科 28 1

小計 1,052 17 看護学研究科 19 0

Ｒ
３
年
度

公共社会学科 221 5 小計 47 1

社会福祉学科 212 2 Ｒ
５
年
度

人間社会学研究科 35 1

人間形成学科 224 4 看護学研究科 14 0

看護学科 382 小計 49 1

小計 1,039 14

Ｒ
４
年
度

公共社会学科 221 4

社会福祉学科 214 3

人間形成学科 219 1

看護学科 376 10

小計 1,030 18

Ｒ
５
年
度

公共社会学科 218 1

社会福祉学科 216 3

人間形成学科 221 4

看護学科 379 11

小計 1,034 19

3
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(2)留年数 
（学部）                     （研究科）  

 
 

 

※在籍者：その年度の在籍する全学生数

※留年者数：その年度の２年を超えて在籍してい

            る者（長期履修者を除く）

※在籍者：その年度の在籍する全学生数

※留年者数：その年度の４年を超えて在籍している者

380 8 Ｈ
２９
年
度

人間社会学研究科

学部 在籍者数 留年者数 研究科 在籍者数 留年者数

Ｈ
２９
年
度

公共社会学科 226 10 Ｈ
２８
年
度

人間社会学研究科 29 3

社会福祉学科 234 2 看護学研究科 24 3

人間形成学科 228 3 小計 53 6

看護学科 25 1

小計 1,068 23 看護学研究科 25 4

Ｈ
３０
年
度

公共社会学科 223 6 小計 50 5

社会福祉学科 228 5 Ｈ
３０
年
度

人間社会学研究科 28 0

人間形成学科 231 0 看護学研究科 23 4

看護学科 390 4 小計 51 4

小計 1,072 15 Ｈ
３１
年
度

人間社会学研究科 34 1

Ｈ
３１
年
度

公共社会学科 218 2 看護学研究科 20 0

社会福祉学科 227 4 小計 54 1

人間形成学科 230 2 Ｒ
２
年
度

人間社会学研究科 28 0

看護学科 395 9 看護学研究科 25 0

小計 1,070 17 小計 53 0

Ｒ
２
年
度

公共社会学科 217 2 Ｒ
３
年
度

人間社会学研究科 28 1

社会福祉学科 220 3 看護学研究科 25 0

人間形成学科 227 2 小計 53 1

看護学科 388 10 Ｒ
４
年
度

人間社会学研究科 28 1

小計 1,052 17 看護学研究科 19 0

Ｒ
３
年
度

公共社会学科 221 5 小計 47 1

社会福祉学科 212 2 Ｒ
５
年
度

人間社会学研究科 35 1

人間形成学科 224 4 看護学研究科 14 0

看護学科 382 小計 49 1

小計 1,039 14

Ｒ
４
年
度

公共社会学科 221 4

社会福祉学科 214 3

人間形成学科 219 1

看護学科 376 10

小計 1,030 18

Ｒ
５
年
度

公共社会学科 218 1

社会福祉学科 216 3

人間形成学科 221 4

看護学科 379 11

小計 1,034 19

3
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Ⅳ．教育 

1.学部 

(1)ディプロマ・ポリシーとカリキュラム・ポリシー 

ディプロマ・ポリシー（ＤＰ）とは、卒業認定・学位授与に関する基本的な方針のことを言い、本学を卒

業することでどのような能力が身についているかを保証するものです。 

また、カリキュラム・ポリシー（ＣＰ）とは教育課程編成・実施方針のことを言い、教育の目的、先述のＤ

Ｐを達成するために全学、各学部、各学科がそれぞれ教育課程の方針、カリキュラムを設定しています。 

 
 
第Ⅰ．福岡県立大学の学位授与方針（ディプロマ・ポリシー：ＤＰ） 

 

□ 現代において求められる幅広い基礎的教養を有している。

□ 専門分野に関する基礎的な知識を有している。

□ 現代において求められる汎用的技能を身につけている。

□ 専門分野に必要な技能や先行研究や各種の資料を適切に収集し、分析する

技能を身につけている。

□ 現代における諸問題について、幅広い分野の知識をもとに、必要な情報を

収集、分析し、表現することができる。

□ 専門分野に関する諸問題について、論理的に思考し、判断することができ

る。

□ 専門分野に関する諸問題について、自らの考えを適切に表現することがで

きる。

□ 異なる文化や価値観を理解し、これらを尊重しながら他者と共に生きてい

く姿勢を身につけている。

□ 専門分野に関する諸問題について、主体的に取り組む力を身につけている。

□ 専門分野に関する諸問題について多様性を尊重し、多様な人々と協働する

力を身につけている。

ＤＰ３

ＤＰ４
主体性・多様
性・協働性

領域 ポリシー

知識・技能

ＤＰ２

思考・判断・
表現

ＤＰ１

― 27 ―
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第Ⅱ．人間社会学部の学位授与方針（ディプロマ・ポリシー：ＤＰ） 

 
第Ⅲ．看護学部の学位授与方針（ディプロマ・ポリシー：ＤＰ） 

 
第Ⅳ．人間社会学部公共社会学科の学位授与方針（ディプロマ・ポリシー：ＤＰ） 

 
 

□ 現代において求められる幅広い基礎的教養を有している。

□ 人間と社会に関する基礎的な知識を有している。

□ 現代において求められる汎用的技能を身につけている。

□ 人間と社会に関する諸科学に必要な技能や先行研究や各種の資料を適切に

収集し、分析する技能を身につけている。

□ 現代における諸問題について、幅広い分野の知識をもとに、必要な情報を

収集、分析し、表現することができる。

□ 人間と社会に関する諸問題について、論理的に思考し、判断することがで

きる。

□ 人間と社会に関する諸問題について、自らの考えを適切に表現することが

できる。

□

く姿勢を身につけている。

□ 人間と社会に関する諸問題について、主体的に取り組む力を身につけてい

る。

□ 人間と社会に関する諸問題について多様性を尊重し、多様な人々と協働す

る力を身につけている。

思考・判断・
表現

ＤＰ３

主体性・多様
性・協働性

ＤＰ４

異なる文化や価値観を理解し、これらを尊重しながら他者と共に生きてい

領域 ポリシー

知識・技能

ＤＰ１

ＤＰ２

□ 現代において求められる幅広い基礎的教養を有している。

□ 人間を理解するための学術的な幅広い知識を有している。

□ 看護の専門知識および専門領域に隣接する諸科学の知識を有している。

□ 現代において求められる汎用的技能を身につけている。

□ 看護を提供するための基礎的な技能を有している。

□ 最適な看護を展開するための専門的な技能を有している。

□ 現代における諸問題について、幅広い分野の知識をもとに、必要な情報を収

集、分析し、表現することができる。

□ 看護に関する課題について、情報を収集、分析し、表現することができる。

□ 高い倫理観をもち、対象が抱えている健康問題の本質を多角的視点から論理

的に思考・判断できる。

□ 他者の意見を受け入れる柔軟な思考をもち、自らの意見を適切に表現するこ

とができる。

□ 異なる文化や価値観を理解し、これらを尊重しながら他者と共に生きていく

姿勢を身につけている。

□ 健康・医療に関する諸問題に主体的に取り組む力を身につけている。

□ 人々の健康の維持増進、生活の質向上のために、多職種と連携する基礎的な

力を身につけている。

主体性・多様
性・協働性

ＤＰ４

領域 ポリシー

知識・技能

ＤＰ１

ＤＰ２

思考・判断・
表現

ＤＰ３

□ 現代において求められる幅広い基礎的教養を有している。

□ 社会学を中心とする社会科学の専門知識をもとに、社会的事象の歴史的

背景や多元性、異なる文化や価値観を理解できる。

□ 現代において求められる汎用的技能を身につけている。

□ 先行研究や各種の資料を適切に収集する技能、社会的事象を適切に観察、

調査、分析する技能を身につけている。

□ 現代における諸問題について、幅広い分野の知識をもとに、必要な情報を

収集、分析し、表現することができる。

□ 人間・社会の諸問題について、根拠に基づいて公共性の観点から論理的に

整理することができる。

□ 人間・社会の諸問題について、自らの考えを適切に説明することができる。

□ 異なる文化や価値観を理解し、これらを尊重しながら他者と共に生きてい

く姿勢を身につけている。

□ 人間・社会の諸問題への深い関心のもと、問題解決に向け、主体的に学習

を続ける力を身につけている。

□ 人間・社会の諸問題について多様性を尊重し、多様な人々と協働すること

ができる。

領域

主体性・多様
性・協働性

ＤＰ４

知識・技能

ＤＰ１

ＤＰ２

思考・判断・
表現

ＤＰ３

ポリシー

― 28 ―



28 

第Ⅱ．人間社会学部の学位授与方針（ディプロマ・ポリシー：ＤＰ） 

 
第Ⅲ．看護学部の学位授与方針（ディプロマ・ポリシー：ＤＰ） 

 
第Ⅳ．人間社会学部公共社会学科の学位授与方針（ディプロマ・ポリシー：ＤＰ） 

 
 

□ 現代において求められる幅広い基礎的教養を有している。

□ 人間と社会に関する基礎的な知識を有している。

□ 現代において求められる汎用的技能を身につけている。

□ 人間と社会に関する諸科学に必要な技能や先行研究や各種の資料を適切に

収集し、分析する技能を身につけている。

□ 現代における諸問題について、幅広い分野の知識をもとに、必要な情報を

収集、分析し、表現することができる。

□ 人間と社会に関する諸問題について、論理的に思考し、判断することがで

きる。

□ 人間と社会に関する諸問題について、自らの考えを適切に表現することが

できる。

□

く姿勢を身につけている。

□ 人間と社会に関する諸問題について、主体的に取り組む力を身につけてい

る。

□ 人間と社会に関する諸問題について多様性を尊重し、多様な人々と協働す

る力を身につけている。

思考・判断・
表現

ＤＰ３

主体性・多様
性・協働性

ＤＰ４

異なる文化や価値観を理解し、これらを尊重しながら他者と共に生きてい

領域 ポリシー

知識・技能

ＤＰ１

ＤＰ２

□ 現代において求められる幅広い基礎的教養を有している。

□ 人間を理解するための学術的な幅広い知識を有している。

□ 看護の専門知識および専門領域に隣接する諸科学の知識を有している。

□ 現代において求められる汎用的技能を身につけている。

□ 看護を提供するための基礎的な技能を有している。

□ 最適な看護を展開するための専門的な技能を有している。

□ 現代における諸問題について、幅広い分野の知識をもとに、必要な情報を収

集、分析し、表現することができる。

□ 看護に関する課題について、情報を収集、分析し、表現することができる。

□ 高い倫理観をもち、対象が抱えている健康問題の本質を多角的視点から論理

的に思考・判断できる。

□ 他者の意見を受け入れる柔軟な思考をもち、自らの意見を適切に表現するこ

とができる。

□ 異なる文化や価値観を理解し、これらを尊重しながら他者と共に生きていく

姿勢を身につけている。

□ 健康・医療に関する諸問題に主体的に取り組む力を身につけている。

□ 人々の健康の維持増進、生活の質向上のために、多職種と連携する基礎的な

力を身につけている。

主体性・多様
性・協働性

ＤＰ４

領域 ポリシー

知識・技能

ＤＰ１

ＤＰ２

思考・判断・
表現

ＤＰ３

□ 現代において求められる幅広い基礎的教養を有している。

□ 社会学を中心とする社会科学の専門知識をもとに、社会的事象の歴史的

背景や多元性、異なる文化や価値観を理解できる。

□ 現代において求められる汎用的技能を身につけている。

□ 先行研究や各種の資料を適切に収集する技能、社会的事象を適切に観察、

調査、分析する技能を身につけている。

□ 現代における諸問題について、幅広い分野の知識をもとに、必要な情報を

収集、分析し、表現することができる。

□ 人間・社会の諸問題について、根拠に基づいて公共性の観点から論理的に

整理することができる。

□ 人間・社会の諸問題について、自らの考えを適切に説明することができる。

□ 異なる文化や価値観を理解し、これらを尊重しながら他者と共に生きてい

く姿勢を身につけている。

□ 人間・社会の諸問題への深い関心のもと、問題解決に向け、主体的に学習

を続ける力を身につけている。

□ 人間・社会の諸問題について多様性を尊重し、多様な人々と協働すること

ができる。

領域

主体性・多様
性・協働性

ＤＰ４

知識・技能

ＤＰ１

ＤＰ２

思考・判断・
表現

ＤＰ３

ポリシー
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第Ⅴ．人間社会学部社会福祉学科の学位授与方針（ディプロマ・ポリシー：ＤＰ） 

 
第Ⅵ．人間社会学部人間形成学科の学位授与方針（ディプロマ・ポリシー：ＤＰ） 

 
 

● 福岡県立大学 教育課程編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー：ＣＰ） 

福岡県立大学は、教育の目的及び学位授与方針を達成し、学生に必要な学力の３要素及び学士力を身につ

けさせるために、基盤教育科目、全学横断型科目、専門教育科目（看護学部にあっては専門基礎科目及び専

門科目）、その他必要とする科目を体系的に編成する。 

基盤教育科目は、専門教育の基礎の修得、並びに専門的職業人及び社会人として求められる教養を身につ

けることを目的とした「教養科目」及び「基礎科目」を配置する。全学横断型科目は、地域における保健・

医療・福祉の諸課題に、主体性をもって多様な人々と協働して課題を解決できる実践的能力の向上を目的と

して、両学部で学べる科目を配置する。専門教育科目（看護学部にあっては専門基礎科目及び専門科目）

は、各学部・学科で求められる専門性を体系的に修得できるように科目を配置する。 

 

 

● 基盤教育科目 教育課程編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー：ＣＰ） 

基盤教育科目は、専門教育の基礎の修得、および専門的職業人および社会人として求められる教養を身に

つけることを目的とした「教養科目」および「基礎科目」を設置する。 

□ 現代において求められる幅広い基礎的教養を有している。

□ 社会福祉、ソーシャルワークおよび隣接諸科学に関する専門知識を有して

いる。

□ 現代において求められる汎用的技能を身につけている。

□ 専門的な価値と知識に基づくソーシャルワークの技能を身につけている。

□ 社会福祉に関する問題について、先行研究や各種の資料を適切に収集し、

分析できる。

□ 現代における諸問題について、幅広い分野の知識をもとに、必要な情報

を収集、分析し、表現することができる。

□ 社会福祉に関する問題を根拠に基づいて論理的に考察し、自分なりの結

論を導き出すことができる。

□ 社会福祉に関する問題を探求し、その成果を適切に表現することができ

る。

□ 異なる文化や価値観を理解し、これらを尊重しながら他者と共に生きて

いく姿勢を身につけている。

□ 社会福祉に関する問題について主体的に検討し、課題解決に取り組む力

を身につけている。

□ 社会福祉に関わる人々の多様性を尊重し、実際に多様な人々と協働する

ことができる。

主体性・多様
性・協働性

ＤＰ４

領域 ポリシー

知識・技能

ＤＰ１

ＤＰ２

思考・判断・
表現

ＤＰ３

□ 現代において求められる幅広い基礎的教養を有している。

□ 保育・幼児教育または心理学及び心理的援助、隣接諸科学に関わる基礎

的知識を有している。

□ 現代において求められる汎用的技能を身につけている。

□ 保育・幼児教育または心理的援助に必要な基礎的技能を身につけている。

□ 教育および心身に関する諸問題を検討するための基本的な科学的手法を

身につけている。

□ 現代における諸問題について、幅広い分野の知識をもとに、必要な情報

を収集、分析し、表現することができる。

□ 教育または心身に関する諸問題について論理的に思考し、判断すること

ができる。

□ 教育または心身に関する諸問題について、自らの考えを適切に表現する

ことができる。

□ 異なる文化や価値観を理解し、これらを尊重しながら他者と共に生きて

いく姿勢を身につけている。

□ 教育または心身に関する諸問題に対して主体的に取り組むことができる。

□ 多様な人々の立場やものの見方について理解し、協働する力を身につけ

ている。

領域 ポリシー

主体性・多様
性・協働性

ＤＰ４

知識・技能

ＤＰ１

ＤＰ２

思考・判断・
表現

ＤＰ３
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1. 教養科目 

①学部における専門教育の基礎となる科目および②福祉社会の担い手となる専門的職業人として、ま

た現代を生きる社会人として求められる教養を身につけることを目的とした科目群であり、「人文科

学」、「社会科学」、「自然科学」および「複合領域」に関する科目を開設する。 

2. 基礎科目 

①新入学生が大学での学習に速やかに移行するための導入教育、②現代の情報社会に対応するための

情報リテラシー教育、③国際化社会に対応するための語学教育および④生涯を通じた健康の維持・増

進のための知識と技術を身につける健康教育に関する科目群で構成され、「必須外国語」、「選択外国語」、

「情報処理」、「健康科学」、「基礎ゼミ」および「発展ゼミ」を開設する。 

 

● 全学横断型科目 教育課程編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー：ＣＰ） 

地域における保健・医療・福祉の諸課題に、主体性をもって多様な人々と協働して課題を解決できる実践

的能力の向上を目的として、両学部で学べる全学横断型科目を配置する。 

 

● 人間社会学部 教育課程編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー：ＣＰ） 

人間社会学部は、学部の教育の目的及び学位授与の方針を達成し、学生に必要な学力の３要素及び学士力

を身につけさせるために、基盤教育科目、全学横断型科目、専門教育科目及びその他必要とする科目を体系

的に編成する。 

基盤教育科目は、専門教育の基礎の修得、並びに専門的職業人および社会人として求められる教養を身に

つけることを目的とした「教養科目」及び「基礎科目」を配置する。全学横断型科目は、地域における保

健・医療・福祉の諸課題に、主体性をもって多様な人々と協働して課題を解決できる実践的能力の向上を目

的として、他学部とともに学べる科目を配置する。専門教育科目は、学部・学科で求められる専門性を体系

的に修得できるように科目を配置する。 

 

● 総合人間社会コース 教育課程編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー：ＣＰ） 

総合人間社会コースは、問題解決のための汎用的な知識やスキルを修得し、高度福祉社会においてその知

識やスキルを活かすことのできる人材を育成することができるよう、科目を編成している。コース内の履修

プログラムとして、「データサイエンス・プログラム」と「キャリアマネジメント・プログラム」の２つの

プログラムを設置している。 

1. データサイエンス・プログラム 

保健福祉分野の専門家として、調査・研究を行う際に、必要不可欠となる統計的手法や高度な情報技術

を習得し、保健福祉の各専門分野で課題解決ができる人材となれるよう、科目を配置している。 

2. キャリアマネジメント・プログラム 

社会の変化や個人の人生設計を「キャリア」の観点から理解することで、大きな社会変化への対応に必

要となる汎用的な知識やスキルを修得し、学生が自らのキャリアを主体的に考えることで、創造的な

マネジメント能力をもって高度福祉社会の実現に貢献できる専門的職業人となれるよう、科目を配置

している。 

 

● 公共社会学科 教育課程編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー：ＣＰ） 

公共社会学科のカリキュラムは、地域社会や国際共生に関わる諸現象について深く理解し、社会のニーズ

を的確に把握する調査力・分析力、課題解決への企画力・調整力を有する人材を養成することができるよう

に編成している。 

 

1.現代において求められる幅広い基礎的教養や汎用的技能、基礎的教養をもとに思考・判断し表現する

力、異なる文化や価値観を理解した上で共に生きていく姿勢を身につけるために、≪基盤教育科目≫と

≪全学横断型科目≫を配置する。 

2.社会学の基礎的・専門的な知識、公共性に関する知識を身につけるために、また公共社会学科における

学びの集大成として、専門知識、論理的思考・判断力、表現力、社会貢献力、専門分野のスキルを身に

つけるために、≪基幹科目≫を配置する。 
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1. 教養科目 

①学部における専門教育の基礎となる科目および②福祉社会の担い手となる専門的職業人として、ま

た現代を生きる社会人として求められる教養を身につけることを目的とした科目群であり、「人文科

学」、「社会科学」、「自然科学」および「複合領域」に関する科目を開設する。 

2. 基礎科目 

①新入学生が大学での学習に速やかに移行するための導入教育、②現代の情報社会に対応するための

情報リテラシー教育、③国際化社会に対応するための語学教育および④生涯を通じた健康の維持・増

進のための知識と技術を身につける健康教育に関する科目群で構成され、「必須外国語」、「選択外国語」、

「情報処理」、「健康科学」、「基礎ゼミ」および「発展ゼミ」を開設する。 

 

● 全学横断型科目 教育課程編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー：ＣＰ） 

地域における保健・医療・福祉の諸課題に、主体性をもって多様な人々と協働して課題を解決できる実践

的能力の向上を目的として、両学部で学べる全学横断型科目を配置する。 

 

● 人間社会学部 教育課程編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー：ＣＰ） 

人間社会学部は、学部の教育の目的及び学位授与の方針を達成し、学生に必要な学力の３要素及び学士力

を身につけさせるために、基盤教育科目、全学横断型科目、専門教育科目及びその他必要とする科目を体系

的に編成する。 

基盤教育科目は、専門教育の基礎の修得、並びに専門的職業人および社会人として求められる教養を身に

つけることを目的とした「教養科目」及び「基礎科目」を配置する。全学横断型科目は、地域における保

健・医療・福祉の諸課題に、主体性をもって多様な人々と協働して課題を解決できる実践的能力の向上を目

的として、他学部とともに学べる科目を配置する。専門教育科目は、学部・学科で求められる専門性を体系

的に修得できるように科目を配置する。 

 

● 総合人間社会コース 教育課程編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー：ＣＰ） 

総合人間社会コースは、問題解決のための汎用的な知識やスキルを修得し、高度福祉社会においてその知

識やスキルを活かすことのできる人材を育成することができるよう、科目を編成している。コース内の履修

プログラムとして、「データサイエンス・プログラム」と「キャリアマネジメント・プログラム」の２つの

プログラムを設置している。 

1. データサイエンス・プログラム 

保健福祉分野の専門家として、調査・研究を行う際に、必要不可欠となる統計的手法や高度な情報技術

を習得し、保健福祉の各専門分野で課題解決ができる人材となれるよう、科目を配置している。 

2. キャリアマネジメント・プログラム 

社会の変化や個人の人生設計を「キャリア」の観点から理解することで、大きな社会変化への対応に必

要となる汎用的な知識やスキルを修得し、学生が自らのキャリアを主体的に考えることで、創造的な

マネジメント能力をもって高度福祉社会の実現に貢献できる専門的職業人となれるよう、科目を配置

している。 

 

● 公共社会学科 教育課程編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー：ＣＰ） 

公共社会学科のカリキュラムは、地域社会や国際共生に関わる諸現象について深く理解し、社会のニーズ

を的確に把握する調査力・分析力、課題解決への企画力・調整力を有する人材を養成することができるよう

に編成している。 

 

1.現代において求められる幅広い基礎的教養や汎用的技能、基礎的教養をもとに思考・判断し表現する

力、異なる文化や価値観を理解した上で共に生きていく姿勢を身につけるために、≪基盤教育科目≫と

≪全学横断型科目≫を配置する。 

2.社会学の基礎的・専門的な知識、公共性に関する知識を身につけるために、また公共社会学科における

学びの集大成として、専門知識、論理的思考・判断力、表現力、社会貢献力、専門分野のスキルを身に

つけるために、≪基幹科目≫を配置する。 
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3.激しい社会変動を常とする現代社会の課題を解明するための専門的な知識、社会保障や労働、国内外の

経済に関する知識を身につけるために、≪現代社会課題≫領域の科目を配置する。 

4.地域社会の現状分析と自立・協働・持続可能な地域社会運営に関する専門的な知識や分析力、表現力、

挑戦力を身につけるために、≪地域社会ネットワーク≫領域の科目を配置する。 

5.アジアを始めとする世界の社会や文化を学び、国際協力や多文化共生に関する課題解決のための専門的

な知識や判断力、表現力、協働する力を身につけるために、≪アジア国際共生≫領域の科目を配置す

る。 

6.社会調査や情報処理の知識・技能、思考力・判断力・表現力を身につけるために, ≪社会調査・情報処

理≫領域の科目を配置する。 

7.公共性の視点に関連する哲学、歴史、法律、教育の知識を学習し、福祉社会において様々な現場で役立

つ専門的な知識やスキルを身につけるために、≪関連科目≫を配置する。 

 

公共社会学の専門的な知識・スキルの効果的な習得を目指すため、学生参加型の少人数グループワークや

社会調査を活用した授業を展開する。また、具体的な課題解決力を身につけるために地域社会・国際共生現

場における実習やその前後での個別あるいは小グループでの指導をきめ細かく行うとともに、主体的かつ実

践的な経験を積み重ねることを推進・支援する。 

 

● 社会福祉学科 教育課程編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー：ＣＰ） 

社会福祉学科のカリキュラムは、複雑・多様化している生活問題（福祉問題）を解決するための専門的な

価値観、科学的知識及び実践力を有する社会福祉の人材を養成することができるように編成している。 

 

1.現代において求められる幅広い基礎的教養や汎用的技能、基礎的教養をもとに思考・判断し表現する

力、異なる文化や価値観を理解した上で共に生きていく姿勢を身につけるために、≪基盤教育科目≫と

≪全学横断型科目≫を配置する。 

2.社会福祉学の基盤となる概念、歴史・思想、法制度、ソーシャルワークの理論と方法等の専門的な知識

と技能を学習するとともに、先行研究や各種資料の適切な収集と分析に基づく社会福祉に関する問題の

論理的な考察とその成果の表現、さらには課題解決に取り組む主体性や、人々の多様性を理解し協働す

る姿勢を身につけるために、≪基幹科目≫を配置する。 

3.社会福祉とソーシャルワークの専門的な価値や知識、技能に加え、社会福祉に関する問題の論理的な考

察とその成果の表現、課題解決に取り組む主体性、人々の多様性を理解し協働する姿勢を身につけると

ともに、隣接諸科学に関する知識を学ぶために、≪社会福祉専門科目≫を配置する。 

4.社会福祉、ソーシャルワーク及び隣接諸科学を基盤として、精神保健福祉援助および学校ソーシャルワ

ークに関する専門的な価値や知識、技能に加え、社会福祉に関する問題の論理的な考察とその成果の表

現、課題解決に取り組む主体性、人々の多様性を理解し協働する姿勢を身につけるために、≪精神保健

福祉専門科目≫と≪学校ソーシャルワーク専門科目≫を配置する。 

5.社会学や心理学等、社会福祉学を学ぶ上で重要となる隣接諸科学の専門的な知識と技能を身につけるた

めに、≪関連科目≫を配置する。 

 

社会福祉とソーシャルワークの専門的な価値・知識・技能の効果的な習得を目指すため、学生参加型の少

人数グループワークや視聴覚教材・メディアを活用した授業を展開する。また、より高度な実践力を身につ

けるために社会福祉現場における実習やその前後での個別あるいは小グループでの指導をきめ細かく行うと

ともに、ボランティア活動等の主体的な実践経験の積み重ねを推進・支援する。 

  

● 人間形成学科 教育課程編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー：ＣＰ） 

人間形成学科のカリキュラムは、人間の心身の形成過程と教育およびその諸問題に関する総合的な研究・

教育を行い、保育・幼児教育または生涯にわたる心理臨床などに携わる専門的な人材を育成することができ

るように編成している。 

 

1.現代において求められる幅広い基礎的教養や汎用的技能、基礎的教養をもとに思考・判断し表現する

力、異なる文化や価値観を理解した上で共に生きていく姿勢を身につけるために、≪基盤教育科目≫と

≪全学横断型科目≫を配置する。 
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2.人間形成学科の各コースに共通する教育学、心理学および保健学に関わる基礎的・基本的な知識と技能

を身につけるために、≪専門教育科目（基幹科目）≫を配置する。 

3.保育・幼児教育に関する専門的な知識及び技能、教育に関する諸問題を論理的に考察する力とその成果

を表現する力を身につけるために≪専門教育科目（展開科目こどもコース）≫を配置する。 

4.人間のこころの理解および心理的援助に関わる専門的な知識及び技能、心身に関する諸問題を論理的に

考察する力とその成果を表現する力を身につけるために≪専門教育科目（展開科目心理コース）≫を配

置する。 

5.人間形成学科各コースに共通して学ぶことが望ましいと思われる、社会教育および隣接諸科学の専門的

な知識を身につけるために、≪関連科目≫を配置する。 

6.人間形成学科における学びの集大成として、専門知識・技能、論理的思考・判断・表現力、主体性・多

様性・協働性を身につけるために、自分が探求したいテーマに基づいて専門性を深め、その成果として

論文を作成する≪演習、卒業論文≫を配置する。 

 

教育学、心理学および保健学及び隣接諸科学に関する専門的な知識とスキルの効果的な習得を目指すた

め、少人数でのグループワークなど学生参加型の授業を展開している。また、課題解決に取り組む主体性や

人々の多様性を理解し協働する姿勢を身につけるために、現場における実習やその前後での個別あるいは小

グループでの指導をきめ細かく行うとともに、実践的な経験を積み重ねることを推進・支援する。 

 

● 看護学部看護学科 教育課程編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー：ＣＰ） 

看護学部のカリキュラムは、幅広い教養と豊かな人間性を備え、看護の専門職としての確かな判断力と実

践能力を身につけ、多職種と連携し、健康上の課題に主体的・創造的に対応できる人材を育成することを目

的として編成している。 

 

1.現代において求められる幅広い基礎的教養や汎用的技能、基礎的教養をもとに思考・判断し表現する力、

異なる文化や価値観を理解した上で共に生きていく姿勢を身につけるために、≪基盤教育科目≫と≪全

学横断型科目≫を配置する。 

2.人間を看護学の観点から理解し、基礎的・専門的な知識を身につけ、看護の専門職としての論理的思考・

判断力を育むために≪専門基礎科目≫≪専門科目≫を配置する。 

3.看護の対象者の課題解決のために、看護専門職者としての視点をもち、良好な対人関係を構築できる力

を養うとともに、チーム医療における看護の役割と、多職種と連携・協働する姿勢を学び、隣接諸科学

に関する知識として≪専門基礎科目≫≪専門科目≫を配置する。 

4.人権尊重の重要性について学習するとともに、臨床判断能力や看護の基盤となる基礎的技術、看護の展

開方法等を学習し、最適な看護技術を適用する方法の基礎を身につけるために≪専門科目≫を配置する。 

5.看護の質の向上のために、看護に関する課題について主体的に取り組み、先行研究や各種の資料をもと

に検索・情報収集・分析するための専門的な知識と技能を学習するとともに、その成果を他者に表現す

る力を身につけるために≪専門科目≫を配置する。 

 

 1 年次早期より専門科目を配置し、講義・演習・実習を連動させ、看護学の専門的な知識と技術の効果的

な習得につながる有機的なカリキュラム構成としている。 

看護の課題解決に取り組む主体性、高い倫理観と看護実践力、多職種と協働する姿勢を身につけるために、

アクティブ・ラーニング、少人数によるグループ学習、シミュレーション教育等の学生参加型の授業や実践

的な経験の積み重ねを推進する授業展開を行い、きめ細かな支援を行う。 
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2.人間形成学科の各コースに共通する教育学、心理学および保健学に関わる基礎的・基本的な知識と技能

を身につけるために、≪専門教育科目（基幹科目）≫を配置する。 

3.保育・幼児教育に関する専門的な知識及び技能、教育に関する諸問題を論理的に考察する力とその成果

を表現する力を身につけるために≪専門教育科目（展開科目こどもコース）≫を配置する。 

4.人間のこころの理解および心理的援助に関わる専門的な知識及び技能、心身に関する諸問題を論理的に

考察する力とその成果を表現する力を身につけるために≪専門教育科目（展開科目心理コース）≫を配

置する。 

5.人間形成学科各コースに共通して学ぶことが望ましいと思われる、社会教育および隣接諸科学の専門的

な知識を身につけるために、≪関連科目≫を配置する。 

6.人間形成学科における学びの集大成として、専門知識・技能、論理的思考・判断・表現力、主体性・多

様性・協働性を身につけるために、自分が探求したいテーマに基づいて専門性を深め、その成果として

論文を作成する≪演習、卒業論文≫を配置する。 

 

教育学、心理学および保健学及び隣接諸科学に関する専門的な知識とスキルの効果的な習得を目指すた

め、少人数でのグループワークなど学生参加型の授業を展開している。また、課題解決に取り組む主体性や

人々の多様性を理解し協働する姿勢を身につけるために、現場における実習やその前後での個別あるいは小

グループでの指導をきめ細かく行うとともに、実践的な経験を積み重ねることを推進・支援する。 

 

● 看護学部看護学科 教育課程編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー：ＣＰ） 

看護学部のカリキュラムは、幅広い教養と豊かな人間性を備え、看護の専門職としての確かな判断力と実

践能力を身につけ、多職種と連携し、健康上の課題に主体的・創造的に対応できる人材を育成することを目

的として編成している。 

 

1.現代において求められる幅広い基礎的教養や汎用的技能、基礎的教養をもとに思考・判断し表現する力、

異なる文化や価値観を理解した上で共に生きていく姿勢を身につけるために、≪基盤教育科目≫と≪全

学横断型科目≫を配置する。 

2.人間を看護学の観点から理解し、基礎的・専門的な知識を身につけ、看護の専門職としての論理的思考・

判断力を育むために≪専門基礎科目≫≪専門科目≫を配置する。 

3.看護の対象者の課題解決のために、看護専門職者としての視点をもち、良好な対人関係を構築できる力

を養うとともに、チーム医療における看護の役割と、多職種と連携・協働する姿勢を学び、隣接諸科学

に関する知識として≪専門基礎科目≫≪専門科目≫を配置する。 

4.人権尊重の重要性について学習するとともに、臨床判断能力や看護の基盤となる基礎的技術、看護の展

開方法等を学習し、最適な看護技術を適用する方法の基礎を身につけるために≪専門科目≫を配置する。 

5.看護の質の向上のために、看護に関する課題について主体的に取り組み、先行研究や各種の資料をもと

に検索・情報収集・分析するための専門的な知識と技能を学習するとともに、その成果を他者に表現す

る力を身につけるために≪専門科目≫を配置する。 

 

 1 年次早期より専門科目を配置し、講義・演習・実習を連動させ、看護学の専門的な知識と技術の効果的

な習得につながる有機的なカリキュラム構成としている。 

看護の課題解決に取り組む主体性、高い倫理観と看護実践力、多職種と協働する姿勢を身につけるために、

アクティブ・ラーニング、少人数によるグループ学習、シミュレーション教育等の学生参加型の授業や実践

的な経験の積み重ねを推進する授業展開を行い、きめ細かな支援を行う。 
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(2)開設科目及び単位数 
授業科目「基盤教育科目（教養科目）」 

 
 
 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

  

哲学 2 講義

論理学 2 講義

宗教学 2 講義

心理学概論 2 講義

日本近現代史 2 講義

アート論 2 講義

文学 2 講義

哲学的人間学 2 講義

社会学Ａ 2 講義

社会学Ｂ 2 講義

法学 2 講義

* 憲法 2 講義

政治学 2 講義

経済学 2 講義

国際関係論 2 講義

社会思想史 2 講義

科学史 2 講義

生物学 2 講義

化学 2 講義

物理学 2 講義

統計学 2 講義

情報科学 2 講義

環境科学 2 講義

数学概論 2 講義

* 人権論 2 講義

* ジェンダー論 2 講義

現代社会と嗜癖 2 講義

性教育学 2 講義

グローバル社会論 2 講義

入門・数字で見る日本社会 2 講義

ライフキャリア論 2 講義

１年次 ２年次 ３年次 ４年次 人間社会学部 看護学部
授業科目の区分と科目名

単位
授業
方法

開設時期（標準履修年次） 卒業要件

必修 選択

教
　
　
養
　
　
科
　
　
目

人
文
科
学

2

2

2
社
会
科
学

2
2

選択
６単位
以上

2
2

2
2

2
2

2

2
2

2
2

2
2

2
2

複
合
領
域

2

自
然
科
学

2
2

2
2

注１：全学科の学生は、「基盤教育科目」の「教養科目」の中で、人権教育に関する科目として「憲法」

　　「人権論」「ジェンダー論」の３科目のうちから必ず１科目２単位以上を修得しなければならない。

　２：「社会学Ａ」「社会学Ｂ」は、公共社会学科の必修指定科目である。

　３：教員免許状（高校教諭一種（公民、情報）、中学校教諭一種（社会）、養護教諭一種、養護教諭二

　　　種、幼稚園教諭一種）取得希望者は、「憲法」を必ず履修しなければならない。

2
2

2
2

選択
２単位
以上

2
2

人文科学、社
会科学、自然
科学、複合領
域から各４単
位以上を修得
し、かつ合計
２８単位以上
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授業科目「基盤教育科目（教養科目）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ・ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ初級（1）

ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ・ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ中級（1）

ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ・ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ上級（1）

ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ・ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ初級（2）

ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ・ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ中級（2）

ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ・ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ上級（2）

ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞ・ﾘｽﾆﾝｸﾞ初級（1）

ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞ・ﾘｽﾆﾝｸﾞ中級（1）

ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞ・ﾘｽﾆﾝｸﾞ上級（1）

ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞ・ﾘｽﾆﾝｸﾞ初級（2）

ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞ・ﾘｽﾆﾝｸﾞ中級（2）

ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞ・ﾘｽﾆﾝｸﾞ上級（2）

総合英語初級（1）

総合英語中級（1）

総合英語上級（1）

総合英語初級（2）

総合英語中級（2）

総合英語上級（2）

英語講読Ⅰ 1 演習

英語講読Ⅱ 1 演習

コリア語Ⅰ-(1) 1 演習

コリア語Ⅰ-(2) 1 演習

コリア語Ⅱ-(1) 1 演習

コリア語Ⅱ-(2) 1 演習

コリア語Ⅲ-(1) 1 演習

コリア語Ⅲ-(2) 1 演習

中国語Ⅰ-(1) 1 演習

中国語Ⅰ-(2) 1 演習

中国語Ⅱ-(1) 1 演習

中国語Ⅱ-(2) 1 演習

中国語Ⅲ-(1) 1 演習

中国語Ⅲ-(2) 1 演習

仏語Ⅰ-(1) 1 演習

仏語Ⅰ-(2) 1 演習

仏語Ⅱ-(1) 1 演習

仏語Ⅱ-(2) 1 演習

独語Ⅰ-(1) 1 演習

独語Ⅰ-(2) 1 演習

独語Ⅱ-(1) 1 演習

独語Ⅱ-(2) 1 演習

海外語学実習事前指導 1 演習

海外語学実習 1 演習

情報処理の基礎と演習 2 演習 必修２単位

情報処理応用演習 1 演習 自由選択単位

情報処理演習Ⅰ 1 演習

情報処理演習Ⅱ 1 演習

保健理論 2 講義

健康スポーツ論 2 講義

健康科学実習Ⅰ 1 ☆実習

健康科学実習Ⅱ 1 ☆実習

教養演習 1 演習 必修１単位 必修１単位

 Introduction to
 studying in English

1 演習

各学科とも自
由選択の12単
位に含めるこ
とができる

自由選択の8単
位に含めること
ができる

社会人基礎力演習 1 演習

 Advanced English
 Achievement

1 演習

必修６単位

※履修クラス（初級・中級・
上級）は別途指示する。

1 演習 1

1 演習 1

1 演習

1 演習 1

1 演習 1

1

1

1

1
1

1

1

注１：選択外国語のうち、※１は人間社会学部、※２は看護学部の標準履修年次である。また、英語講読Ⅱ

　　は人間社会学部学生が履修する科目である。

　２：英語を除く外国語のうち、コリア語Ⅲ－(1)、Ⅲ－(2)、中国語Ⅲ－(1)、Ⅲ－(2)は、人間社会学部

　　学生が履修する授業である。

　３：海外語学実習、海外語学実習指導は選択外国語の単位数には含まれないが、自由選択の単位となる。

　４：情報処理の基礎と演習、情報処理応用演習、保健理論、健康スポーツ論、健康科学実習Ⅰ、健康科学

必修
２単位

2

必修１単位
1

選
択
外
国
語

選択必修
２単位

1

　　実習Ⅱは人間社会学部学生が履修し、情報処理演習Ⅰ、情報処理演習Ⅱは看護学部学生が履修する授業

1 演習 1

各学科とも自
由選択の12単
位に含めるこ
とができる

1
1

1

1
1

　　である。

　５：授業方法欄の「☆実習」は、毎週１回（90分）で半期、原則として15回の授業となる。

健
康
科
学

2
1

発展
ゼミ

1

1

基礎
ゼミ

1

自由選択の8単
位に含めること
ができる

1
1

情報
処理

2

1

1

1

1

1
1

必
須
外
国
語

1
海外語学実
習、海外語学
実習事前指導
を除いた科目
の中から選択
して６単位以
上

※入学後２年
間は選択外国
語を変更する
ことはできな
い。なお履修
パターンは別
途指示する。

1

1
1

1

1

英語講読Ⅱ、コリ
ア語Ⅲ-(1)、コリ
ア語Ⅲ-(2)、中国
語Ⅲ-(1)、中国語
Ⅲ-(2)、海外語学
実習、海外語学実
習事前指導を除
いた科目の中か
ら選択して２単
位以上

授業科目の区分と科目名
単位

授業
方法

開設時期（標準履修年次） 卒業要件

必修 選択 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 人間社会学部 看護学部

※11 ※21

1

基
　
　
礎
　
　
科
　
　
目
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授業科目「基盤教育科目（教養科目）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ・ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ初級（1）

ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ・ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ中級（1）

ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ・ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ上級（1）

ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ・ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ初級（2）

ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ・ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ中級（2）

ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ・ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ上級（2）

ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞ・ﾘｽﾆﾝｸﾞ初級（1）

ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞ・ﾘｽﾆﾝｸﾞ中級（1）

ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞ・ﾘｽﾆﾝｸﾞ上級（1）

ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞ・ﾘｽﾆﾝｸﾞ初級（2）

ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞ・ﾘｽﾆﾝｸﾞ中級（2）

ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞ・ﾘｽﾆﾝｸﾞ上級（2）

総合英語初級（1）

総合英語中級（1）

総合英語上級（1）

総合英語初級（2）

総合英語中級（2）

総合英語上級（2）

英語講読Ⅰ 1 演習

英語講読Ⅱ 1 演習

コリア語Ⅰ-(1) 1 演習

コリア語Ⅰ-(2) 1 演習

コリア語Ⅱ-(1) 1 演習

コリア語Ⅱ-(2) 1 演習

コリア語Ⅲ-(1) 1 演習

コリア語Ⅲ-(2) 1 演習

中国語Ⅰ-(1) 1 演習

中国語Ⅰ-(2) 1 演習

中国語Ⅱ-(1) 1 演習

中国語Ⅱ-(2) 1 演習

中国語Ⅲ-(1) 1 演習

中国語Ⅲ-(2) 1 演習

仏語Ⅰ-(1) 1 演習

仏語Ⅰ-(2) 1 演習

仏語Ⅱ-(1) 1 演習

仏語Ⅱ-(2) 1 演習

独語Ⅰ-(1) 1 演習

独語Ⅰ-(2) 1 演習

独語Ⅱ-(1) 1 演習

独語Ⅱ-(2) 1 演習

海外語学実習事前指導 1 演習

海外語学実習 1 演習

情報処理の基礎と演習 2 演習 必修２単位

情報処理応用演習 1 演習 自由選択単位

情報処理演習Ⅰ 1 演習

情報処理演習Ⅱ 1 演習

保健理論 2 講義

健康スポーツ論 2 講義

健康科学実習Ⅰ 1 ☆実習

健康科学実習Ⅱ 1 ☆実習

教養演習 1 演習 必修１単位 必修１単位

 Introduction to
 studying in English

1 演習

各学科とも自
由選択の12単
位に含めるこ
とができる

自由選択の8単
位に含めること
ができる

社会人基礎力演習 1 演習

 Advanced English
 Achievement

1 演習

必修６単位

※履修クラス（初級・中級・
上級）は別途指示する。

1 演習 1

1 演習 1

1 演習

1 演習 1

1 演習 1

1

1

1

1
1

1

1

注１：選択外国語のうち、※１は人間社会学部、※２は看護学部の標準履修年次である。また、英語講読Ⅱ

　　は人間社会学部学生が履修する科目である。

　２：英語を除く外国語のうち、コリア語Ⅲ－(1)、Ⅲ－(2)、中国語Ⅲ－(1)、Ⅲ－(2)は、人間社会学部

　　学生が履修する授業である。

　３：海外語学実習、海外語学実習指導は選択外国語の単位数には含まれないが、自由選択の単位となる。

　４：情報処理の基礎と演習、情報処理応用演習、保健理論、健康スポーツ論、健康科学実習Ⅰ、健康科学

必修
２単位

2

必修１単位
1

選
択
外
国
語

選択必修
２単位

1

　　実習Ⅱは人間社会学部学生が履修し、情報処理演習Ⅰ、情報処理演習Ⅱは看護学部学生が履修する授業

1 演習 1

各学科とも自
由選択の12単
位に含めるこ
とができる

1
1

1

1
1

　　である。

　５：授業方法欄の「☆実習」は、毎週１回（90分）で半期、原則として15回の授業となる。

健
康
科
学

2
1

発展
ゼミ

1

1

基礎
ゼミ

1

自由選択の8単
位に含めること
ができる

1
1

情報
処理

2

1

1

1

1

1
1

必
須
外
国
語

1
海外語学実
習、海外語学
実習事前指導
を除いた科目
の中から選択
して６単位以
上

※入学後２年
間は選択外国
語を変更する
ことはできな
い。なお履修
パターンは別
途指示する。

1

1
1

1

1

英語講読Ⅱ、コリ
ア語Ⅲ-(1)、コリ
ア語Ⅲ-(2)、中国
語Ⅲ-(1)、中国語
Ⅲ-(2)、海外語学
実習、海外語学実
習事前指導を除
いた科目の中か
ら選択して２単
位以上

授業科目の区分と科目名
単位

授業
方法

開設時期（標準履修年次） 卒業要件

必修 選択 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 人間社会学部 看護学部

※11 ※21

1

基
　
　
礎
　
　
科
　
　
目
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公共社会学科「専門教育科目」 

 
 

授業

必修 選択 方法 １年次２年次３年次４年次

　社会学概論 2 講義 2

　社会学史Ⅰ 2 講義 2

　社会学史Ⅱ 2 講義 2

　公共性の社会学 2 講義 2

　社会心理学 2 講義 2

　人格心理学 2 講義 2

　社会学の分析法Ａ 2 講義 2

　社会学の分析法Ｂ 2 講義 2

　集合行動論 2 講義 2

　ＣＳＲ（企業の社会的責任）論 2 講義 2

　ＮＰＯ論 2 講義 2 *2

　公共社会学研究Ⅰ 1 演習 1

　公共社会学研究Ⅱ 1 演習 1

　卒業論文 6 演習 6

　現代社会論Ａ（ジェンダー・世代） 2 講義 2

　現代社会論Ｂ（情報社会論） 2 講義 2 *5

　現代社会論Ｃ（情報社会と法） 2 講義 2 *5

　家族社会学Ａ 2 講義 2 *1

　家族社会学Ｂ 2 講義 2

　福祉社会学 2 講義 2 *2

　社会病理学 2 講義 2 *1

　社会変動と社会問題 2 講義 2 *2

　社会政策論 2 講義 2

　仕事の経済学 2 講義 2

　暮らしの経済学 2 講義 2 *1

　公共経済学 2 講義 2

　地域社会学 2 講義 2 *1

　コミュニティ論 2 講義 2

　都市社会学 2 講義 2

　環境と災害の社会学 2 講義 2

　地域社会分析法Ａ 2 講義 2 *2

　地域社会分析法Ｂ 2 講義 2

　地域社会分析法Ｃ 2 講義 2 *2

　公共社会学特講Ａ 2 講義 2

　公共社会学特講Ｂ 2 講義 2

　地理学 2 講義 2

　地理学概論 2 講義 2 *1

　地方自治論 2 講義 2 *1

　地域計画論 2 講義 2

　国際社会学Ａ 2 講義 2 *1

　国際社会学Ｂ 2 講義 2

　国際政治学 2 講義 2 *1

　多文化社会論 2 講義 2 *1

　世界地理 2 講義 2

　東アジア関係史 2 講義 2

　韓国の社会と文化 2 講義 2

　中国の社会と文化 2 講義 2

　イスラム社会論 2 講義 2

　文化人類学Ａ 2 講義 2

　文化人類学Ｂ 2 講義 2

　国際教育文化交流論 2 講義 2

　国際協力論 2 講義 2

　アジア経済論 2 講義 2 *2

開設時期（標準履修年次）
備　考

基
 
幹
 
科
 
目

現
代
社
会
課
題

地
域
社
会
ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク

ア
ジ
ア
国
際
共
生

単位
授業科目の区分と科目名
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授業

必修 選択 方法 １年次２年次３年次４年次

　社会調査法 2 講義 2 *5

　社会調査の設計 2 講義 2 *5

　データ分析の基礎 2 講義 2 *5

　社会統計学Ⅰ 2 講義 2 *5

　社会統計学Ⅱ 2 講義 2 *5

　質的調査法 2 講義 2

　データ処理とデータ解析Ⅰ 1 演習 1 *2 *3 *5

　データ処理とデータ解析Ⅱ 1 演習 1 *2 *3 *5

　社会調査実習Ⅰ 2 実習 2 半期2時限連続開講

　社会調査実習Ⅱ 2 実習 2 半期2時限連続開講

　情報数学 2 講義 2 *3 *5

　プログラミング概論 2 講義 2 *3 *5

　情報ネットワーク演習 1 演習 1 *4 *5

　マルチメディア論 2 講義 2 *4 *5

　地理情報システム論 2 講義 2 *4 *5

　哲学要論 2 講義 2

　倫理学 2 講義 2

　日本史概論 2 講義 2

　西洋史概論 2 講義 2

　法律学概論Ⅰ 2 講義 2

　法律学概論Ⅱ 2 講義 2

　教育社会学 2 講義 2

　社会福祉学概論Ⅰ 2 講義 2

　地域福祉論Ⅰ 2 講義 2

　地域福祉論Ⅱ 2 講義 2

　教育学概論Ｂ 2 講義 2

　生涯教育論 2 講義 2

　社会教育論 2 講義 2

　対人心理学 2 講義 2

　Webデザイン演習 1 演習 1 *4 *5

　情報ネットワーク論 2 講義 2 *4 *5

　データベース論 2 講義 2 *4 *5

　プログラミング演習 1 演習 1 *4 *5

　情報検索システム論 2 講義 2 *4 *5

　問題解決演習 1 演習 1 *4

　人的資源管理論 2 講義 2 *4

　キャリア論 2 講義 2 *4

　組織マネジメント 2 講義 2 *4

　ビジネス倫理 2 講義 2 *4

　個人情報法制 2 講義 2 *4 *5

注１：「*1」の選択必修科目の内、「現代社会課題」「地域社会ネットワーク」「アジア国際共生」の

　　　全ての領域の科目を選択した上で、8単位以上を履修すること。

　２：「*2」の選択必修科目の内、4単位以上を履修すること。

　３：「*3」は地域社会コース・総合人間社会コースの専門教育科目。

　４：「*4」は総合人間社会コースの専門教育科目。

　５：「*5」は高等学校一種教諭免許状＜情報＞取得に係る専門教育科目。

社
会
調
査
・
情
報
処
理

関
　
連
　
科
　
目

開設時期（標準履修年次）
備　考

単位
授業科目の区分と科目名
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授業

必修 選択 方法 １年次２年次３年次４年次

　社会調査法 2 講義 2 *5

　社会調査の設計 2 講義 2 *5

　データ分析の基礎 2 講義 2 *5

　社会統計学Ⅰ 2 講義 2 *5

　社会統計学Ⅱ 2 講義 2 *5

　質的調査法 2 講義 2

　データ処理とデータ解析Ⅰ 1 演習 1 *2 *3 *5

　データ処理とデータ解析Ⅱ 1 演習 1 *2 *3 *5

　社会調査実習Ⅰ 2 実習 2 半期2時限連続開講

　社会調査実習Ⅱ 2 実習 2 半期2時限連続開講

　情報数学 2 講義 2 *3 *5

　プログラミング概論 2 講義 2 *3 *5

　情報ネットワーク演習 1 演習 1 *4 *5

　マルチメディア論 2 講義 2 *4 *5

　地理情報システム論 2 講義 2 *4 *5

　哲学要論 2 講義 2

　倫理学 2 講義 2

　日本史概論 2 講義 2

　西洋史概論 2 講義 2

　法律学概論Ⅰ 2 講義 2

　法律学概論Ⅱ 2 講義 2

　教育社会学 2 講義 2

　社会福祉学概論Ⅰ 2 講義 2

　地域福祉論Ⅰ 2 講義 2

　地域福祉論Ⅱ 2 講義 2

　教育学概論Ｂ 2 講義 2

　生涯教育論 2 講義 2

　社会教育論 2 講義 2

　対人心理学 2 講義 2

　Webデザイン演習 1 演習 1 *4 *5

　情報ネットワーク論 2 講義 2 *4 *5

　データベース論 2 講義 2 *4 *5

　プログラミング演習 1 演習 1 *4 *5

　情報検索システム論 2 講義 2 *4 *5

　問題解決演習 1 演習 1 *4

　人的資源管理論 2 講義 2 *4

　キャリア論 2 講義 2 *4

　組織マネジメント 2 講義 2 *4

　ビジネス倫理 2 講義 2 *4

　個人情報法制 2 講義 2 *4 *5

注１：「*1」の選択必修科目の内、「現代社会課題」「地域社会ネットワーク」「アジア国際共生」の

　　　全ての領域の科目を選択した上で、8単位以上を履修すること。

　２：「*2」の選択必修科目の内、4単位以上を履修すること。

　３：「*3」は地域社会コース・総合人間社会コースの専門教育科目。

　４：「*4」は総合人間社会コースの専門教育科目。

　５：「*5」は高等学校一種教諭免許状＜情報＞取得に係る専門教育科目。

社
会
調
査
・
情
報
処
理

関
　
連
　
科
　
目

開設時期（標準履修年次）
備　考

単位
授業科目の区分と科目名
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社会福祉学科「専門教育科目」 

 

 

社会福祉学概論Ⅰ 2 講義

社会福祉学概論Ⅱ 2 講義

社会保障論Ⅰ 2 講義

社会保障論Ⅱ 2 講義

地域福祉論Ⅰ 2 講義

地域福祉論Ⅱ 2 講義

ソーシャルワークの基盤と専門職Ⅰ 2 講義

ソーシャルワークの基盤と専門職Ⅱ 2 講義

ソーシャルワークの理論と方法Ａ 2 講義

ソーシャルワークの理論と方法Ｂ 2 講義

ソーシャルワークの理論と方法Ｃ 2 講義

ソーシャルワークの理論と方法Ｄ 2 講義

社会福祉学演習 2 演習

卒業論文 6 演習

高齢者福祉論 2 講義

介護福祉論 2 講義

障害者福祉論 2 講義

子ども家庭福祉論Ａ 2 講義

子ども家庭福祉論Ｂ 2 講義

公的扶助論 2 講義

社会福祉調査法 2 講義

ソーシャルワーク演習Ａ 1 演習

ソーシャルワーク演習Ｂ 2 演習

ソーシャルワーク演習Ｃ 1 演習

ソーシャルワーク演習Ｄ 1 演習

ソーシャルワーク実習指導Ⅰ 2 演習

ソーシャルワーク実習指導Ⅱ 1 演習

ソーシャルワーク実習Ａ 2 実習

ソーシャルワーク実習Ｂ 4 実習

福祉経営論 2 講義

保健医療論 2 講義

権利擁護と成年後見制度 2 講義

更生保護 2 講義

医療ソーシャルワーク論 2 講義

福祉住環境論 2 講義

介護技術演習 1 演習

手話 1 演習

医学概論 2 講義

福祉専門職特講Ａ 2 講義 メディア授業科目

福祉専門職特講Ｂ 2 講義 メディア授業科目

精神保健福祉の原理Ⅰ 2 講義

精神保健福祉の原理Ⅱ 2 講義

ソーシャルワークの理論と方法Ｅ 2 講義

ソーシャルワークの理論と方法Ｆ 2 講義

精神障害リハビリテーション論 2 講義

精神保健福祉制度論 2 講義

精神保健福祉援助演習 4 演習 ３年前期～４年後期

精神保健福祉援助実習指導 3 演習 ３年前期～４年後期

精神保健福祉援助実習 5 実習 ３年後期～４年後期

社
会
福
祉
専
門
科
目

精
神
保
健
福
祉
専
門
科
目

4

3

2

2

5

1

2

1

2

2

2

2

2

2

2

4

2

2

1

2

2

1

1

1

2

2

6

2

2

2

2

2

2

2

2

2

必修 選択 １年次 ２年次 ３年次 ４年次

授業科目の区分と科目名
単位

授業
方法

開設時期（標準履修年次）
備　考

2

2

2

基
幹
科
目

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2
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精神保健学Ⅰ 2 講義 人間形成学科の精神保健学と共通

精神保健学Ⅱ 2 講義

精神医学Ⅰ 2 講義

精神医学Ⅱ 2 講義

学校ソーシャルワーク論 2 講義

学校ソーシャルワーク演習 2 演習 ３年後期～４年前期

学校ソーシャルワーク実習指導 2 演習 ３年後期～４年前期

学校ソーシャルワーク実習 2 実習

発達心理学Ⅰ－Ａ 2 講義

教育学概論Ｂ 2 講義

教育社会学 2 講義

教育制度論 2 講義

教育相談 2 講義

生徒指導論Ｂ 2 講義

倫理学 2 講義

地方自治論 2 講義

仕事の経済学 2 講義

暮らしの経済学 2 講義

現代社会論Ａ（ジェンダー・世代） 2 講義

現代社会論Ｂ（情報社会論） 2 講義

福祉社会学 2 講義

地域社会学 2 講義

環境と災害の社会学 2 講義

コミュニティ論 2 講義

ＮＰＯ論 2 講義

発達心理学Ⅱ 2 講義

老年心理学 2 講義

社会病理学 2 講義

社会心理学 2 講義

データ処理とデータ解析Ⅰ 1 演習 ＊

データ処理とデータ解析Ⅱ 1 演習 ＊

家族社会学Ａ 2 講義

家族社会学Ｂ 2 講義

生涯教育論 2 講義

社会教育論 2 講義

人格心理学 2 講義

対人心理学 2 講義

情報数学 2 講義 ＊

Webデザイン演習 1 演習 ＊

プログラミング概論 2 講義 ＊

データベース論 2 講義 ＊

マルチメディア論 2 講義 ＊

情報ネットワーク論 2 講義 ＊

情報ネットワーク演習 1 演習 ＊

プログラミング演習 1 演習 ＊

情報検索システム論 2 講義 ＊

地理情報システム論 2 講義 ＊

問題解決演習 1 演習 ＊

人的資源管理論 2 講義 ＊

キャリア論 2 講義 ＊

組織マネジメント 2 講義 ＊

ビジネス倫理 2 講義 ＊

個人情報法制 2 講義 ＊

2

2

(

精
神
保
健
福
祉

専
門
科
目

)

2

2

2

2

1

2

2

1

2

1

2

2

2

選択 １年次 ２年次 ３年次 ４年次

単位
授業
方法

備　考
開設時期（標準履修年次）

必修

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

　　　　規則第2条に定める授業科目を指す。

関
連
科
目

2

2

1

2

2

2

2

2

2

2

1

1

授業科目の区分と科目名

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

　注２：メディア授業科目とは、福岡県立大学における多様なメディアを高度に利用して行う授業に関する

　注１：＊は総合人間社会コースの科目。

学
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2
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精神保健学Ⅰ 2 講義 人間形成学科の精神保健学と共通

精神保健学Ⅱ 2 講義

精神医学Ⅰ 2 講義

精神医学Ⅱ 2 講義

学校ソーシャルワーク論 2 講義

学校ソーシャルワーク演習 2 演習 ３年後期～４年前期

学校ソーシャルワーク実習指導 2 演習 ３年後期～４年前期

学校ソーシャルワーク実習 2 実習

発達心理学Ⅰ－Ａ 2 講義

教育学概論Ｂ 2 講義

教育社会学 2 講義

教育制度論 2 講義

教育相談 2 講義

生徒指導論Ｂ 2 講義

倫理学 2 講義

地方自治論 2 講義

仕事の経済学 2 講義

暮らしの経済学 2 講義

現代社会論Ａ（ジェンダー・世代） 2 講義

現代社会論Ｂ（情報社会論） 2 講義

福祉社会学 2 講義

地域社会学 2 講義

環境と災害の社会学 2 講義

コミュニティ論 2 講義

ＮＰＯ論 2 講義

発達心理学Ⅱ 2 講義

老年心理学 2 講義

社会病理学 2 講義

社会心理学 2 講義

データ処理とデータ解析Ⅰ 1 演習 ＊

データ処理とデータ解析Ⅱ 1 演習 ＊

家族社会学Ａ 2 講義

家族社会学Ｂ 2 講義

生涯教育論 2 講義

社会教育論 2 講義

人格心理学 2 講義

対人心理学 2 講義

情報数学 2 講義 ＊

Webデザイン演習 1 演習 ＊

プログラミング概論 2 講義 ＊

データベース論 2 講義 ＊

マルチメディア論 2 講義 ＊

情報ネットワーク論 2 講義 ＊

情報ネットワーク演習 1 演習 ＊

プログラミング演習 1 演習 ＊

情報検索システム論 2 講義 ＊

地理情報システム論 2 講義 ＊

問題解決演習 1 演習 ＊

人的資源管理論 2 講義 ＊

キャリア論 2 講義 ＊

組織マネジメント 2 講義 ＊

ビジネス倫理 2 講義 ＊

個人情報法制 2 講義 ＊

2

2

(

精
神
保
健
福
祉

専
門
科
目

)

2

2

2

2

1

2

2

1

2

1

2

2

2

選択 １年次 ２年次 ３年次 ４年次

単位
授業
方法

備　考
開設時期（標準履修年次）

必修

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

　　　　規則第2条に定める授業科目を指す。

関
連
科
目

2

2

1

2

2

2

2

2

2

2

1

1

授業科目の区分と科目名

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

　注２：メディア授業科目とは、福岡県立大学における多様なメディアを高度に利用して行う授業に関する

　注１：＊は総合人間社会コースの科目。
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人間形成学科「専門教育科目」 

必修 選択 1年次 2年次 3年次 4年次

  教育学概論Ａ 2 講義 2

　教育学概論Ｂ 2 講義 2

　教育史 2 講義 2

　生涯教育論 2 講義 2

　発達心理学Ⅰ—Ａ 2 講義 2

　発達心理学Ⅰ—Ｂ 2 講義 2 　保育士・幼免必修

　発達心理学Ⅱ 2 講義 2 　公認心理師必修

　教育心理学概論（教育・学校心理学） 2 講義 2 　公認心理師必修

  子どもの保健 2 講義 2 　保育士必修

　臨床心理学概論 2 講義 2 　公認心理師必修

　教育相談（教育・学校心理学） 2 講義 2 　公認心理師必修

　教育相談（幼児教育） 2 講義 2 　幼免必修

　教育制度論（関係行政論） 2 講義 2 　幼免・公認心理師必修

　保育者論 2 講義 2

　保育学　 2 講義 2

　社会福祉Ⅰ 2 講義 2

　社会福祉Ⅱ 2 講義 2

　子ども家庭福祉 2 講義 2

　子ども家庭支援論 2 講義 2

　社会的養護Ⅰ 2 講義 2

　子ども家庭支援の心理学 2 講義 2

　幼児理解の理論と方法 2 ☆演習 2 ＊２

  子どもの食と栄養 2 演習 2 ＊２

　造形Ⅰ 1 演習 1 ＊２

　造形Ⅱ 1 演習 1 ＊２

　音楽Ⅰ 2 演習 2 ＊２

　音楽Ⅱ 1 演習 1 ＊２

　音楽Ⅲ 1 演習 1 ＊２

　体育Ⅰ 1 演習 1

　体育Ⅱ 1 演習 1

　保育カリキュラム論 2 講義 2

  子どもの健康と安全 1 演習 1 ＊２

　特別支援教育 1 演習 1

　障害児保育 2 ☆演習 2

　乳児保育Ⅰ 2 講義 2

　乳児保育Ⅱ 1 演習 1 ＊２

　保育方法論 2 講義 2

　社会的養護Ⅱ 1 演習 1 ＊２

  子育て支援 1 演習 1 ＊２

　保育内容総論 2 ☆演習 2

　幼児と健康 1 演習 1 ＊２

　幼児と人間関係 1 演習 1 ＊２

　幼児と環境 1 演習 1 ＊２

　幼児と言葉 1 演習 1 ＊２

　幼児と表現Ａ 1 演習 1 ＊２

　幼児と表現Ｂ 1 演習 1 ＊２

　保育内容の指導法・健康 1 演習 1 ＊２

　保育内容の指導法・人間関係 1 演習 1 ＊２

　保育内容の指導法・環境 1 演習 1 ＊２

　保育内容の指導法・言葉 1 演習 1 ＊２

基
幹
科
目

　２科目いずれか選択必修
　Ａは保育士・幼免必修

展
開
科
目

（

こ
ど
も
コ
ー

ス
）

備考区分 授　業　科　目

単位
授業
方法

開講時期（標準履修年次）

＊１
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必修 選択 1年次 2年次 3年次 4年次

　保育内容の指導法・表現Ａ 1 演習 1 ＊２

　保育内容の指導法・表現Ｂ 1 演習 1 ＊２

　保育内容演習 2 ☆演習 2 ＊２

　保育・教職実践演習（幼稚園） 2 ☆演習 2 ＊２

　幼稚園教育実習事前事後指導 1 ２＊習実

　幼稚園教育実習Ⅰ 2 実習 2 ＊２

　幼稚園教育実習Ⅱ 2 実習 2 ＊２

　保育実習指導Ⅰ 2 ２＊習演

　保育実習Ⅰ 4 実習 4 ＊２

　保育実習指導Ⅱ—Ａ 1 ２＊習演

　保育実習Ⅱ—Ａ 2 実習 2 ＊２

　保育実習指導Ⅱ—Ｂ 1 ２＊習演

　保育実習Ⅱ－Ｂ 2 実習 2 ＊２

　学習心理学及び言語の習得（学習・言語心理学） 2 講義 2

　心身科学 2 講義 2

　比較心理学 2 講義 2

　生理心理学及び神経心理学（神経・生理心理学） 2 講義 2

　加齢基礎論 2 講義 2

　知覚心理学（知覚・認知心理学） 2 講義 2

　認知心理学（知覚・認知心理学） 2 講義 2

　対人心理学 2 講義 2

　社会心理学（社会・集団・家族心理学） 2 講義 2 公共社会学科・社会福祉学科の「社会心理学」と共通

　産業・組織心理学 2 講義 2

　司法・犯罪心理学 2 講義 2

　老年心理学 2 講義 2

　家族心理学（社会・集団・家族心理学） 2 講義 2

　感情・人格心理学 2 講義 2 公共社会学科・社会福祉学科の「人格心理学」と共通

　障害者・障害児心理学 2 講義 2

　健康・医療心理学 2 講義 2

　心理学的支援法 2 講義 2 ＊３

　心理演習 2 ☆演習 2 ＊３　演習時間：22.5時間

　心理的アセスメント 2 ☆演習 2 ＊３

　精神保健学 2 講義 2 社会福祉学科の精神保健学Ⅰと共通

　福祉心理学 2 講義 2

　医学概論（人体の構造と機能及び疾病） 2 講義 2 社会福祉学科の「医学概論」と共通

　精神医学Ⅰ（精神疾患とその治療Ⅰ） 2 講義 2 社会福祉学科の「精神医学Ⅰ」と共通

　精神医学Ⅱ（精神疾患とその治療Ⅱ） 2 講義 2 社会福祉学科の「精神医学Ⅱ」と共通

　心理学実験Ⅰ　 2 ☆演習 2 ＊３

　心理学実験Ⅱ　 2 ☆演習 2 ＊３

　心理学研究法 2 講義 2

　心理学統計法 2 講義 2

　心理実習Ⅰ 1 実習 1 ＊３　実習時間：30時間

　心理実習Ⅱ 1 実習 1 ＊３　実習時間：30時間

　心理実習Ⅲ 1 ３＊習実 　実習時間：30時間

　公認心理師の職責 2 講義 2 ＊３

　保健医療福祉の法と制度（関係行政論） 1 講義 1 看護学科の「保健医療福祉の法と制度」と共通

　更生保護（関係行政論） 2 講義 2 社会福祉学科の「更生保護」と共通

　人的資源管理論（関係行政論） 2 講義 2 ＊４　総合人間社会コースの「人的資源管理論」と共通

　社会統計学Ⅰ 2 講義 2

　データ処理とデータ解析Ⅰ 1 演習 1 ＊４

　データ処理とデータ解析Ⅱ 1 演習 1 ＊４

区分 授　業　科　目

単位
授業

方法

開講時期（標準履修年次）

備考

こ

ど

も

コ

ス

1

2

展

開

科

目

心

理

コ

ス

1

1

1
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必修 選択 1年次 2年次 3年次 4年次

　保育内容の指導法・表現Ａ 1 演習 1 ＊２

　保育内容の指導法・表現Ｂ 1 演習 1 ＊２

　保育内容演習 2 ☆演習 2 ＊２

　保育・教職実践演習（幼稚園） 2 ☆演習 2 ＊２

　幼稚園教育実習事前事後指導 1 ２＊習実

　幼稚園教育実習Ⅰ 2 実習 2 ＊２

　幼稚園教育実習Ⅱ 2 実習 2 ＊２

　保育実習指導Ⅰ 2 ２＊習演

　保育実習Ⅰ 4 実習 4 ＊２

　保育実習指導Ⅱ—Ａ 1 ２＊習演

　保育実習Ⅱ—Ａ 2 実習 2 ＊２

　保育実習指導Ⅱ—Ｂ 1 ２＊習演

　保育実習Ⅱ－Ｂ 2 実習 2 ＊２

　学習心理学及び言語の習得（学習・言語心理学） 2 講義 2

　心身科学 2 講義 2

　比較心理学 2 講義 2

　生理心理学及び神経心理学（神経・生理心理学） 2 講義 2

　加齢基礎論 2 講義 2

　知覚心理学（知覚・認知心理学） 2 講義 2

　認知心理学（知覚・認知心理学） 2 講義 2

　対人心理学 2 講義 2

　社会心理学（社会・集団・家族心理学） 2 講義 2 公共社会学科・社会福祉学科の「社会心理学」と共通

　産業・組織心理学 2 講義 2

　司法・犯罪心理学 2 講義 2

　老年心理学 2 講義 2

　家族心理学（社会・集団・家族心理学） 2 講義 2

　感情・人格心理学 2 講義 2 公共社会学科・社会福祉学科の「人格心理学」と共通

　障害者・障害児心理学 2 講義 2

　健康・医療心理学 2 講義 2

　心理学的支援法 2 講義 2 ＊３

　心理演習 2 ☆演習 2 ＊３　演習時間：22.5時間

　心理的アセスメント 2 ☆演習 2 ＊３

　精神保健学 2 講義 2 社会福祉学科の精神保健学Ⅰと共通

　福祉心理学 2 講義 2

　医学概論（人体の構造と機能及び疾病） 2 講義 2 社会福祉学科の「医学概論」と共通

　精神医学Ⅰ（精神疾患とその治療Ⅰ） 2 講義 2 社会福祉学科の「精神医学Ⅰ」と共通

　精神医学Ⅱ（精神疾患とその治療Ⅱ） 2 講義 2 社会福祉学科の「精神医学Ⅱ」と共通

　心理学実験Ⅰ　 2 ☆演習 2 ＊３

　心理学実験Ⅱ　 2 ☆演習 2 ＊３

　心理学研究法 2 講義 2

　心理学統計法 2 講義 2

　心理実習Ⅰ 1 実習 1 ＊３　実習時間：30時間

　心理実習Ⅱ 1 実習 1 ＊３　実習時間：30時間

　心理実習Ⅲ 1 ３＊習実 　実習時間：30時間

　公認心理師の職責 2 講義 2 ＊３

　保健医療福祉の法と制度（関係行政論） 1 講義 1 看護学科の「保健医療福祉の法と制度」と共通

　更生保護（関係行政論） 2 講義 2 社会福祉学科の「更生保護」と共通

　人的資源管理論（関係行政論） 2 講義 2 ＊４　総合人間社会コースの「人的資源管理論」と共通

　社会統計学Ⅰ 2 講義 2

　データ処理とデータ解析Ⅰ 1 演習 1 ＊４

　データ処理とデータ解析Ⅱ 1 演習 1 ＊４

区分 授　業　科　目

単位
授業

方法

開講時期（標準履修年次）

備考

こ

ど

も

コ

ス

1

2

展

開

科

目

心

理

コ

ス

1

1

1
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必修 選択 1年次 2年次 3年次 4年次

　社会教育論 2 講義 2

　図書館情報学 2 講義 (2) 2 非開講

　国際教育文化交流論 2 講義 2

　社会教育特講Ａ 2 講義 2 非開講

　社会教育特講Ｂ 2 講義 2

　社会教育特講Ｃ 2 講義 2

　社会教育特講Ｄ 2 講義 2

　社会教育特講Ｅ 2 講義 2

　キャリア論 2 講義 2 ＊４

　情報数学 2 講義 2 ＊４

　Webデザイン演習 1 演習 1 ＊４

　プログラミング概論 2 講義 2 ＊４

　情報ネットワーク論 2 講義 2 ＊４

　情報ネットワーク演習 1 演習 1 ＊４

　データベース論 2 講義 2 ＊４

　マルチメディア論 2 講義 2 ＊４

　プログラミング演習 1 演習 1 ＊４

　情報検索システム論 2 講義 2 ＊４

　地理情報システム論 2 講義 2 ＊４

　問題解決演習 1 演習 1 ＊４

　組織マネジメント 2 講義 2 ＊４

　ビジネス倫理 2 講義 2 ＊４

　個人情報法制 2 講義 2 ＊４

　演習 2 演習 2

　卒業論文 6 演習 6

　３：「＊２」はこどもコース、「＊３」は心理コースの学生のみ履修できる科目。

　４：「＊４」は総合人間社会コースの科目。

備考

関
連
科
目

注１：授業方法欄の「☆演習」は、毎週１回（90分）で半期、原則として15回の授業となる。

　２：「＊１」の基幹科目は必修科目６単位および選択必修科目２単位を含み、合計18単位の

      修得を卒業要件とする。

区分 授　業　科　目
単位 授業

方法

開講時期（標準履修年次）
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看護学部「専門基礎科目」 

 

看護学部「専門科目」 

遺伝学 2 講義

栄養学 2 講義

疫学 2 講義

保健統計学 2 講義

保健社会調査論 2 演習

健康科学 2 講義

臨床心理学 2 講義

精神保健学 2 講義

東洋医学概論 1 講義

保健社会学 1 講義

保健医療福祉の法と制度 1 講義

保健医療福祉行政論 2 講義

公衆衛生学 2 講義

授業科目の区分と科目名
単位

授業
方法

開設時期（標準履修年次）
条　　　件

必修 選択 １年次 ２年次 ３年次 ４年次

人
間
の
見
方
と
健
康

2

2

2

2

2

2

2

2

1

人
間
と
保
健
・

医
療

1

1

2

2

生態機能看護学Ⅰ 2 講義

生態機能看護学Ⅱ 2 講義

生態機能看護学Ⅲ 1 演習

看護生化学 2 講義

病態看護学Ⅰ 2 講義

病態看護学Ⅱ 2 講義

看護薬理学 2 講義

感染・免疫看護学演習 1 演習

生態・病態看護学実験 1 実験

基礎看護学概論 2 講義

人間のライフステージと看護 1 講義

健康レベルと看護 1 講義

環境への適応と看護 1 講義

基礎看護技術論 2 演習

対人関係と看護 1 演習

ケアリング論 1 講義

家族看護学 1 講義

シンプトンマネジメント論 1 演習

フィジカルアセスメント論 2 演習

看護過程 1 演習

看護倫理学 1 演習

暮らしと保健福祉・看護 2 講義

地域・在宅看護論 2 講義

地域・在宅看護論演習 2 演習

成人老年看護学Ⅰ（急性期） 2 講義

成人老年看護学Ⅱ（回復期・慢性期） 2 講義

成人老年看護学Ⅲ（終末期） 2 講義

クリティカルケア・周術期看護演習 2 演習

セルフケア支援演習 2 演習

授業科目の区分と科目名
単位

授業
方法

開設時期（標準履修年次）

条　件　・　授　業　方　法
必修 選択 １年次 ２年次 ３年次 ４年次

実
験
看
護
学

2

2

2

2

1

2

基
礎
看
護
学

2

1

2

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

1

2

地
域
・
在
宅
看

護
論

2

2

2

成
人
・
老
年
看
護
学

2

2

2

2

2
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看護学部「専門基礎科目」 

 

看護学部「専門科目」 

遺伝学 2 講義

栄養学 2 講義

疫学 2 講義

保健統計学 2 講義

保健社会調査論 2 演習

健康科学 2 講義

臨床心理学 2 講義

精神保健学 2 講義

東洋医学概論 1 講義

保健社会学 1 講義

保健医療福祉の法と制度 1 講義

保健医療福祉行政論 2 講義

公衆衛生学 2 講義

授業科目の区分と科目名
単位

授業
方法

開設時期（標準履修年次）
条　　　件

必修 選択 １年次 ２年次 ３年次 ４年次

人
間
の
見
方
と
健
康

2

2

2

2

2

2

2

2

1

人
間
と
保
健
・

医
療

1

1

2

2

生態機能看護学Ⅰ 2 講義

生態機能看護学Ⅱ 2 講義

生態機能看護学Ⅲ 1 演習

看護生化学 2 講義

病態看護学Ⅰ 2 講義

病態看護学Ⅱ 2 講義

看護薬理学 2 講義

感染・免疫看護学演習 1 演習

生態・病態看護学実験 1 実験

基礎看護学概論 2 講義

人間のライフステージと看護 1 講義

健康レベルと看護 1 講義

環境への適応と看護 1 講義

基礎看護技術論 2 演習

対人関係と看護 1 演習

ケアリング論 1 講義

家族看護学 1 講義

シンプトンマネジメント論 1 演習

フィジカルアセスメント論 2 演習

看護過程 1 演習

看護倫理学 1 演習

暮らしと保健福祉・看護 2 講義

地域・在宅看護論 2 講義

地域・在宅看護論演習 2 演習

成人老年看護学Ⅰ（急性期） 2 講義

成人老年看護学Ⅱ（回復期・慢性期） 2 講義

成人老年看護学Ⅲ（終末期） 2 講義

クリティカルケア・周術期看護演習 2 演習

セルフケア支援演習 2 演習

授業科目の区分と科目名
単位

授業
方法

開設時期（標準履修年次）

条　件　・　授　業　方　法
必修 選択 １年次 ２年次 ３年次 ４年次

実
験
看
護
学

2

2

2

2

1

2

基
礎
看
護
学

2

1

2

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

1

2

地
域
・
在
宅
看

護
論

2

2

2

成
人
・
老
年
看
護
学

2

2

2

2

2

43  

小児看護学 2 講義

小児看護学演習 2 演習

リプロダクティブヘルス看護学 2 講義

リプロダクティブヘルス看護学演習 2 演習

精神看護学 2 講義

精神看護学演習 2 演習

チーム医療論 1 講義

災害看護学 1 講義 メディア授業科目

国際看護学 1 講義

医療安全 1 講義

看護管理論 1 講義

看護教育学 1 講義

統合実践演習 1 演習

看護情報学 1 演習

キャリア像確立講義Ⅰ 1 講義 メディア授業科目

キャリア像確立講義Ⅱ 1 講義 メディア授業科目

ケアリング・ナーシング演習 1 演習

看護研究 2 講義

専門看護学ゼミ 2 演習

卒業研究 2 演習

基礎看護学実習Ⅰ 1 実習

基礎看護学実習Ⅱ 2 実習 基礎看護技術論、看護過程を履修している。

暮らしを知る実習 1 実習

暮らしの中の看護を知る実習 1 実習

在宅看護支援実習 2 実習 地域・在宅看護論演習を履修している。

地域包括支援実習 1 実習

成人老年急性期看護学実習 3 実習 クリティカルケア・周術期看護演習を履修している。

成人老年慢性期看護学実習 3 実習 セルフケア支援演習を履修している。

小児看護学実習 2 実習 小児看護学演習を履修している。

リプロダクティブヘルス看護学実習 2 実習 リプロダクティブヘルス看護学演習を履修している。

精神看護学実習 2 実習 精神看護学演習を履修している。

統合実習 3 実習

公衆衛生看護学Ⅰ 2 講義

公衆衛生看護学Ⅱ 2 講義

公衆衛生看護学Ⅲ 1 講義

公衆衛生看護技術論Ⅰ 2 演習

公衆衛生看護技術論Ⅱ 2 演習

ハイリスク支援論 2 講義

組織協働活動論 2 講義

公衆衛生看護ｱｾｽﾒﾝﾄ論Ⅰ 2 演習

公衆衛生看護ｱｾｽﾒﾝﾄ論Ⅱ 2 演習

公衆衛生看護管理論 2 講義

公衆衛生看護学実習Ⅰ 1 実習
公衆衛生看護学Ⅱ、公衆衛生看護アセスメント論Ⅰ・Ⅱ、公衆
衛生看護技術論Ⅰ・Ⅱを履修している。

公衆衛生看護学実習Ⅱ 4 実習

養護概説 2 講義

学校保健学 1 講義

教職実践演習（養護教諭） 2 演習 養護実習を履修している。

養護実習事前事後指導 1 実習

健康教育論 2 講義

養護実習 4 実習 養護実習事前事後指導を履修している。

小
児

看
護
学

2

2
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
ィ

ブ
ヘ
ル

ス
看
護
学

2

2

精
神

看
護
学

2

2

看
護
の
統
合
と
実
践

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1 　

2

1

2

2

2

1

1

1

2

2

3

3

2

3

公
衆
衛
生
看
護
学

2

臨
地
実
習

1

2

2

2

2

1

2

2

2

1

4

2

2

2

1

学
校
保
健

2

1

注１： 履修とは、単位を修得するために履修登録をし、第28条第1項に定める出席をしたことを指す。

注２： メディア授業科目とは、福岡県立大学における多様なメディアを高度に利用して行う授業に関する規則第2条

　　 　に定める授業科目を示す。

2

4

４年次

授業科目の区分と科目名
単位

授業
方法

開設時期（標準履修年次）

条　　件　・　授　業　方　法
必修 選択 １年次 ２年次 ３年次
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(3)卒業必要科目及び単位数 

 

必修 選択
自由
選択

必修 選択
自由
選択

必修 選択
自由
選択

必修 選択
自由
選択

4 4 4

4 4 4

4 4 4

4 4 4 2

必須外国語 英語 6 6 6 6

選択外国語

英語、
コリア
語、中
国語、
仏語、
独語他

6 6 6 2

2 2 2 1

 講義 2 2 2

 実習 2 2 2

1 1 1 1

8

91

24 45 16 53 14 55

　　だし、自分の所属する学部・学科の開設科目は自由に選択できるが、他学部・他学科の開設科目の場

　　合は、当該学部・学科が指定した科目の中から選択し、あらかじめその履修を届け出なければならな

　　い。

　　なお、看護学部においては、「教科及び教職に関する科目」並びに「養護及び教職に関する科目」

　　（看護学部の「専門基礎科目」及び「専門科目」並びに他学部が自由選択として定める科目を除く）

　　は、自由選択の修得単位としない。

注１：上表の「選択」には「選択必修」も含まれる。

　２：人間社会学部における「専門教育科目」、看護学部における「専門科目」には、卒業論文又は卒業

　　研究が含まれる。

　３：「自由選択」の履修方法

　　他学部・他学科の開設科目を含み、「基盤教育科目」「全学横断型科目」「専門基礎科目」「専門科

　　目」「専門教育科目」及び「教科及び教職に関する科目」から自由に選択履修することができる。た

専門教育科目(人間社会学部)

教科及び教職に関する科目

養護及び教職に関する科目

合計（卒業必要最低単位数） 128 128 128 125

12

6

8

教
養
科
目

人文科学

12

専 門 科 目 (看護学部)

12

12
社会科学

自然科学

複合領域

情報処理

 健康科学

基
 
盤
 
教
 
育
 
科
 
目

12

12

基
礎
科
目

区　分

人 間 社 会 学 部 看護学部

公共社会学科 社会福祉学科 人間形成学科 看護学科

基礎ゼミ

発展ゼミ

全学横断型科目

専門基礎科目(看護学部)
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12

6

8

教
養
科
目

人文科学

12

専 門 科 目 (看護学部)

12

12
社会科学

自然科学

複合領域

情報処理

 健康科学

基
 
盤
 
教
 
育
 
科
 
目

12

12

基
礎
科
目

区　分

人 間 社 会 学 部 看護学部

公共社会学科 社会福祉学科 人間形成学科 看護学科

基礎ゼミ
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45 

(4)全学横断型科目 

 
 
(5)講義・演習・実習の開講科目数 

  
  

 　不登校・ひきこもり援助論 2 講義

 　子供学習支援論 1 講義

1 実習

※データベース論 2 講義

※情報ネットワーク論 2 講義

※問題解決演習 1 演習

1 演習

　　※人間社会学部においては各学科の定めるところにより、専門教育科目の単位に含めることができる。

各学科とも自
由選択の12単
位に含めるこ
とができる

自由選択の8単
位に含めるこ
とができる

　日本語ライティング 1

2

1

  プレ・インターンシップ

2

2

1

1

授業科目の区分と科目名
単位

授業
方法

開設時期（標準履修年次） 卒業要件

１年次 ２年次必修 選択 人間社会学部 看護学部３年次 ４年次

学　部 講義科目 演習科目 実習科目 合計

全学共通科目（教養） 31 0 0 31

全学共通科目（基礎） 2 45 2 49

全学横断型科目 5 2 1 8

公共社会学科専門科目 81 9 2 92

福祉社会学科専門科目 92 27 5 124

人間形成学科専門科目 69 44 9 122

看護学科専門科目 58 30 17 105
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2.大学院 
(1)ディプロマ・ポリシーとカリキュラム・ポリシー 

ディプロマ・ポリシー（ＤＰ）とは、修了認定・学位授与に関する基本的な方針のことを言

い、本学を修了することでどのような能力が身についているかを保証するものです。学則第１条

に掲げている教育の目的を前提に、大学院、各研究科、各専攻のＤＰを別表第Ⅰから別表第Ⅵの

とおり定めています。 

また、カリキュラム・ポリシー（ＣＰ）とは教育課程編成・実施方針のことを言い、教育の目

的、ＤＰを達成するために各専攻がそれぞれ教育課程の方針、カリキュラムを設定しています。 

なお、アドミッション・ポリシー（ＡＰ）は、各研究科のＤＰに基づいて策定され、入学試験が

実施されています。 

 
 

別表第Ⅰ．福岡県立大学大学院の学位授与方針（ディプロマ・ポリシー：ＤＰ） 

領域 ポリシー 

知識・技能 

ＤＰ１ 
□保健・医療・福祉分野の増進および地域の発展に寄与できる指導的人材として必要な専門的

知識を有している。 

ＤＰ２ □保健・医療・福祉分野の諸課題を学術的にとらえるための手法を身につけている。 

思考・判断・表

現 
ＤＰ３ □専門性のある学術的手法を用いて導き出した自分の考えを適切に表現できる。 

主体性・多様

性・協働性 
ＤＰ４ 

□専門的な立場から、保健・医療・福祉分野の諸課題について主体性を持って取り組むことが

できる。 

□多様な人々の立場やものの見方について理解し、協働する力を身につけている。 
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第Ⅱ．人間社会学研究科の学位授与方針（ディプロマ・ポリシー：ＤＰ） 

領域 ポリシー 

知識・技能 
ＤＰ１ □高度な福祉社会の実現に関わる専門的知識を有している。 

ＤＰ２ □高度な福祉社会の実現のための課題を学術的にとらえるための手法を身につけている。 

思考・判断・表現 ＤＰ３ 
□専門的知識に基づいて高度な福祉社会を実現するための諸課題について検討できる。 

□学術的手法を用いて導き出した自分の考えを適切に表現できる。 

主体性・多様性・

協働性 
ＤＰ４ 

□専門的な立場から、高度な福祉社会を実現するための諸課題について主体性を持って取り組むこと

ができる。 

□多様な人々の立場やものの見方について理解し、協働する力を身につけている。 

第Ⅲ．看護学研究科の学位授与方針（ディプロマ・ポリシー：ＤＰ） 

領域 ポリシー 

知識・技能 

ＤＰ１ 
□職業人として倫理に関わる知識を有している。 

□看護学に関わる専門的知識を有している。 

ＤＰ２ □看護に関する課題に取り組むための問題解決技法を身につけている。 

思考・判断・表現 ＤＰ３ 

□看護現象を科学的及び学際的視点から捉え、看護実践の場に還元できる解決方法を見出すことがで

きる。 

□専門性のある学術的手法を用いて導き出した自分の考えを適切に表現できる。 

主体性・多様性・

協働性 
ＤＰ４ 

□看護学に関する課題について主体的に探究することができる。 

□保健・医療・福祉の将来を見据え、看護学に関する専門的知識に基づいて、さまざまな人々ととも

に看護活動ができる。 

第Ⅳ．人間社会学研究科社会福祉専攻の学位授与方針（ディプロマ・ポリシー：ＤＰ） 

第Ⅴ．人間社会学研究科心理臨床専攻の学位授与方針（ディプロマ・ポリシー：ＤＰ） 

領域 ポリシー 

知識・技能 

ＤＰ１ □心理学及び心理臨床に関わる専門的知識を有している。 

ＤＰ２ □心理的諸問題に関する課題に取り組むための実践能力および科学的手法を身につけている。 

思考・判断・表現 ＤＰ３ 
□心理学に関する専門的知識をもとに心理的課題を検討できる。 

□心理学的手法を用いて導き出した自分の考えを適切に表現できる。 

主体性・多様性・

協働性 
ＤＰ４ 

□高度に専門的な立場から、心理的諸問題に主体性を持って取り組むことができる。 

□多様な人々の立場やものの見方について理解し、協働する力を身につけている。 

第Ⅵ．人間社会学研究科子ども教育専攻の学位授与方針（ディプロマ・ポリシー：ＤＰ） 

領域 ポリシー 

知識・技能 

ＤＰ１ 
□子ども教育（保育・幼児教育及び小学校段階を中心とする学校教育）に関わる専門的知識を有して

いる。 

ＤＰ２ 
□子ども教育に関する今日的・地域的課題に取り組むための実践能力および学術的手法を身につけて

いる。 

思考・判断・

表現 
ＤＰ３ 

□子ども教育に関する専門的知識をもとに、今日的・地域的教育課題を検討できる。 

□教育学的手法を用いて導き出した自分の考えを適切に表現できる。 

主体性・多様性・

協働性 
ＤＰ４ 

□高度に専門的な立場から、子どもの育ちに関する諸問題に主体性を持って取り組むことができる。

□多様な人々の立場やものの見方について理解し、協働する力を身につけている。 

 

 

領域 ポリシー 

知識・技能 
ＤＰ１ 

□児童、障害者、高齢者を中心として、地域において様々な生活課題を抱える人々の支援に必要な知

識を理解している。 

ＤＰ２ □社会福祉に関する問題を客観的に捉えるための手法を身につけている。 

思考・判断・表現 ＤＰ３ 
□社会福祉の価値をベースとし、生活課題を抱える人々の実情に応じた支援方法を検討できる。 

□社会福祉学的手法を用いて導き出した自分の考えを適切に表現できる。 

主体性・多様性・

協働性 
ＤＰ４ 

□高度に専門的な立場に立って、社会福祉に関する問題に主体性をもって取り組むことができる。 

□多様な人々の立場やものの見方について理解し、協働する力を身につけている。 
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● 福岡県立大学 教育課程編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー：ＣＰ） 

福岡県立大学大学院には、広い視野に立って専攻分野に関する専門的学術を教育研究し、学術文化の進

展に寄与するとともに、社会的な場でその高度な専門的知識を活用し得る指導的人材を養成することを目

的として、人間社会学研究科と看護学研究科が設置され、各研究科とその中の専攻ごとに修了に必要な単

位数が設定されています。いずれの研究科・専攻においても、ディプロマ・ポリシーと対応する教育課程

が編成され、論文作成を行う特別研究（または課題研究）、すべての学生が共通に学修する必修科目群と

ニーズに応じて学修する選択科目で構成されています。 

 また、保健福祉系大学院としての特性を活かして、他専攻で開講されている専門科目を履修す

ることが可能であり、各専攻が定める範囲内で修了要件として単位認定できます。 

 

● 人間社会学研究科 教育課程編成・実施方針(カリキュラム・ポリシー：ＣＰ) 

人間社会学研究科には、２１世紀における少子・高齢化、地方分権及び自己実現要求の高まりを踏まえ、

高度福祉社会の実現に貢献できる人材の養成を行うとともに、職業人のリカレント教育（学習）の要求に

応えることを目的として、社会福祉・心理臨床・子ども教育の３専攻が設置されています。 

  全ての専攻の教育課程はＤＰと対応し、修士論文の作成を指導する「特別研究」を中心とする必修科目

群と、ニーズに応じて学修する選択科目から構成されています。 

 

【社会福祉専攻】 

社会福祉専攻では、教育目標を達成するために、以下の方針に基づき、教育課程を編成し実施します。 

社会福祉専攻の教育課程は、高度で実践的な社会福祉専門職を養成するために、「コア科目」と「専門

科目」の科目群から構成され、修了には必修科目 14 単位を含めて、合計 30 単位以上を修得する必要があ

ります。 

「コア科目」群は、社会福祉に関する問題を客観的に捉えるための手法を身につける「研究法に関する

科目」（「社会福祉研究法」、「量的研究法」、「質的研究法」）、ならびに社会福祉専門職としての実践性を高

める「フィールドワーク」（実習）や、さらに修士論文の作成を総合的に支援する「特別研究Ⅰ・Ⅱ」に

より編成されています。 

「専門科目」群は、専門知識を身につけるとともに、論理的思考力・表現力・探求力を身につけるため

の多様な専門科目で構成されています。専門性の基盤となる「社会福祉研究Ａ」「ソーシャルワーク研究

Ａ」を必修科目とし、その他の選択科目では、児童、障害者、高齢者を中心として、地域における種々の

生活課題を抱える人々の支援に必要な知識を学修します。また「専門科目」群の科目はすべて演習形式で

授業を行い、社会福祉の価値をベースとして、生活課題を抱える人々の実情に応じた支援方法を検討でき

ること、さらに社会福祉の学術的手法を用いて抽出された諸問題について、自分の考えを適切に表現でき

ることを目指します。 

なお、他の専攻の科目又は学部の授業科目から４単位まで修了要件として単位認定できます。 

 

【心理臨床専攻】 

心理臨床専攻では、教育目標を達成するために、以下の方針に基づき、教育課程を編成し実施します。専

攻の修了要件として、必修単位 18 単位を含む合計 30 単位以上を修得する必要があります。なお、このカリ

キュラムには、臨床心理士および公認心理師（大学院）を受験するために必要科目が含まれています。 

心理臨床専攻では、心理学全般の領域を関連付けながら、心理臨床に関する知識技能を深め、心理的支援

を必要とする人に対するカウンセリングなどの実践能力を身につけ、さらに他職種とも連携する能力をも

つ高度な専門職業人を養成することを目的としています。 

 そのために、本専攻の教育課程は、「心理臨床基礎科目」「心理学専門科目」「実践展開科目」により編成

します。 
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● 福岡県立大学 教育課程編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー：ＣＰ） 
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「心理臨床基礎科目」は、心理臨床に関わる専門的知識を身につけるために、臨床心理学に関わる基礎的・

基本的な科目群、ならびに学内実習施設と学外実習機関で行う実習科目群で構成されています。｛心理学専

門科目｝は、Ａ群は心理学の研究法に関する科目群、Ｂ群は発達や認知などの基礎的な心理学に関する科目

群、Ｃ群は社会関係に関する科目群、Ｄ群は医療や障害に関する科目群、Ｅ群はより応用的な臨床心理学に

関する科目群から構成されています。「実践展開科目」は、以上に含まれていない公認心理師になるために

必要な科目から構成されています。さらに修士論文の作成を総合的に支援する「特別研究Ⅰ・Ⅱ」がありま

す。 

なお、他の専攻の科目又は学部の授業科目から４単位まで修了要件として単位認定できます。 

 

【子ども教育専攻】 

子ども教育専攻では、教育目標を達成するために、以下の方針に基づき、教育課程を編成し実施します。

専攻の修了要件として、必修科目 16 単位を含めて 30 単位以上を習得する必要があります。 

 子ども教育専攻は、保育・幼児教育分野及び小学校段階を中心とする学校教育分野における専門的職業人

の養成を目指しており、保育学・教育学・児童福祉学および関係諸科学に関わる科目で構成されています。

本専攻の教育課程は「子ども教育コア科目」（必修科目）と「子ども教育専門科目」（選択科目）で編成され

ています。子ども教育コア科目（必修科目）は、子ども教育全体を俯瞰するための基礎的・基本的な科目で

ある「教育課題研究Ａ」「教育課題研究Ｂ」、ならびに実践的課題の研究を行う「地域教育課題演習」「子ど

も教育実践実習Ⅰ・Ⅱ」、さらに修士論文の作成を総合的に支援する「特別研究Ⅰ・Ⅱ」から編成されてい

ます。また、子ども教育専門科目（選択科目）は、子ども教育に関して主に専門的知識を身につけるための 

「研究」科目群と、論理的思考力・探求力を身につける「演習」科目群で構成されています。 

 子ども教育に関わる「研究」科目群は、保育所・幼稚園及び小学校の保育・教育課程、保育計画、教育制

度、乳・幼児及び児童の心理、保育内容・教科（造形表現・音楽表現・身体教育、健康教育）、学校教育、

児童福祉および社会学に関する専門的知識について学修します。また、「演習」科目群では、「研究」科目群

の内容の演習としての展開に加え（ただし、特別支援教育は「演習」のみ）、論理的思考力・探求力を身に

つけることを目指します。 

 なお、他の専攻の科目又は学部の授業科目から４単位まで修了要件として単位認定できます。 

 

● 看護学研究科 教育課程編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー：ＣＰ） 

社会のニーズに柔軟に対応し、看護の質向上に貢献する看護職者を育成するために、体系的なカリキュ

ラムを編成しております。専攻する研究分野の高度な専門性を深めるとともに、他の研究分野の学修を通

して学際的な視野を広げることができるよう教育課程を編成されております。 

 

社会のニーズに柔軟に対応し、看護の質向上に貢献する看護職者を育成するために、体系的なカリキュ

ラムを編成する。 

専攻する研究分野の高度な専門性を深めるとともに、他の研究分野の学修を通して学際的な視野を広げ

ることができるよう教育課程を編成する。 

 

1.カリキュラムは、専門必修科目から６単位、共通選択科目から８単位、看護学分野専門科目から 16 単

位以上（特別研究８単位を含む）で編成される。看護学専門科目 16 単位のうち、他の分野から４単位

以上を受講することで、幅広い知識を習得できる構成としている。 

 

2.専門必修科目では、看護の基盤となる理論と高い倫理観を培う科目、様々な看護現象を科学的・学際的

観点から捉え、問題解決技法を養う科目を配置している。→DP1 DP2 
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3.共通選択科目では、研究を遂行するために基礎となる知識を修得し、看護実践に応用できる能力を養う

科目を、学生の専門性に基づいて選択して学習できるように配置している。→DP3 DP4 

 

4.看護分野の専門科目では、専門分野の独自性と専門性を学習し学識を深めるとともに、問題解決技法を

身につけ多様性と協働性をもって看護活動ができる能力を培うために特論と演習を配置している。 

→DP1 DP2 DP4 

 

5.様々な看護現象を科学的・学術的視点からとらえ主体的に探求する能力を身につけるため、特別研究お

よび課題研究の科目を配置している。これまでに獲得した知識や技法を統合し、課題の解決と新たな価

値の創造につなげていく能力や態度を修得するために修士論文を課している。→DP3 DP4 
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(2)教育課程及び履修基準 

人間社会学研究科 

 

 ※ ＊がついている科目は、認定社会福祉士の資格取得に必要な研修単位（「その他科目」の単位）

とすることができる科目です。これらの科目の単位を用いて認定社会福祉士の認定申請を行う場

合は、事前に専攻の教員もしくは教務入試班にご相談ください。 

※ 「授業方法」に「メディア」と記載された科目は、全コマ数の半数以上（全 15 回授業の場合は

８回以上）の「メディア」授業が設定された科目です。「メディア」授業回は、学外からメディア

を用いて履修することができます。また、他の授業と同様に学内で履修することも可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専
攻 

科目 
区分 授業科目 

標準開講年次と単位数 授業 
方法 備  考 

年次 必修 選択 自由

社 

会 

福 

祉 

専 

攻 

コ
ア
科
目 

特別研究Ⅰ * 
特別研究Ⅱ * 
社会福祉研究法 * 
フィールドワーク 
量的研究法 * 
質的研究法 * 

１
２ 
１ 
１ 

１・２
１・２

４
４ 
２ 
 
 

 
 
２ 
１ 
１ 

 
 

 履修方法及び修了要
件 

 
１．修士課程の修了には、各自

の研究分野に従い、指導教

員の下に、所定の 30単位以

上を修得し、かつ修士論文

の審査と最終試験に合格し

なければならない。 

 

２．社会福祉専攻は、専攻から

必修科目 14単位を含めて、

合計30単位以上を修得する

こと。ただし、他の専攻の授

業科目又は学部の授業科目

から４単位まで、修了要件

として単位認定できる。 

 

専
門
科
目 

社会福祉研究Ａ 
社会福祉研究Ｂ 
ソーシャルワーク研究Ａ 
ソーシャルワーク研究Ｂ 
高齢者福祉研究Ａ 
高齢者福祉研究Ｂ 
障害者福祉研究Ａ 
障害者福祉研究Ｂ 
地域福祉研究Ａ 
地域福祉研究Ｂ 
子ども家庭福祉研究Ａ 
子ども家庭福祉研究Ｂ 
精神保健福祉研究Ａ 
精神保健福祉研究Ｂ 
福祉制度比較研究 
社会保障制度研究Ａ 
社会保障制度研究Ｂ 
地域問題研究Ａ 
地域問題研究Ｂ 

１・２
１・２
１・２
１・２
１・２
１・２
１・２
１・２
１・２
１・２
１・２
１・２
１・２
１・２
１・２
１・２
１・２
１・２
１・２

２
 
２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 
 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 

 

 

教
養
科
目

研究倫理 １  １  ﾒﾃﾞｨｱ 

Postgraduate presentation skills 
Development in English 

１・２  １   

計  １４ ４０  
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※ 「授業方法」に「メディア」と記載された科目は、全コマ数の半数以上（全 15 回授業の場合は

８回以上）の「メディア」授業が設定された科目です。「メディア」授業回は、学外からメディア

を用いて履修することができます。また、他の授業と同様に学内で履修することも可能です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専
攻 

科目 
区分 授業科目 

標準開講年次と単位数 授業 
方法 

備  考 
年次 必修 選択 自由

心 

理 

臨 

床 

専 

攻 

コ
ア
科
目 

特別研究Ⅰ 
特別研究Ⅱ 

１ 
２ 

４ 
４ 

  

  

３．心理臨床専攻は、専攻から

必修科目 18単位を含めて、合

計 30 単位以上を修得するこ

と。ただし、他の専攻の授業

科目又は学部の授業科目から

４単位まで、修了要件として

単位認定できる。 

 

４．心理臨床専攻の心理臨床基

礎科目及び選択科目Ｅ群につ

いては、他専攻の学生は受講

できない。 

 

心
理
臨
床
基
礎
科
目 

臨床心理学特論 
臨床心理面接特論Ⅰ（心理支援に関する理論
と実践） 
臨床心理面接特論Ⅱ 
臨床心理査定演習Ⅰ（心理的アセスメントに
関する理論と実践） 
臨床心理査定演習Ⅱ 
臨床心理基礎実習Ａ 
臨床心理基礎実習Ｂ 
臨床心理実習Ⅰ（心理実践実習Ａ） 
臨床心理実習Ⅱ 
心理実践実習Ｂ 

１・２
１・２

 
１・２
１・２

 
１・２
１ 
１ 

１～２
２ 

１～２

４
２ 
 
２ 
 
 
 
１ 
１ 
 
 

 

 
 
 
２ 
 
２ 
 
 

１０
１ 
２ 

 
 
 
 
 

 

心
理
学
専
門
科
目 

Ａ 
群 

心理統計法特論 
心理学研究法特論 

１・２
１・２

 
 

２ 
２ 

 
 

 

Ｂ 
群 

発達心理学特論  
認知心理学特論 

１・２
１・２

 
 

２ 
２ 

 
 

 

Ｃ 
群 

社会心理学特論 
司法・犯罪分野に関する理論と支援の展開 
家族関係・集団・地域社会における心理 
支援に関する理論と実践 

１・２
１・２
１・２

 
２
２ 
２ 

 
 

Ｄ 
群 

神経生理学特論 
老年心理学特論 
保健医療分野に関する理論と支援の展開 

１・２
１・２
１・２

 
 

２
２ 
２ 

 
 

 

Ｅ 
群 

投映法特論 
心理療法特論 

１・２
２ 

 
 

２ 
２ 

 
 

 

実 
 

践

展
開
科
目

福祉分野に関する理論と支援の展開 
教育分野に関する理論と支援の展開 
産業・労働分野に関する理論と支援の展開 
心の健康教育に関する理論と実践 

１・２
１・２
１・２
１・２

 

２
２ 
２ 
２ 

 

 

教
養
科
目 

研究倫理 １  １  ﾒﾃﾞｨｱ 

Postgraduate presentation skills 
Development in English 

１・２  １   

計  １８ ５１   
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※ 「授業方法」に「メディア」と記載された科目は、全コマ数の半数以上（全 15 回授業の場合は

８回以上）の「メディア」授業が設定された科目です。「メディア」授業回は、学外からメディア

を用いて履修することができます。また、他の授業と同様に学内で履修することも可能です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専
攻 

科目 
区分 授業科目 

標準開講年次と単位数 授業
方法 備  考 

年次 必修 選択 自由

子 

ど 

も 

教 

育 

専 

攻 

コ
ア
科
目 

教育課題研究Ａ 
教育課題研究Ｂ 
地域教育課題演習 
子ども教育実践実習Ⅰ 
子ども教育実践実習Ⅱ 
特別研究Ⅰ 
特別研究Ⅱ 

１
１ 
２ 
１ 
２ 
１ 
２ 

２
２ 
２ 
１ 
１ 
４ 
４ 

 
 
 

 
 

ﾒﾃﾞｨｱ 
ﾒﾃﾞｨｱ 
ﾒﾃﾞｨｱ 

 
 

ﾒﾃﾞｨｱ 
ﾒﾃﾞｨｱ 

５．子ども教育専攻は、所属す

る専攻から必修科目16単位

を含めて、合計 30単位以上

を修得すること。 

ただし、他の専攻の授業

科目又は学部の授業科目か

ら４単位まで修了要件とし

て単位認定できる。 

専 

門 

科 

目 

子ども教育研究法 
子ども教育カリキュラム研究 
子ども教育制度研究 
子どもの心理研究 
子ども音楽表現研究 
子ども造形表現研究 
子ども身体教育研究 
子どもの福祉研究 
学校教育研究 
統計学演習 
子ども教育カリキュラム演習 
子ども教育制度演習 
子どもの心理演習 
子ども音楽表現演習 
子ども造形表現演習 
子ども身体教育演習 
子どもの福祉演習 
学校教育演習 
子育ての社会学演習 

１・２
１・２
１・２
１・２
１・２
１・２
１・２
１・２
１・２
１・２
１・２
１・２
１・２
１・２
１・２
１・２
１・２
１・２
１・２

２
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ﾒﾃﾞｨｱ 
ﾒﾃﾞｨｱ 
ﾒﾃﾞｨｱ 
ﾒﾃﾞｨｱ 
ﾒﾃﾞｨｱ 
ﾒﾃﾞｨｱ 
ﾒﾃﾞｨｱ 
ﾒﾃﾞｨｱ 
ﾒﾃﾞｨｱ 
ﾒﾃﾞｨｱ 
ﾒﾃﾞｨｱ 
ﾒﾃﾞｨｱ 
ﾒﾃﾞｨｱ 
ﾒﾃﾞｨｱ 
 
ﾒﾃﾞｨｱ 
ﾒﾃﾞｨｱ 
ﾒﾃﾞｨｱ 
ﾒﾃﾞｨｱ 

教
養
科
目

研究倫理 １  １  ﾒﾃﾞｨｱ 

Postgraduate presentation skills 
Development in English 

１・２  １   

計  １６ ４０  
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看護学研究科 

 
※専門看護師コース開講科目 募集停止中 

年次
開講
時期

必修 選択 自由

 看護理論 1 前期 2

 看護倫理 1 前期 2

 看護研究法 1 前期 2

6

 コンサルテーション論 1 前期 2

 看護教育学 1 後期 2

 英語文献講読特論 1 前期 2

 看護政策論 1 通年 2

 Advanced生理学・病態生理学 1 前期 2

 Advancedフィジカルアセスメント    ※ 1 後期 2

 Advanced臨床薬理学 1 通年 2

 看護管理学 1 後期 2

 嗜癖行動学特論 1 後期 2

 ヘルスプロモーション科学 1 後期 2

 哲学的人間学 1 後期 2

 データ解析特論 1 前期 2

 データ解析演習 1 後期 2

 ウイメンズヘルス特論 1 前期 1

 ウイメンズヘルス演習 1 後期 1

28

年次
開講
時期

必修 選択 自由

 基礎看護学特論 1 前期 2

 基礎看護学演習 1 後期 2

 看護心理学特論 1 前期 2

 看護心理学演習 1 後期 2

 看護教育学特論 1 前期 2

 看護教育学演習 1 後期 2

 実験看護学特論 1 前期 2

 実験看護学演習 1 後期 2

共通  基盤看護学特別研究 1～2 通年 8

24

 地域看護学特論 1 前期 2

 地域看護学演習 1 後期 2

 思春期ヘルスプロモーション特論 1 前期 2

 思春期ヘルスプロモーション演習 1 後期 2

 在宅看護学特論 1 前期 2

 在宅看護学演習 1 後期 2

共通  ヘルスプロモーション看護学特別研究 1～2 通年 8

20

 小児看護学特論 1 前期 2

 小児看護学演習 1 後期 2

 成人看護学特論 1 前期 2

 成人看護学演習 1 後期 2

 老年看護学特論 1 前期 2

 老年看護学演習 1 後期 2

 精神看護学特論 1 前期 2

 精神看護学演習 1 後期 2

共通  臨床看護学特別研究 1～2 通年 8

24

標準開講年次・時期・単位数

教育

実験

地域

ヘル
プロ

在宅

老年

精神

授業科目

基礎

看護
心理

成人

共
通
選
択

全
学

小計

専
門
科
目

小計

専
門
必
修

小計

専
門
科
目

小計

専
門

科
目
区
分

標準開講年次・時期・単位数

授業科目
領
域

科
目
区
分

専
門

全
領
域

基
盤
看
護
学

小児

領
域

専
門
科
目

臨
床
看
護
学

小計

コ
ー
ス

全
コ
ー
ス

コ
ー
ス

研
究
コ
ー
ス

ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

看
護
学

コ
ー
ス
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看護学研究科 

 
※専門看護師コース開講科目 募集停止中 

年次
開講
時期

必修 選択 自由

 看護理論 1 前期 2

 看護倫理 1 前期 2

 看護研究法 1 前期 2

6

 コンサルテーション論 1 前期 2

 看護教育学 1 後期 2

 英語文献講読特論 1 前期 2

 看護政策論 1 通年 2

 Advanced生理学・病態生理学 1 前期 2

 Advancedフィジカルアセスメント    ※ 1 後期 2

 Advanced臨床薬理学 1 通年 2

 看護管理学 1 後期 2

 嗜癖行動学特論 1 後期 2

 ヘルスプロモーション科学 1 後期 2

 哲学的人間学 1 後期 2

 データ解析特論 1 前期 2

 データ解析演習 1 後期 2

 ウイメンズヘルス特論 1 前期 1

 ウイメンズヘルス演習 1 後期 1

28

年次
開講
時期

必修 選択 自由

 基礎看護学特論 1 前期 2

 基礎看護学演習 1 後期 2

 看護心理学特論 1 前期 2

 看護心理学演習 1 後期 2

 看護教育学特論 1 前期 2

 看護教育学演習 1 後期 2

 実験看護学特論 1 前期 2

 実験看護学演習 1 後期 2

共通  基盤看護学特別研究 1～2 通年 8

24

 地域看護学特論 1 前期 2

 地域看護学演習 1 後期 2

 思春期ヘルスプロモーション特論 1 前期 2

 思春期ヘルスプロモーション演習 1 後期 2

 在宅看護学特論 1 前期 2

 在宅看護学演習 1 後期 2

共通  ヘルスプロモーション看護学特別研究 1～2 通年 8

20

 小児看護学特論 1 前期 2

 小児看護学演習 1 後期 2

 成人看護学特論 1 前期 2

 成人看護学演習 1 後期 2

 老年看護学特論 1 前期 2

 老年看護学演習 1 後期 2

 精神看護学特論 1 前期 2

 精神看護学演習 1 後期 2

共通  臨床看護学特別研究 1～2 通年 8

24

標準開講年次・時期・単位数

教育

実験

地域

ヘル
プロ

在宅

老年

精神

授業科目

基礎

看護
心理

成人

共
通
選
択

全
学

小計

専
門
科
目

小計

専
門
必
修

小計

専
門
科
目

小計

専
門

科
目
区
分

標準開講年次・時期・単位数

授業科目
領
域

科
目
区
分

専
門

全
領
域

基
盤
看
護
学

小児

領
域

専
門
科
目

臨
床
看
護
学

小計

コ
ー
ス

全
コ
ー
ス

コ
ー
ス

研
究
コ
ー
ス

ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

看
護
学

コ
ー
ス
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年次
開講
時期

必修 選択 自由

 老年看護学特論 1 前期 2

 高齢者健康生活アセスメント論 1 前期 2

 老年病診断治療学 1 前期 1

 老年病診断治療学演習 1 前期 1

 高齢者看護方法論 1 前期 2

 高齢者地域・家族看護方法論 1 後期 1

 高齢者保健医療福祉政策・ケアシステム論 1 後期 2

 終末期高齢者看護論 1 後期 2

 認知症高齢者看護論 1～2 前期 2

 終末期老年看護実習Ⅰ 1 後期 2

 終末期老年看護実習Ⅱ 1 後期 3

 認知症老年看護実習Ⅰ 1～2 前期 2

 認知症老年看護実習Ⅱ 1～2 前期 3

 精神看護学特論 1 前期 2

 精神看護関連法規・制度・政策論 1 通年 2

 精神看護論 1 通年 2

 精神看護アセスメント論 1 通年 2

 精神看護セラピーⅠ 1 通年 2

 精神看護セラピーⅡ 1 通年 2

 リエゾン精神看護論 1 通年 2

 精神障がい者地域移行・地域定着看護論 1 通年 2

 精神看護専門看護師直接ケア実習 1 通年 2

 精神看護専門看護師役割実習 1 通年 2

 精神科診断治療実習 2 通年 2

 Advanced精神看護専門看護師直接ケア実習 2 通年 2

 Advanced精神看護専門看護師役割実習 2 通年 2

共通  課題研究 1～2 通年 4

55

領
域

専
門

科
目
区
分

授業科目

標準開講年次・時期・単位数

小計

臨
床
看
護
学

専
門
科
目

コ
ー
ス

専
門
看
護
師
コ
ー
ス

（

※
募
集
停
止
中
）

老
年
看
護

精
神
看
護
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(3)講義・演習・実習の開講科目数 

 
 

 

 

 

 
 

年次
開講時

期
必修 選択 自由

 基礎助産学特論 1 前期 2

 基礎助産学演習 1 通年 2

 助産学特論 1 前期 2

 助産学演習 1 後期 2

 ホリスティック助産学特論 1 前期 1

 ホリスティック助産学演習 1 後期 2

 助産実践学Ⅰ（妊娠期） 1 前期 2

 助産実践学Ⅱ（分娩期） 1 通年 4

 助産実践学Ⅲ（産褥・新生児期） 1 前期 2

 助産実践学Ⅳ（ハイリスクケア） 1 後期 2

 マネジメント助産学特論 2 後期 2

 コミュニティ助産学特論 1 後期 2

 コミュニティ助産学演習 1 後期 1

 助産学実習Ⅰ（助産所実習） 1 前期 1

 助産学実習Ⅱ（周産期ケア実習） 1 後期 8

 助産学実習Ⅲ（継続ケア実習） 2 通年 3

 助産学実習Ⅳ（ハイリスクケア実習） 2 前期 1

 助産学実習Ⅴ（健康教育実習） 2 通年 2

 助産学特別研究 1～2 通年 8

 助産学課題研究 1～2 通年 4

53

助
産
学

専
門
科
目

専
門

注１．専門必修科目６単位、共通選択科目８単位、看護学分野の専門科目16単位以上を修得することが必要で
　　　す。
注２.「特別研究」と「課題研究」は、修士論文作成指導であり、通常１年次前期から履修しますが、長期履
　　　修の場合は2年次前期からの履修もあり得ます。

標準開講年次・時期・単位数

授業科目

科
目
区
分

領
域

研究

実践共通

助
産

小計

研
究
・
助
産
実
践
形
成
コ
ー
ス

（単位：科目数）

研　究　科 講義科目 演習科目 実習科目 合計

社会福祉専攻科目 3 21 1 25

心理臨床専攻科目 20 3 5 28

子ども教育専攻 10 14 2 26

看護学専攻科目 31 23 5 59
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(3)講義・演習・実習の開講科目数 

 
 

 

 

 

 
 

年次
開講時

期
必修 選択 自由

 基礎助産学特論 1 前期 2

 基礎助産学演習 1 通年 2

 助産学特論 1 前期 2

 助産学演習 1 後期 2

 ホリスティック助産学特論 1 前期 1

 ホリスティック助産学演習 1 後期 2

 助産実践学Ⅰ（妊娠期） 1 前期 2

 助産実践学Ⅱ（分娩期） 1 通年 4

 助産実践学Ⅲ（産褥・新生児期） 1 前期 2

 助産実践学Ⅳ（ハイリスクケア） 1 後期 2

 マネジメント助産学特論 2 後期 2

 コミュニティ助産学特論 1 後期 2

 コミュニティ助産学演習 1 後期 1

 助産学実習Ⅰ（助産所実習） 1 前期 1

 助産学実習Ⅱ（周産期ケア実習） 1 後期 8

 助産学実習Ⅲ（継続ケア実習） 2 通年 3

 助産学実習Ⅳ（ハイリスクケア実習） 2 前期 1

 助産学実習Ⅴ（健康教育実習） 2 通年 2

 助産学特別研究 1～2 通年 8

 助産学課題研究 1～2 通年 4

53

助
産
学

専
門
科
目

専
門

注１．専門必修科目６単位、共通選択科目８単位、看護学分野の専門科目16単位以上を修得することが必要で
　　　す。
注２.「特別研究」と「課題研究」は、修士論文作成指導であり、通常１年次前期から履修しますが、長期履
　　　修の場合は2年次前期からの履修もあり得ます。

標準開講年次・時期・単位数

授業科目

科
目
区
分

領
域

研究

実践共通

助
産

小計

研
究
・
助
産
実
践
形
成
コ
ー
ス

（単位：科目数）

研　究　科 講義科目 演習科目 実習科目 合計

社会福祉専攻科目 3 21 1 25

心理臨床専攻科目 20 3 5 28

子ども教育専攻 10 14 2 26

看護学専攻科目 31 23 5 59

57 

3.学生の単位修得状況 
(1)成績評価及び単位認定（学部・研究科） 

単位の修得の認定は、試験の成績および平素の学習状況・出席状況等の総合的な評価によって行われ

るものであり、単位の修得はこれによって決定される。単位修得の認定を受けるためには、試験の有無

にかかわらず、原則として授業実施回数（補講も含む）の 3分の 2以上の出席が必要となる。本学の試

験の成績評価は､100 点を満点とする次の 5段階の評価点で行い､各段階に以下の成績評語及び GP（グレ

ード・ポイント）を当て､60 点以上を合格として単位を修得したものと認定する。ただし、大学院は GP

を導入していない。 

 

２０１８年度までの入学者 

 

評価点 成績評価 GP 単位の認定 

90～100 A 4.0 

認定する 

（合格） 

80～89 B 3.0 

70～79 C 2.0 

60～69 D 1.0 

0～59 不可 0.0 
認定しない 

（不合格） 
－ 未受験 0.0 

－ 無資格 0.0 

 

２０１９年度以降入学者 

 

評価点 成績評価 GP 単位の認定 

90～100 S 4.0 

認定する 

（合格） 

80～89 A 3.0 

70～79 B 2.0 

60～69 C 1.0 

0～59 不可 0.0 
認定しない 

（不合格） 
－ 未受験 0.0 

－ 無資格 0.0 

 

※未受験：出席は満たしているが、試験を受けなかったこと。 

※無資格：出席を満たしていないこと。 

 

学期ごとに、成績評語及び以下の計算式によって獲得ＧＰ、ＧＰＡ及び累積ＧＰＡを算出。 

     獲得ＧＰ＝（履修登録科目の単位数）×（成績評語に対応するＧＰ） 

            当該学期の履修登録科目の獲得ＧＰの総和 

ＧＰＡ ＝ ――――――――――――――――――――――――― 

              当該学期の履修登録科目の総単位数 

 

            前学期までの獲得ＧＰの総和 ＋ 当該学期の獲得ＧＰの総和 

   累積ＧＰＡ ＝ ――――――――――――――――――――――――――――― 

              当該学期までの履修登録科目の総単位数 

                   （ＧＰＡ、累積ＧＰＡ：小数点第３位以下切り捨て） 
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(2)学部単位修得状況（学科ごとの成績評価とＧＰＡ平均値） 

    
 

(3)大学院単位修得状況（成績評価） 

 
 

（単位：件数）

R2年度以前入学者
人間社会学部 看護学部

公共社会学科 社会福祉学科 人間形成学科 看護学科

S 180 167 265 1,238

A 182 232 242 1,369

B 79 135 122 307

C 44 76 55 47

不可 38 4 13 0

未受験 11 0 0 0

無資格 49 24 104 0

ＧＰＡ平均値 2.94 2.66 2.96 3.17

R3年度入学者
人間社会学部 看護学部

公共社会学科 社会福祉学科 人間形成学科 看護学科

Ｓ 413 660 558 453

Ａ 519 587 550 752

Ｂ 329 249 265 188

Ｃ 157 164 137 45

不可 40 20 9 0

未受験 8 4 0 0

無資格 30 33 53 0

ＧＰＡ平均値 2.66 2.98 2.87 3.12

R4年度入学者
人間社会学部 看護学部

公共社会学科 社会福祉学科 人間形成学科 看護学科

Ｓ 622 829 823 667
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Ｂ 567 404 518 943

Ｃ 305 152 216 494

不可 54 11 37 15

未受験 2 4 6 0

無資格 46 40 21 46

ＧＰＡ平均値 2.67 2.88 2.80 2.64

R5年度入学者
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公共社会学科 社会福祉学科 人間形成学科 看護学科
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Ｂ 662 712 578 1,175

Ｃ 457 423 294 585
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未受験 8 2 3 3

無資格 68 31 150 53

ＧＰＡ平均値 2.40 2.60 2.64 2.60

（単位：件数）

Ｂ

Ｃ

12 3

0 2

Ｓ

Ａ 106 60

Ｂ

Ｃ 3 3

Ｓ

Ａ

Ｒ５年度入学者

不可 1 0

未受験 1 0

無資格 9 0

人間社会学研究科 看護学研究科

230 15

42 61

3 9

無資格 2 0

不可

未受験

0 0

0 0

人間社会学研究科 看護学研究科

247 140

Ｒ４年度以前入学者
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(2)学部単位修得状況（学科ごとの成績評価とＧＰＡ平均値） 
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4.教員免許状取得数（高校公民・中学社会・幼稚園教諭・養護教諭） 

 
 

5.保育士資格取得者数 

 
 

6.スクールソーシャルワーカー教育課程修了者数 

 
 

7.社会福祉士・精神保健福祉士 国家試験合格者数 
 
社会福祉士 
 

 
 

精神保健福祉士 

 

 
 

Ｒ４年度

高校公民 6 13 4 6 9 5

Ｈ２９年度 Ｈ３０年度 Ｈ３１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度

5

幼稚園教諭 33 32 33 18 16 21

中学社会 6 9 4 4 6

10養護教諭 9 8 8 10 11

Ｒ５年度

7

7

12

13

Ｈ２９年度 Ｈ３０年度 Ｈ３１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度

21保育士 34 33 34 19 15

Ｒ５年度

12

( )内は、社会福祉国家試験合格の後、課程修了証を交付された者の人数

※Ｒ5年度の課程修了証交付予定者は、令和6年11月に手続きを行うため確定人数ではない。

4 (3) 9 (4) 5

Ｈ２９年度 Ｈ３０年度 Ｈ３１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度

(6)(3) 10 (6) 6 (3) 6修了者数

Ｒ５年度

5 (5)

44.2%93.5% 36,974 16,33846 43Ｒ４年度

Ｒ５年度 45 40 88.9% 34,539 20,050 58.1%

Ｈ２９年度 57 38 66.7% 43,937 13,288 30.2%

福岡県立大学（現役） 全国（現役）

受験者 合格者 合格率 受験者 合格者 合格率

29.9%

Ｈ３１年度 57 45 78.9% 39,629 11,612 29.3%

Ｈ３０年度 50 39 78.0% 41,639 12,456

29.3%

Ｒ３年度 45 33 73.3% 34,563 10,742 31.1%

Ｒ２年度 52 35 67.3% 35,287 10,333

Ｒ４年度 14 14 100.0% 7,024 4,996 71.1%

62.8%

Ｈ３１年度 15

Ｒ５年度 6 6 100.0% 6,978 4,911 70.4%

福岡県立大学（現役） 全国（現役）

受験者 合格者 合格率 受験者 合格者 合格率

Ｈ２９年度 17 15 88.2% 6,992 4,399 62.9%

64.2%

14 93.3% 6,633 4,119 62.1%

Ｈ３０年度 12 11 91.7% 6,772 4,251

Ｒ３年度 11 10 90.9% 6,502 4,267 65.6%

Ｒ２年度 10 10 100.0% 6,165 3,955
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8.看護師・保健師・助産師 国家試験合格者数 
 
看護師 

 

 
 

保健師 

 

 
 

助産師 
 

 
 
  

Ｒ５年度 93 92 98.9% 57,860 53,903 93.2%

福岡県立大学（現役） 全国（現役）

受験者 合格者 合格率 受験者 合格者 合格率

95.5%

Ｈ２９年度 90 90 100.0% 57,929 55,764 96.3%

Ｒ４年度 89 83 93.3% 58,911 56,276

94.7%

Ｈ３１年度 95 95 100.0% 59,320 56,175 94.7%

Ｈ３０年度 86 84 97.7% 58,308 55,216

95.4%

Ｒ３年度 93 92 98.9% 59,148 57,057 96.5%

Ｒ２年度 99 98 99.0% 59,593 56,868

Ｒ５年度 14 14 100.0% 7,387 7,218 97.7%

福岡県立大学（現役） 全国（現役）

受験者 合格者 合格率 受験者 合格者 合格率

96.8%

Ｈ２９年度 15 15 100.0% 7,675 6,572 85.6%

Ｒ４年度 15 15 100.0% 7,477 7,235

88.1%

Ｈ３１年度 12 12 100.0% 7,318 7,050 96.3%

Ｈ３０年度 13 13 100.0% 7,456 6,567

97.4%

Ｒ３年度 10 9 90.0% 7,504 6,975 93.0%

Ｒ２年度 13 13 100.0% 7,281 7,094

Ｒ５年度 5 5 100.0% 2,063 2,049 99.3%

福岡県立大学（現役） 全国（現役）

受験者 合格者 合格率 受験者 合格者 合格率

95.9%

Ｈ２９年度 6 6 100.0% 2,087 2,074 99.4%

Ｒ４年度 6 4 66.7% 2,055 1,971

99.9%

Ｈ３１年度 6 6 100.0% 2,098 2,088 99.5%

Ｈ３０年度 4 4 100.0% 2,079 2,076

99.7%

Ｒ３年度 5 5 100.0% 2,078 2,071 99.7%

Ｒ２年度 6 6 100.0% 2,097 2,091
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8.看護師・保健師・助産師 国家試験合格者数 
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Ｒ４年度 89 83 93.3% 58,911 56,276

94.7%

Ｈ３１年度 95 95 100.0% 59,320 56,175 94.7%

Ｈ３０年度 86 84 97.7% 58,308 55,216

95.4%

Ｒ３年度 93 92 98.9% 59,148 57,057 96.5%

Ｒ２年度 99 98 99.0% 59,593 56,868

Ｒ５年度 14 14 100.0% 7,387 7,218 97.7%

福岡県立大学（現役） 全国（現役）

受験者 合格者 合格率 受験者 合格者 合格率

96.8%

Ｈ２９年度 15 15 100.0% 7,675 6,572 85.6%

Ｒ４年度 15 15 100.0% 7,477 7,235

88.1%

Ｈ３１年度 12 12 100.0% 7,318 7,050 96.3%

Ｈ３０年度 13 13 100.0% 7,456 6,567

97.4%

Ｒ３年度 10 9 90.0% 7,504 6,975 93.0%

Ｒ２年度 13 13 100.0% 7,281 7,094

Ｒ５年度 5 5 100.0% 2,063 2,049 99.3%

福岡県立大学（現役） 全国（現役）

受験者 合格者 合格率 受験者 合格者 合格率

95.9%

Ｈ２９年度 6 6 100.0% 2,087 2,074 99.4%

Ｒ４年度 6 4 66.7% 2,055 1,971

99.9%

Ｈ３１年度 6 6 100.0% 2,098 2,088 99.5%

Ｈ３０年度 4 4 100.0% 2,079 2,076

99.7%

Ｒ３年度 5 5 100.0% 2,078 2,071 99.7%

Ｒ２年度 6 6 100.0% 2,097 2,091
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9.社会調査士資格取得者数 

 

 
 

10.上級情報処理士資格取得者 

 

 
 
11.認定心理士資格取得者数 

 

 
 

12.臨床心理士資格取得者数 

 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｒ４年度

社会調査士 15 21 29 26 30 13

Ｈ２９年度 Ｈ３０年度 Ｈ３１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ５年度

17

Ｒ４年度

上級情報処理士 29 38 43 44 26 18

Ｈ２９年度 Ｈ３０年度 Ｈ３１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ５年度

33

Ｒ４年度

認定心理士 1 1 0 0 0 0

Ｈ２９年度 Ｈ３０年度 Ｈ３１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ５年度

0

Ｒ４年度

臨床心理士 8 11 7 7 3 4

Ｈ２９年度 Ｈ３０年度 Ｈ３１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ５年度

3
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Ⅴ．教育の質の向上及び改善の取組 

1.FD活動（学部・研究科） 

 
 テーマ 日時 参加 

人数 

第 1 回 FD セミナー 大学改革セミナー 令和 5 年 12 月 20 日（水） 68 人 

第 2 回 FD セミナー E ラーニング講習会 令和 6年 2 月 27 日（火） 34 人 

第 3 回 FD セミナー アクティブラーニング研修会 令和 6年 3 月 4 日（月） 51 人 

第 4 回 FD セミナー GPS-Academic 報告会 令和 6年 3 月 6 日（水） 46 人 

第 5 回 FD セミナー 「DX ワーキング」（看護学部対象） 令和 6年 3 月 14 日（木） 22 人 

 

2.教員個人業績評価結果 

(1)趣旨 

 各教員が自己の一年の活動を再確認し、教育・研究・社会貢献・管理運営活動への貢献を高めるこ

と、並びに本学の教育・研究活動等の活性化を通した本学の使命の高揚を図ること。 

(2)評価の対象分野・ウエイト等 

対象分野は、①教育、②研究、③社会貢献及び④管理運営とする。対象分野ごとのウエイトは、①教

育（６０％以上）、②研究（１０％～３０％），③社会貢献（５％～１０％），④管理運営（５％～２

５％）とし、各教員は、４分野を合計して１００％とするウエイト申告（個人業績評価申告書・様式０

１）をするものとする。その場合のウエイトは、５％単位とする。 

 

(3)教員個人業績評価 

 

５段階の「評価基準」 

 
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

100～91 90～76 75～51 50～31 30 以下 

 

評価結果 

 

評価 

区分 
Ｈ３０年度分 Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 

A 3 1 1 9 1 0 

B 92 87 87 82 81 85 

C 2 7 7 2 10 11 

D 1      

E  1 2 1   
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3.授業評価アンケート 

学部  

これは、令和 5（2023）年度に福岡県立大学で開講された授業について学生による授業アンケートの結果で

ある。人間社会学部と看護学部において開講された授業評価を明らかにするとともに、教員の授業改善に役

立てることを目的とした。前期科目は 2023 年 6 月・8月、後期科目は 2023 年 11 月・2024 年 2 月に実施し

た。のべ 15,674 名分を回収した結果である。 

 質問項目 評価（平均）

1 
この授業は、あなたの知的好奇心や学習意欲を高める授業ですか。 

3.6 

2 
あなたは、この授業へ積極的に取り組んでいますか。 

3.6 

3 
担当教員とのコミュニケーションは取りやすいですか。 

3.5 

4 
この授業は、授業到達目標が達成できる学習効果の高い授業ですか。 

3.6 

5 
この授業は、現段階で総合的に満足できるものですか。 

3.6 

6 
この授業は、アクティブラーニングを活用した授業ですか。 

3.3 

7 
あなたは、この授業に関して１週間に平均してどのくらいの時間学習を行っていますか。 

3.6 

 
評価は 1,2,3,4 からなる 4段階    

 

 

大学院 
これは、令和 5（2023）年度に福岡県立大学大学院で開講された授業について大学院生による授業評

価の結果である。下記の項目別の実数は、高い、普通、低いの 3段階で、普通以上と回答した人数であ
る。全回答者数は 27 人であった。なお、パーセンテージ算定上無回答者は母数から除いている。 

 

質問項目 質問内容 ５年度 

実数 % 

大学院のカリキュラム 履修して良かったと思う科目 

（多い 普通 少ない 無回答）   

28 100

 

シラバス 

（履修の手引き） 

① シラバスは授業選択や学習の参考になったか 

（なった ややなった ならなかった 無回答） 

28 100

② 成績評価基準が明確に示されていたか 

（いる どちらともいえない 示されていない ） 

27 96

授業（講義・演習） ① 授業方法の満足度  

（高い 普通 低い） 

28 100

② 授業内での配布資料に関する満足度 

（高い 普通 低い） 

28 100

③ 授業課題に対する満足度 

（高い 普通 低い ） 

27 96

④ 授業内での対話・議論に関する満足度 

（高い 普通 低い） 

28 100

⑤ 授業内容の満足度 

（高い 普通 低い 無回答） 

28 100

実習 

（選択者のみ回答） 

 

① 実習時期・期間の満足度  

（高い 普通 低い ） 

18 95

② 実習前の指導への満足度  

（高い 普通 低い） 

18 95

③ 実習指導・支援体制の満足度  

（高い 普通 低い） 

19 100

④ 実習後の指導への満足度  

（高い 普通 低い） 

19 100
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⑤ 実習評価方法の満足度  

（高い 普通 低い） 

19 100

修士論文作成・研究 ① 指導体制の満足度  

（高い 普通 低い） 

27 100

② 指導方法・内容の満足度  

（高い 普通 低い） 

27 100

③ 研究計画発表会での助言への満足度  

（高い 普通 低い） 

24 96

大学院の雰囲気 ① 入学前後でのイメージの違い 

 

13 46

② 院生間のつながり 

（同学年・上下の学年） 

28 100

総合評価 満足度  

（高い 普通 低い） 

29 94
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⑤ 実習評価方法の満足度  

（高い 普通 低い） 

19 100

修士論文作成・研究 ① 指導体制の満足度  

（高い 普通 低い） 

27 100

② 指導方法・内容の満足度  

（高い 普通 低い） 

27 100

③ 研究計画発表会での助言への満足度  

（高い 普通 低い） 

24 96

大学院の雰囲気 ① 入学前後でのイメージの違い 

 

13 46

② 院生間のつながり 

（同学年・上下の学年） 

28 100

総合評価 満足度  

（高い 普通 低い） 

29 94
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4.卒業時学修到達度調査 

１.全学共通科⽬（教養科⽬・基礎科⽬）での学びについて 

 
2．学科の専門教育での学びにおいて 
人間社会学部公共社会学科 

 
 
 
 
 
 

そう思う 20 (46.5%) 26 (59.1%) 19 (63.3%) 60 (65.9%)

ややそう思う 19 (44.2%) 16 (36.4%) 10 (33.3%) 26 (28.6%)

どちらともいえない 2 (4.7%) 1 (2.3%) 0 (0.0%) 3 (3.3%)

あまりそう思わない 2 (4.7%) 0 (0.0%) 1 (3.3%) 1 (1.1%)

そう思わない 0 (0.0%) 1 (2.3%) 0 (0.0%) 0 (0.0%)

無回答 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 1 (1.1%)

計 43 (100.0%) 44 (100.0%) 30 (100.0%) 91 (100.0%)

そう思う 20 (46.5%) 23 (52.3%) 16 (53.3%) 50 (54.9%)

ややそう思う 20 (46.5%) 21 (47.7%) 12 (40.0%) 36 (39.6%)

どちらともいえない 2 (4.7%) 0 (0.0%) 1 (3.3%) 3 (3.3%)

あまりそう思わない 1 (2.3%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 1 (1.1%)

そう思わない 0 (0.0%) 0 (0.0%) 1 (3.3%) 0 (0.0%)

無回答 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 1 (1.1%)

計 43 (100.0%) 44 (100.0%) 30 (100.0%) 91 (100.0%)

そう思う 24 (55.8%) 31 (70.5%) 22 (73.3%) 56 (61.5%)

ややそう思う 18 (41.9%) 13 (29.5%) 7 (23.3%) 29 (31.9%)

どちらともいえない 1 (2.3%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 5 (5.5%)

あまりそう思わない 0 (0.0%) 0 (0.0%) 1 (3.3%) 0 (0.0%)

そう思わない 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%)

無回答 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 1 (1.1%)

計 43 (100.0%) 44 (100.0%) 30 (100.0%) 91 (100.0%)

問1-2.入学時に比べて、社会の諸問題に
ついての必要な情報を収集、分析、表現
する力を身につけることができた。

問1-3.入学時に比べて、異なる文化や価
値観を尊重しながら他者と共に生きてい
く姿勢を身につけることができた。

質問内容 回答選択肢
人間社会学部 看護学部

公共社会学科

問1-1.入学時に比べて、今後の社会人生
活に役立つ知識やスキルを身につけるこ
とができた。

社会福祉学科 人間形成学科 看護学科

質問内容 そう思う ややそう思う
どちらとも
いえない

あまりそう
思わない

そう思わない 無回答 計

20 20 0 3 0 0 43

(47%) (47%) (0%) (7%) (0%) (0%) (100%)

24 19 0 0 0 0 43

(56%) (44%) (0%) (0%) (0%) (0%) (100%)

21 21 1 0 0 0 43

(49%) (49%) (2%) (0%) (0%) (0%) (100%)

21 20 2 0 0 0 43

(49%) (47%) (5%) (0%) (0%) (0%) (100%)

19 20 4 0 0 0 43

(44%) (47%) (9%) (0%) (0%) (0%) (100%)

22 18 1 1 0 1 43

(51%) (42%) (2%) (2%) (0%) (2%) (100%)

15 23 3 2 0 0 43

(35%) (53%) (7%) (5%) (0%) (0%) (100%)

15 21 5 2 0 0 43

(35%) (49%) (12%) (5%) (0%) (0%) (100%)

18 20 2 3 0 0 43

(42%) (47%) (5%) (7%) (0%) (0%) (100%)

24 18 1 0 0 0 43

(56%) (42%) (2%) (0%) (0%) (0%) (100%)

16 21 4 1 1 0 43

(37%) (49%) (9%) (2%) (2%) (0%) (100%)

23 13 4 3 0 0 43

(53%) (30%) (9%) (7%) (0%) (0%) (100%)

19 21 1 2 0 0 43

(44%) (49%) (2%) (5%) (0%) (0%) (100%)

問2-13.調査研究を行う際に、適切な方法により分析するこ
とができるようになった。

問2-1.社会学を中心とする社会科学の専門知識が身につい
た。

問2-2.異なる文化や価値観を、客観的に理解できるように
なった。

問2-3.地域課題や社会問題を、その歴史的背景や現状の多様
性をふまえて理解できるようになった。

問2-4.人間と社会に関連する幅広い諸科学の知識が身につい
た。

問2-5.物事について、根拠をふまえて意見する力がついた。

問2-6.物事について、公共性の観点をふまえ考えることがで
きるようになった。

問2-7.自分の考え・気持ちを、他者に伝わるよう適切に説明
できるようになった。

問2-12.資料やデータを収集する技法が身についた。

問2-8.地域課題や社会問題の背景を論理的に説明し、それへ
の対応策を説明できるようになった。

問2-9.目標に向けて自分で考え、主体的に活動できるように
なった。

問2-10.様々な地域課題や社会問題、または異なる文化・価
値観に対して関心をもつようになった。

問2-11.地域課題、または社会問題に対して、自ら何か働き
かけたいと思うようになった。
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人間社会学部社会福祉学科 

 
 
人間社会学部人間形成学科 

 
 
 
 
 
 
 
 

質問内容 そう思う ややそう思う
どちらとも
いえない

あまりそう
思わない

そう思わない 無回答 計

32 12 0 0 0 0 44

(73%) (27%) (0%) (0%) (0%) (0%) (100%)

29 14 1 0 0 0 44

(66%) (32%) (2%) (0%) (0%) (0%) (100%)

27 16 1 0 0 0 44

(61%) (36%) (2%) (0%) (0%) (0%) (100%)

21 22 1 0 0 0 44

(48%) (50%) (2%) (0%) (0%) (0%) (100%)

17 27 0 0 0 0 44

(39%) (61%) (0%) (0%) (0%) (0%) (100%)

22 19 2 0 0 1 44

(50%) (43%) (5%) (0%) (0%) (2%) (100%)

20 20 3 1 0 0 44

(45%) (45%) (7%) (2%) (0%) (0%) (100%)

23 20 0 1 0 0 44

(52%) (45%) (0%) (2%) (0%) (0%) (100%)

22 21 1 0 0 0 44

(50%) (48%) (2%) (0%) (0%) (0%) (100%)

27 16 1 0 0 0 44

(61%) (36%) (2%) (0%) (0%) (0%) (100%)

問2-6. ゼミ（「社会福祉学演習」「卒業論文」）をとおし
て、社会福祉およびそれに関連する問題に対して自分なりの
問を立て、考えを整理し、発表することに意欲的に取り組め
た。

問2-7.「卒業論文」をとおして自らが主体的に設定した社会
福祉に関わる課題について探求し、その成果を論理的に表現
することができた。

問2-8. 各実習（相談援助実習、精神保健福祉援助実習、学校
ソーシャルワーク実習）に対して、社会福祉およびそれに関
連する諸問題に関心を持ちながら、意欲的な態度で取り組め
た。

問2-9. 各実習（相談援助実習、精神保健福祉援助実習、学校
ソーシャルワーク実習）を通して、基本的なソーシャルワー
ク・スキルを修得できた。

問2-10.卒業後もソーシャルワークの専門性を継続的に高め
ていこうと思っている。

問2-5.ゼミ（「社会福祉学演習」「卒業論文」）をとおして
社会福祉に関する諸問題について、先行研究や各種の資料を
適切に収集し分析できるようになった。

問2-1. 社会福祉の原点となる人間の自由と尊厳、人権、社会
正義に関する知識が増えた。

問2-2. 社会学や心理学などの人間と社会に関する隣接諸科学
の知識が増えた。

問2-3. 社会福祉学科専門科目の講義をとおして、社会保障・
社会福祉の制度・政策およびソーシャルワークに関する専門
知識を理解することができた。

問2-4.社会福祉学科専門科目を受講したことにより、社会福
祉およびそれに関連する諸問題を文献や資料などの根拠に基
づいて考察できるようになった。

質問内容 そう思う ややそう思う
どちらとも
いえない

あまりそう
思わない

そう思わない 無回答 計

27 2 0 0 1 0 30

(90%) (7%) (0%) (0%) (3%) (0%) (100%)

22 7 1 0 0 0 30

(73%) (23%) (3%) (0%) (0%) (0%) (100%)

19 11 0 0 0 0 30

(63%) (37%) (0%) (0%) (0%) (0%) (100%)

16 11 2 1 0 0 30

(53%) (37%) (7%) (3%) (0%) (0%) (100%)

16 12 1 1 0 0 30

(53%) (40%) (3%) (3%) (0%) (0%) (100%)

15 14 1 0 0 0 30

(50%) (47%) (3%) (0%) (0%) (0%) (100%)

20 9 1 0 0 0 30

(67%) (30%) (3%) (0%) (0%) (0%) (100%)

19 10 0 1 0 0 30

(63%) (33%) (0%) (3%) (0%) (0%) (100%)

16 13 1 0 0 0 30

(53%) (43%) (3%) (0%) (0%) (0%) (100%)

16 13 1 0 0 0 30

(53%) (43%) (3%) (0%) (0%) (0%) (100%)

問2-8.入学時に比べて、保育・幼児教育的または心理的援助
の場面で倫理を意識して行動することができるようになっ
た。

問2-7.入学時に比べて、保育・幼児教育または心理学につい
て学んだことを社会に活かしたいと思うようになった。

問2-9.入学時に比べて、保育・幼児教育または心理に関する
諸問題を検討するための方法を身につけることができた。

問2-10.入学時に比べて、様々な立場にある人々に対する心
理的または保育・幼児教育的な援助のスキルを身につけるこ
とができた。

問2-1.入学時に比べて、保育・幼児教育または心理学に関す
る専門的知識が増えた。

問2-6.入学時に比べて、保育・幼児教育または心理に関する
課題をみつけ、検討することができるようになった。

問2-2.入学時に比べて、保育・幼児教育または心理学におけ
る援助について理解できるようになった。

問2-3.入学時に比べて、保育・幼児教育または心理学に関す
る最近の話題（現代的課題）について自分なりに考えること
ができるようになった。

問2-4.入学時に比べて、保育・幼児教育または心理に関する
諸問題に対して適切な対応プランを考えることができるよう
になった。

問2-5.入学時に比べて、文献を調べたり、調査・実験などを
行ったりして自分の考えを適切に表現することができるよう
になった。
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人間社会学部社会福祉学科 

 
 
人間社会学部人間形成学科 

 
 
 
 
 
 
 
 

質問内容 そう思う ややそう思う
どちらとも
いえない

あまりそう
思わない

そう思わない 無回答 計

32 12 0 0 0 0 44

(73%) (27%) (0%) (0%) (0%) (0%) (100%)

29 14 1 0 0 0 44

(66%) (32%) (2%) (0%) (0%) (0%) (100%)

27 16 1 0 0 0 44

(61%) (36%) (2%) (0%) (0%) (0%) (100%)

21 22 1 0 0 0 44

(48%) (50%) (2%) (0%) (0%) (0%) (100%)

17 27 0 0 0 0 44

(39%) (61%) (0%) (0%) (0%) (0%) (100%)

22 19 2 0 0 1 44

(50%) (43%) (5%) (0%) (0%) (2%) (100%)

20 20 3 1 0 0 44

(45%) (45%) (7%) (2%) (0%) (0%) (100%)

23 20 0 1 0 0 44

(52%) (45%) (0%) (2%) (0%) (0%) (100%)

22 21 1 0 0 0 44

(50%) (48%) (2%) (0%) (0%) (0%) (100%)

27 16 1 0 0 0 44

(61%) (36%) (2%) (0%) (0%) (0%) (100%)

問2-6. ゼミ（「社会福祉学演習」「卒業論文」）をとおし
て、社会福祉およびそれに関連する問題に対して自分なりの
問を立て、考えを整理し、発表することに意欲的に取り組め
た。

問2-7.「卒業論文」をとおして自らが主体的に設定した社会
福祉に関わる課題について探求し、その成果を論理的に表現
することができた。

問2-8. 各実習（相談援助実習、精神保健福祉援助実習、学校
ソーシャルワーク実習）に対して、社会福祉およびそれに関
連する諸問題に関心を持ちながら、意欲的な態度で取り組め
た。

問2-9. 各実習（相談援助実習、精神保健福祉援助実習、学校
ソーシャルワーク実習）を通して、基本的なソーシャルワー
ク・スキルを修得できた。

問2-10.卒業後もソーシャルワークの専門性を継続的に高め
ていこうと思っている。

問2-5.ゼミ（「社会福祉学演習」「卒業論文」）をとおして
社会福祉に関する諸問題について、先行研究や各種の資料を
適切に収集し分析できるようになった。

問2-1. 社会福祉の原点となる人間の自由と尊厳、人権、社会
正義に関する知識が増えた。

問2-2. 社会学や心理学などの人間と社会に関する隣接諸科学
の知識が増えた。

問2-3. 社会福祉学科専門科目の講義をとおして、社会保障・
社会福祉の制度・政策およびソーシャルワークに関する専門
知識を理解することができた。

問2-4.社会福祉学科専門科目を受講したことにより、社会福
祉およびそれに関連する諸問題を文献や資料などの根拠に基
づいて考察できるようになった。

質問内容 そう思う ややそう思う
どちらとも
いえない

あまりそう
思わない

そう思わない 無回答 計

27 2 0 0 1 0 30

(90%) (7%) (0%) (0%) (3%) (0%) (100%)

22 7 1 0 0 0 30

(73%) (23%) (3%) (0%) (0%) (0%) (100%)

19 11 0 0 0 0 30

(63%) (37%) (0%) (0%) (0%) (0%) (100%)

16 11 2 1 0 0 30

(53%) (37%) (7%) (3%) (0%) (0%) (100%)

16 12 1 1 0 0 30

(53%) (40%) (3%) (3%) (0%) (0%) (100%)

15 14 1 0 0 0 30

(50%) (47%) (3%) (0%) (0%) (0%) (100%)

20 9 1 0 0 0 30

(67%) (30%) (3%) (0%) (0%) (0%) (100%)

19 10 0 1 0 0 30

(63%) (33%) (0%) (3%) (0%) (0%) (100%)

16 13 1 0 0 0 30

(53%) (43%) (3%) (0%) (0%) (0%) (100%)

16 13 1 0 0 0 30

(53%) (43%) (3%) (0%) (0%) (0%) (100%)

問2-8.入学時に比べて、保育・幼児教育的または心理的援助
の場面で倫理を意識して行動することができるようになっ
た。

問2-7.入学時に比べて、保育・幼児教育または心理学につい
て学んだことを社会に活かしたいと思うようになった。

問2-9.入学時に比べて、保育・幼児教育または心理に関する
諸問題を検討するための方法を身につけることができた。

問2-10.入学時に比べて、様々な立場にある人々に対する心
理的または保育・幼児教育的な援助のスキルを身につけるこ
とができた。

問2-1.入学時に比べて、保育・幼児教育または心理学に関す
る専門的知識が増えた。

問2-6.入学時に比べて、保育・幼児教育または心理に関する
課題をみつけ、検討することができるようになった。

問2-2.入学時に比べて、保育・幼児教育または心理学におけ
る援助について理解できるようになった。

問2-3.入学時に比べて、保育・幼児教育または心理学に関す
る最近の話題（現代的課題）について自分なりに考えること
ができるようになった。

問2-4.入学時に比べて、保育・幼児教育または心理に関する
諸問題に対して適切な対応プランを考えることができるよう
になった。

問2-5.入学時に比べて、文献を調べたり、調査・実験などを
行ったりして自分の考えを適切に表現することができるよう
になった。
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看護学部看護学科 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

質問内容 そう思う ややそう思う
どちらとも
いえない

あまりそう
思わない

そう思わない 無回答 計

73 18 0 0 0 0 91

(80.2%) (19.8%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (100.0%)

64 27 0 0 0 0 91

(70.3%) (29.7%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (100.0%)

66 25 0 0 0 0 91

(72.5%) (27.5%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (100.0%)

53 34 4 0 0 0 91

(58.2%) (37.4%) (4.4%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (100.0%)

49 42 0 0 0 0 91

(53.8%) (46.2%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (100.0%)

56 34 0 0 1 0 91

(61.5%) (37.4%) (0.0%) (0.0%) (1.1%) (0.0%) (100.0%)

51 35 5 0 0 0 91

(56.0%) (38.5%) (5.5%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (100.0%)

57 33 1 0 0 0 91

(62.6%) (36.3%) (1.1%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (100.0%)

61 30 0 0 0 0 91

(67.0%) (33.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (100.0%)

問2-8.看護学部での学びで、対象の問題を解決するために多
職種と連携する意欲と態度が身についた。

問2-7.看護学部での学びで、看護の役割を自覚し、健康に関
する諸問題を主体的に探究することができるようになった。

問2-9.看護学部での学びで、看護者として異なる価値観や文
化を理解・尊重する倫理観や責任感が身についた。

問2-6.看護学部での学びで、他者に対して関心を持ち、人間
関係をつくる態度が身についた。

問2-1.看護学部での学びで、対象を支援するために必要な専
門知識が身についた。

問2-2.看護学部での学びで、科学的根拠に基づいて対応でき
る問題解決能力が身についた。

問2-3.看護学部での学びで、対象にあわせて、根拠に基づい
た適切な看護を選択する力が身についた。

問2-4.看護学部での学びで、対象にあわせて、安全で適切な
専門的看護技術を有している。

問2-5.看護学部での学びで、柔軟な思考を持ち、他者との違
いを理解した上で、自分の意見を伝えることができるように
なった。
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Ⅵ．入試  

1.学部別入学者受入方針 アドミッション・ポリシー 

 

人間社会学部 

（１）求める学生像 

1. 高等学校等で履修した教科・科目について、基礎的な知識・技能を有している。 

2. 情報をもとに分析する技能を身につけている。 

3. 論理的に思考し、判断することができる。 

4. 自らの考えを適切に表現することができる。 

5. 様々な課題について主体的に取り組む姿勢がある。 

6. 多様性を尊重し、多様な人々と協働して取り組むことに意欲がある。 

 

（２）入学者選抜の基本方針（公共社会学科、社会福祉学科、人間形成学科） 

人間社会学部の入学者選抜には、①一般選抜（前期日程、後期日程）、②学校推薦型選抜、③社会人特

別選抜、④国外就学経験者（帰国生）特別選抜、⑤留学生特別選抜、⑥転・編入学試験があります。多様

な人材を受け入れるため、複数の選抜方式を採用しています。 

 

① 一般選抜（前期日程、後期日程） 

大学入学共通テストによって、高等学校等における教科・科目の学習達成度を評価します。 

個別学力試験（小論文）によって、「知識・技能」と「思考力・判断力・表現力」を評価します。 

調査書によって、学力を多面的に評価します。 

② 学校推薦型選抜： 

小論文によって、「知識・技能」と「思考力・判断力・表現力」を評価します。 

英語試験によって、３技能（リーディング、リスニング、ライティング）を評価します。 

調査書、推薦書によって、学力を多面的に評価します。 

③ 社会人特別選抜： 

小論文によって、「知識・技能」と「思考力・判断力・表現力」を評価します。 

英語試験によって、３ 技能（リーディング、リスニング、ライティング）を評価します。 

口頭試問によって、出願時の提出書類を参考に、志望動機・専門分野への関心及び理解力・表現力等

を評価します。 

④ 国外就学経験者（帰国生）特別選抜、⑤ 留学生特別選抜： 

小論文によって、「知識・技能」と「思考力・判断力・表現力」を評価します。 

口頭試問によって、出願時の提出書類を参考に、志望動機・専門分野への関心及び理解力・表現力等

を評価します。 

⑥ 転・編入学試験： 

小論文によって、「知識・技能」と「思考力・判断力・表現力」を評価します。 

英語試験によって、３技能（リーディング、リスニング、ライティング）を評価します。 

口頭試問によって、出願時の提出書類を参考に、志望動機・専門分野への関心及び理解力・表現力等を

評価します。 
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Ⅵ．入試  

1.学部別入学者受入方針 アドミッション・ポリシー 

 

人間社会学部 

（１）求める学生像 

1. 高等学校等で履修した教科・科目について、基礎的な知識・技能を有している。 

2. 情報をもとに分析する技能を身につけている。 

3. 論理的に思考し、判断することができる。 

4. 自らの考えを適切に表現することができる。 

5. 様々な課題について主体的に取り組む姿勢がある。 

6. 多様性を尊重し、多様な人々と協働して取り組むことに意欲がある。 

 

（２）入学者選抜の基本方針（公共社会学科、社会福祉学科、人間形成学科） 

人間社会学部の入学者選抜には、①一般選抜（前期日程、後期日程）、②学校推薦型選抜、③社会人特

別選抜、④国外就学経験者（帰国生）特別選抜、⑤留学生特別選抜、⑥転・編入学試験があります。多様

な人材を受け入れるため、複数の選抜方式を採用しています。 

 

① 一般選抜（前期日程、後期日程） 

大学入学共通テストによって、高等学校等における教科・科目の学習達成度を評価します。 

個別学力試験（小論文）によって、「知識・技能」と「思考力・判断力・表現力」を評価します。 

調査書によって、学力を多面的に評価します。 

② 学校推薦型選抜： 

小論文によって、「知識・技能」と「思考力・判断力・表現力」を評価します。 

英語試験によって、３技能（リーディング、リスニング、ライティング）を評価します。 

調査書、推薦書によって、学力を多面的に評価します。 

③ 社会人特別選抜： 

小論文によって、「知識・技能」と「思考力・判断力・表現力」を評価します。 

英語試験によって、３ 技能（リーディング、リスニング、ライティング）を評価します。 

口頭試問によって、出願時の提出書類を参考に、志望動機・専門分野への関心及び理解力・表現力等

を評価します。 

④ 国外就学経験者（帰国生）特別選抜、⑤ 留学生特別選抜： 

小論文によって、「知識・技能」と「思考力・判断力・表現力」を評価します。 

口頭試問によって、出願時の提出書類を参考に、志望動機・専門分野への関心及び理解力・表現力等

を評価します。 

⑥ 転・編入学試験： 

小論文によって、「知識・技能」と「思考力・判断力・表現力」を評価します。 

英語試験によって、３技能（リーディング、リスニング、ライティング）を評価します。 

口頭試問によって、出願時の提出書類を参考に、志望動機・専門分野への関心及び理解力・表現力等を

評価します。 
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看護学部 

（１）求める学生像 

1.高等学校等で履修した教科・科目について、基礎的な知識・技能を有している。 

2.情報をもとに分析する技能を身につけている。 

3.論理的に思考し、判断することができる。 

4.自らの考えを適切に表現することができる。 

5.様々な課題について主体的に取り組む姿勢がある。 

6.多様性を尊重し、多様な人々と協働して取り組むことに意欲がある。 

 

（２）入学者選抜の基本方針 

看護学部の入学者選抜には、①一般選抜（前期日程、後期日程）、②学校推薦型選抜、③社会人特別選

抜、④全国児童養護施設等推薦特別選抜があります。多様な人材を受け入れるため、複数の選抜方式を採

用しています。 

 

① 一般選抜（前期日程、後期日程） 

大学入学共通テストによって、高等学校等における教科・科目の学習達成度を評価します。 

小論文によって、「知識・技能」と「思考力・判断力・表現力」を評価します。 

調査書によって、学力を多面的に評価します。 

② 学校推薦型選抜 

小論文によって、「知識・技能」と「思考力・判断力・表現力」を評価します。 

調査書、推薦書、英語の資格・検定試験により、学力を多面的に評価します。 

③ 社会人特別選抜 

小論文によって、「知識・技能」と「思考力・判断力・表現力」を評価します。 

面接及び自己推薦書によって、志望動機・専門分野への関心及び理解力・表現力等を評価します。 

④ 全国児童養護施設等推薦特別選抜 

小論文によって、「知識・技能」と「思考力・判断力・表現力」を評価します。 

調査書、推薦書、英語の資格・検定試験により、学力を多面的に評価します。 

面接によって、志望動機・専門分野への関心及び理解力・表現力等を評価します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

― 69 ―



70 

2.研究科別入学者受入方針 アドミッション・ポリシー 

 
人間社会学研究科 

(1)求める学生像 

1.専門分野及び専門分野を学ぶための大学卒業程度の知識を有している。 

2.専門分野に関する諸問題に取り組むための大学卒業程度の技能を有している。 

3.専門分野の知識をもとに研究の見通しを立てることができる。 

4.専門分野の知識をもとに自らの考えを適切に表現することができる。 

5.専門分野における諸問題について主体的に取り組む姿勢がある。 

6.高度福祉社会の実現のために、多様性を尊重し、多様な人々と協働して取り組むことに意欲がある。 

 

(2)入学者選抜の基本方針 

1.大学卒業程度の基礎的能力と適性を備えた学生を選抜するために入学者選抜を行う。 

2.外国語（英語）では、専門分野を学ぶための知識を評価する。 

3.専門科目では、専門分野の知識、技能及び表現力を評価する。 

4.口頭試問では、専門分野の知識、思考力・判断力及び表現力、主体性及び多様性・協調性を評価す 

る。 

5.大学卒業後の経験を一定以上有する受験者は、外国語（英語）の代わりに小論文での受験も可能と

し、その場合も外国語（英語）と同様、専門分野を学ぶための知識を評価する。 
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2.研究科別入学者受入方針 アドミッション・ポリシー 

 
人間社会学研究科 

(1)求める学生像 

1.専門分野及び専門分野を学ぶための大学卒業程度の知識を有している。 

2.専門分野に関する諸問題に取り組むための大学卒業程度の技能を有している。 

3.専門分野の知識をもとに研究の見通しを立てることができる。 

4.専門分野の知識をもとに自らの考えを適切に表現することができる。 

5.専門分野における諸問題について主体的に取り組む姿勢がある。 

6.高度福祉社会の実現のために、多様性を尊重し、多様な人々と協働して取り組むことに意欲がある。 

 

(2)入学者選抜の基本方針 

1.大学卒業程度の基礎的能力と適性を備えた学生を選抜するために入学者選抜を行う。 

2.外国語（英語）では、専門分野を学ぶための知識を評価する。 

3.専門科目では、専門分野の知識、技能及び表現力を評価する。 

4.口頭試問では、専門分野の知識、思考力・判断力及び表現力、主体性及び多様性・協調性を評価す 

る。 

5.大学卒業後の経験を一定以上有する受験者は、外国語（英語）の代わりに小論文での受験も可能と

し、その場合も外国語（英語）と同様、専門分野を学ぶための知識を評価する。 

  

71 

看護学研究科 

（1）求める学生像 

1.看護学を研究するための基本的知識・技法を有している。 

看護学の基礎的知識を有している。 

専門分野に関心と問題意識を有している。 

専門分野の知識を基に研究の見通しを立てることができる。 

専門分野における国内外の論文の基礎的な読解力を有している。 

 

2.専門知識・技法を用いて、主体的に課題を解決し社会に貢献できる資質を有している。 

看護学に関する未知の課題を主体的に解決できる資質を有している。 

専門性を高め、社会に貢献したいという熱意と意欲を有している。 

 

3.学習を深めるための基礎的能力を有している。 

学習を深めるために必要な基礎的教養（学力）を有している。 

課題解決に必要な柔軟な発想と思考を備えディスカッションを深めることができる。 

専門知識を用いて自分の考えを論理的に説明できる。 

 

（2）入学者選抜の基本方針 

1.大学卒業程度の基礎的能力と適性を備えた学生を選抜するために入学者選抜を行う。 

2.専門科目では、専門分野の知識、技能及び、思考力・判断力・表現力を評価する。 

3.外国語（英語）では、専門分野における知識、技能を評価する。 

4.口頭試問または面接では、専門分野を学ぶための知識、思考力・判断力及び表現力、主体性及び多様性・

協調性を評価する。 
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3.入学者選抜方法 

(1)学部別入学試験種別と試験科目 

 
 人間社会学部  

〇学校推薦型選抜概要 

区 分 学校推薦型選抜 

募集人員 

公共社会学科 １０人（うち県内枠 ６人、全国枠４人） 

社会福祉学科 １５人（うち県内枠１０人、全国枠５人） 

人間形成学科 １５人（うち県内枠１０人、全国枠５人） 

試験科目 試験科目等 

 小 論 文     ２００点  

 英   語     ２００点  

 調査書        ３０点（全体の学習成績の状況） 

             １０点（その他の記載事項） 

 推薦書         １０点 

出願期間 令和５年１１月０１日（水）～令和５年１１月１０日（金）１７時必着 

試験日 令和５年１１月１８日（土） 

合格発表 令和５年１２月０５日（火） 

 

〇一般選抜概要 

区 分 前期日程 後期日程 

募集人員 

公共社会学科   ３０人   １０人 

社会福祉学科   ２５人   １０人 

人間形成学科   ２５人   １０人 

試験科目 

大学入学共通テスト 

 国語                      ２００点 

 数学Ⅰ・数学Ａ                 １００点 

 地理歴史および公民から１科目       １００点 

 外国語（「英語」リスニングを含む）     ２００点（リーディング１００点、 

 リスニング１００点） 

個別学力試験等 

 小論文      ２００点 

 調査書       １０点 （全体の学習成績の状況） 

              ５点 （その他の記載事項） 

出願期間 令和６年０１月２２日（月）～令和６年０２月０２日（金）消印有効 

試験日 令和６年０２月２５日（日） 令和６年０３月１２日（火） 

合格発表 令和６年０３月０７日（木） 令和６年０３月２２日（金） 

 

〇社会人特別選抜概要 

区 分 社会人 

募集人員 

公共社会学科 

   若干名 社会福祉学科 

人間形成学科 

試験科目 個別学力試験 

 小 論 文  ２００点 

 英   語  １００点 

 口頭試問  １００点 

出願期間 令和５年１１月０１日（水）～令和５年１１月１０日（金）１７時必着 

試験日 令和５年１１月１８日（土） 

合格発表 令和５年１２月０５日（火） 
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3.入学者選抜方法 

(1)学部別入学試験種別と試験科目 

 
 人間社会学部  

〇学校推薦型選抜概要 

区 分 学校推薦型選抜 

募集人員 

公共社会学科 １０人（うち県内枠 ６人、全国枠４人） 

社会福祉学科 １５人（うち県内枠１０人、全国枠５人） 

人間形成学科 １５人（うち県内枠１０人、全国枠５人） 

試験科目 試験科目等 

 小 論 文     ２００点  

 英   語     ２００点  

 調査書        ３０点（全体の学習成績の状況） 

             １０点（その他の記載事項） 

 推薦書         １０点 

出願期間 令和５年１１月０１日（水）～令和５年１１月１０日（金）１７時必着 

試験日 令和５年１１月１８日（土） 

合格発表 令和５年１２月０５日（火） 

 

〇一般選抜概要 

区 分 前期日程 後期日程 

募集人員 

公共社会学科   ３０人   １０人 

社会福祉学科   ２５人   １０人 

人間形成学科   ２５人   １０人 

試験科目 

大学入学共通テスト 

 国語                      ２００点 

 数学Ⅰ・数学Ａ                 １００点 

 地理歴史および公民から１科目       １００点 

 外国語（「英語」リスニングを含む）     ２００点（リーディング１００点、 

 リスニング１００点） 

個別学力試験等 

 小論文      ２００点 

 調査書       １０点 （全体の学習成績の状況） 

              ５点 （その他の記載事項） 

出願期間 令和６年０１月２２日（月）～令和６年０２月０２日（金）消印有効 

試験日 令和６年０２月２５日（日） 令和６年０３月１２日（火） 

合格発表 令和６年０３月０７日（木） 令和６年０３月２２日（金） 

 

〇社会人特別選抜概要 

区 分 社会人 

募集人員 

公共社会学科 

   若干名 社会福祉学科 

人間形成学科 

試験科目 個別学力試験 

 小 論 文  ２００点 

 英   語  １００点 

 口頭試問  １００点 

出願期間 令和５年１１月０１日（水）～令和５年１１月１０日（金）１７時必着 

試験日 令和５年１１月１８日（土） 

合格発表 令和５年１２月０５日（火） 
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〇国外就学経験者（帰国生）特別選抜概要 

区 分 国外就学経験者（帰国生） 

募集人員 

公共社会学科 

   若干名 社会福祉学科 

人間形成学科 

試験科目 個別学力試験 
 小 論 文  ２００点 

 口頭試問  １００点  

出願期間 令和５年１１月０１日（水）～令和５年１１月１０日（金）１７時必着 

試験日 令和５年１１月１８日（土） 

合格発表 令和５年１２月０５日（火） 

 

〇留学生特別選抜概要 

区 分 留学生 

募集人員 

公共社会学科 

     若干名 社会福祉学科 

人間形成学科 

試験科目 個別学力試験 
 小 論 文  ２００点 

 口頭試問  １００点 

出願期間 令和５年１１月０１日（水）～令和５年１１月１０日（金）１７時必着 

試験日 令和５年１１月１８日（土） 

合格発表 令和５年１２月０５日（火） 

 
〇転・編入試概要 

区 分 転・編入学 転・編入年次 

募集人員 

公共社会学科 

   若干名    第３年次 社会福祉学科 

人間形成学科 

試験科目 個別学力試験 

 小 論 文  ２００点 

 英   語  ２００点 

 口頭試問  １００点 

出願期間 令和５年１１月０１日（水）～令和５年１１月１０日（金）１７時必着 

試験日 令和５年１１月１８日（土） 

合格発表 令和５年１２月０５日（火） 

 

 看護学部  

○学校推薦型選抜概要 

区 分 学校推薦型選抜 

募集人員 看護学部看護学科 ３０人（うち県内枠２０人、全国枠１０人） 

試験科目 試験科目等 

 小論文         ２００点 

 調査書           ３０点（全体の学習成績の状況） 

                 １０点（その他の記載事項） 

 推薦書              １０点 

 英語の資格・検定試験 ５点（英語力国際指標 CEFR の定める B１レベル以

上） 

出願期間 令和５年１１月０１日（水）～令和５年１１月１０日（金）１７時必着 

試験日 令和５年１１月１８日（土） 

合格発表 令和５年１２月０５日（火） 
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〇一般選抜概要 

区 分 前期日程 後期日程 

募集人員 看護学部看護学科   ５０人   １０人 

試験科目 

大学入学共通テスト 

 国語 前期：１００点 後期：２００点 

 数学Ⅰ・数学Ａ  前期：１００点 後期：５０点 

 数学Ⅱ・数学Ｂ  前期：１００点 後期：５０点 

 物理基礎、化学基礎、生物基礎から２科目、または物理、化学、生物から 

１科目 前・後期：１００点 

 外国語（「英語」リスニングを含む）  前・後期：２００点 

 （リーディング１００点、リスニング１００点） 

個別学力試験等 

 小論文      ２００点 

 調査書       １０点 （全体の学習成績の状況） 

             ５点 （その他の記載事項） 

出願期間 令和６年０１月２２日（月）～令和６年０２月０２日（金）消印有効 

試験日 令和６年０２月２５日（日） 令和６年０２月２５日（日） 

合格発表 令和６年０３月０７日（木） 令和６年０３月０７日（木） 

 

〇社会人特別選抜概要 

区 分 社会人 

募集人員 看護学部看護学科    若干名 

試験科目 個別学力試験 

 小論文     ２００点 

 面  接     ５０点 

 自己推薦書  １０点 

出願期間 令和５年１１月０１日（水）～令和５年１１月１０日（金）１７時必着 

試験日 令和５年１１月１８日（土） 

合格発表 令和５年１２月０５日（火） 

 
○全国児童養護施設等推薦特別選抜概要 

区 分 全国児童養護施設等推薦特別選抜 

募集人員 看護学部看護学科    若干名 

試験科目 試験科目等 

 小論文         ２００点 

 調査書           ３０点（全体の学習成績の状況） 

                 １０点（その他の記載事項） 

 推薦書              １０点 

 英語の資格・検定試験 ５点（英語力国際指標 CEFR の定める B１レベル以

上） 

面接            ５０点 

出願期間 令和５年１１月０１日（水）～令和５年１１月１０日（金）１７時必着 
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区 分 社会人 
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○全国児童養護施設等推薦特別選抜概要 

区 分 全国児童養護施設等推薦特別選抜 

募集人員 看護学部看護学科    若干名 

試験科目 試験科目等 

 小論文         ２００点 

 調査書           ３０点（全体の学習成績の状況） 

                 １０点（その他の記載事項） 

 推薦書              １０点 

 英語の資格・検定試験 ５点（英語力国際指標 CEFR の定める B１レベル以

上） 

面接            ５０点 
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(2)研究科別入試選抜試験種別と試験科目 

 人間社会学研究科  

○募集要項 

区 分 一般選抜 追加選抜（注２） 

募
集
人
員 

社会福祉専攻 ６名 未定 

子ども教育専攻 ３名 未定 

心理臨床専攻 ６名 未定 

試
験
科
目 

個別学力試験 

 外国語（注１）  ： 英  語 

 専 門 科 目   ： 専攻に関するもの 

 口 頭 試 問   ： あらかじめ提出した研究計画書に基づく  

出願期間 
令和５年９月２５日（月）～ 

令和５年１０月２日（月）１７時必着 

令和６年１月１２日（金）～ 

令和６年１月２３日（火）１７時必着 

試験日 令和５年１０月１４日（土） 令和６年２月３日（土） 

合格発表 令和５年１０月２０日（金） 令和６年２月９日（金） 

 

 看護学研究科  

○募集要項 

区 分 自己推薦型選抜 一般選抜 

募
集
人
員 

看護学専攻 １２名 未定 

試
験
科
目 

個別学力試験 面 接 ：自己推薦書に基づく 

外国語  ：英 語 

専門科目 ：専攻に関するもの

面接    ：あらかじめ提出し

た「志望理由及び

研究課題」に基づく

出願期間 

令和５年６月５日（月）～ 

令和５年６月１２日（月）１７時

必着 

令和５年９月２５日（月）～ 

令和５年１０月２日（月）１７時

必着 

試験日 令和５年６月２４日（土） 令和５年１０月１４日（土） 

合格発表 令和５年６月３０日（金） 令和５年１０月２０日（金） 

         
注１：人間社会学研究科については、社会人受験者は英語の代わりに小論文を選択することができます。 

注２：追加選抜は、一般選抜で募集人数を満たさなかった専攻のみ行います。 
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4.入試実績 

(1)２０２４（令和６）年度 学部入学試験状況 

 

定員 志願者（Ｂ） 受験者（Ｃ） 合格者（Ｄ） 志願倍率 実質倍率 定員充足率

（Ａ） 男 女 （Ｂ）/（Ａ） （Ｃ）/（Ｄ） （Ｅ）/（Ａ）

公共社会学科 6 10 10 7 7 3 4 1.7 1.4 1.2

社会福祉学科 10 16 16 10 10 1 9 1.6 1.6 1.0

人間形成学科 10 29 29 12 12 0 12 2.9 2.4 1.2

26 55 55 29 29 4 25 2.1 1.9 1.1

公共社会学科 4 8 8 4 4 0 4 2.0 2.0 1.0

社会福祉学科 5 11 11 5 5 0 5 2.2 2.2 1.0

人間形成学科 5 20 20 6 6 1 5 4.0 3.3 1.2

14 39 39 15 15 1 14 2.8 2.6 1.1

公共社会学科 若干名 0 0 0 0 0 0 － － －

社会福祉学科 若干名 1 1 1 1 0 1 － 1.0 －

人間形成学科 若干名 0 0 0 0 0 0 － － －

1 1 1 1 0 1 － 1.0 －

40 95 95 45 45 5 40 2.4 2.1 1.1

公共社会学科 30 107 98 50 40 16 24 3.6 2.0 1.3

社会福祉学科 25 88 80 44 33 7 26 3.5 1.8 1.3

人間形成学科 25 139 132 38 35 6 29 5.6 3.5 1.4

80 334 310 132 108 29 79 4.2 2.3 1.4

公共社会学科 10 126 31 10 5 1 4 12.6 3.1 0.5

社会福祉学科 10 139 42 10 5 0 5 13.9 4.2 0.5

人間形成学科 10 136 51 10 8 1 7 13.6 5.1 0.8

30 401 124 30 18 2 16 13.4 4.1 0.6

110 735 434 162 126 31 95 6.7 2.7 1.1

公共社会学科 若干名 0 0 0 0 0 0 － － －

社会福祉学科 若干名 1 1 0 0 0 0 － － －

人間形成学科 若干名 1 1 0 0 0 0 － － －

2 2 0 0 0 0 － － －

公共社会学科 若干名 0 0 0 0 0 0 － － －

社会福祉学科 若干名 0 0 0 0 0 0 － － －

人間形成学科 若干名 0 0 0 0 0 0 － － －

0 0 0 0 0 0 － － －

公共社会学科 若干名 1 1 0 0 0 0 － － －

社会福祉学科 若干名 1 1 0 0 0 0 － － －

人間形成学科 若干名 5 5 1 1 0 1 － 5.0 －

7 7 1 1 0 1 － － －

公共社会学科 若干名 0 0 0 0 0 0 － － －

社会福祉学科 若干名 0 0 0 0 0 0 － － －

人間形成学科 若干名 0 0 0 0 0 0 － － －

0 0 0 0 0 0 － － －

公共社会学科 対象者 － 0 0 0 0 0 － － －

社会福祉学科 対象者 － 0 0 0 0 0 － － －

人間形成学科 対象者 － 0 0 0 0 0 － － －

－ 0 0 0 0 0 － － －

50 252 148 71 56 20 36 5.0 2.1 1.1

50 257 152 70 54 8 46 5.1 2.2 1.1

50 330 238 67 62 8 54 6.6 3.6 1.2

150 839 538 208 172 36 136 5.6 2.6 1.1

県内 20 63 63 22 22 0 22 3.2 2.9 1.1

全国 10 70 70 10 10 0 10 7.0 7.0 1.0

30 133 133 32 32 0 32 4.4 4.2 1.1

前期 50 152 140 76 65 6 59 3.0 1.8 1.3

後期 10 168 50 10 6 0 6 16.8 5.0 0.6

60 320 190 86 71 6 65 5.3 2.2 1.2

若干名 0 0 0 0 0 0 － － －

若干名 0 0 0 0 0 0 － － －

対象者 － 0 0 0 0 0 － － －

90 453 323 118 103 6 97 5.0 2.7 1.1

240 1,292 861 326 275 42 233 5.4 2.6 1.1

区分
入学者（Ｅ）

人
間
社
会
学
部

学校
推薦型

県内

小計

全国

小計

特別

小計

合計

一般
入試

前期

小計

後期

小計

公共社会学科　計

合計

社会人

合計

留学生
特別選抜

合計

転編入試験

合計

海外修学経験者
（帰国生）

合計

追試

合計

社会福祉学科　計

人間形成学科　計

人間社会学部 合計

看
護
学
部

学校推薦型

合計

一般

合計

社会人

全国児童養護施設

追試

看護学部　合計

両学部　合計
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4.入試実績 

(1)２０２４（令和６）年度 学部入学試験状況 
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社会福祉学科 10 16 16 10 10 1 9 1.6 1.6 1.0
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人
間
社
会
学
部
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推薦型
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(2)２０２４（令和６）年度 学部出身地別入学者数 

 
 

(3)２０２４（令和６）年度 大学院入学試験状況 

 
 
5.入試広報 
入試説明会・高校訪問・オープンキャンパス等 実績  

 
  

人間社会学部 看護学部

北海道 3 1 石川県 0 0 岡山県

学部 人間社会学部 看護学部 人間社会学部 看護学部

2 0

青森県 0 0 福井県 0 0 広島県 15 0

岩手県 0 0 山梨県 0 0 山口県 3 3

徳島県 1 0

秋田県 0 0 岐阜県 0 0 香川県

宮城県 0 0 長野県 0 0

1 0

山形県 0 0 静岡県 2 0 愛媛県 3 0

福島県 0 0 愛知県 2 0 高知県 0 0

福岡県 62 59

栃木県 1 0 滋賀県 1 0 佐賀県

茨城県 0 1 三重県 1 2

6 5

群馬県 0 0 京都府 1 1 長崎県 7 8

埼玉県 0 0 大阪府 0 0 熊本県 8 0

大分県 11 3

東京都 0 0 奈良県 1 0 宮崎県

千葉県 0 1 兵庫県 4 0

12 5

神奈川県 0 0 和歌山県 0 0 鹿児島県 9 9

新潟県 0 0 鳥取県 2 1 沖縄県 6 4

富山県 0 0 島根県 7 0

定員 志願者（Ｂ） 受験者（Ｃ） 合格者（Ｄ） 志願倍率 実質倍率 定員充足率

（Ａ） 男 女 （Ｂ）/（Ａ） （Ｃ）/（Ｄ） （Ｅ）/（Ａ）

6 8 8 7 7 4 3 1.3 1.1 1.2

6 21 20 7 6 2 4 3.5 2.9 1.0

3 2 2 2 2 0 2 0.7 1.0 0.7

15 31 30 16 15 6 9 2.1 1.9 1.0

12 28 26 12 11 2 9 2.3 2.2 0.9

27 59 56 28 26 8 18 2.2 2.0 1.0

入学者（Ｅ）
区分

両研究科　合計

人
間

社
会
学

研
究
科

社会福祉専攻

心理臨床専攻

子ども教育専攻

合計

看護学研究科 看護学専攻

区分 開催回数 参加人数 場所

オープンキャンパス 2 1,618 本学（対面、Web)

出前講義 14 479 新宮高校、嘉穂高校ほか

高校訪問 32 567 香椎高校、田川高校、春日高校ほか

入試説明会 10 90 エルガーラホール、ソラリア西鉄ホテルほか

意見交換会 0 0

合計 60 2,896

高校訪問（来学） 2 142 糸島高校、北九州高校

出前講義（来学） 0 0

― 77 ―



78 

Ⅶ．学生支援  

1.学生に対する経済面の援助 

(1)奨学金受給実績 

 
 

(2)授業料減免実績 

 
 

(3)授業料分割納付実績 

 
 

)学生寮の整備状況及び利用実績 

 
 

2.学生に対する生活支援（生活、健康、就職等進路、各種ハラスメント等） 

(1)保健室利用実績 

 

在学生数
（Ａ）

受給学生の
割合（％）
（Ｂ）／（Ａ）

和田奨学
基金

真島・市場
特別奨学金

日本学生
支援機構
（給付）

日本学生
支援機構

（第１種）

66.7%

大学院生 56 11

学部生 1,060 2 0 165

23.2%

合計
（Ｂ）

707

合計 1,116 2 0 165 316 216 0 64.5%19

13

720

2

2

学内制度 学外制度
その他

各自治体
奨学金

その他

2

17

日本学生
支援機構

（第２種）

福岡県
教育文化
奨学財団

305 216

区分
申請者数

基準該当者数
免除者数 割合（％）

（Ａ） （Ｂ） （Ｂ）／（Ａ）

前期

全額免除 79 79 45.1%

半額免除 1 1

175
2/3免除 40 40 22.9%

1/3免除 26 26

1.2%

173
2/3免除 41 41

後期

全額免除 84 84 48.6%

半額免除 2 2

14.9%

0.6%

23.7%

1/3免除 21 21 12.1%

前期 12 0 12

後期 17 1 18

区分 学部生 大学院生 合計

（令和5年5月1日現在）

共益費
（入寮時）

入寮期間

すずかけ寮 60 25 人 ２人部屋 4,300 円 10,000 円 30,000 円 原則２年

区分 定員 利用者数 形態 使用料 雑費

30,000 円 原則１年

8,000 円 30,000 円 原則１年

アザレア寮 99 88 人 個室 11,000 円 8,000 円

男子寮 12 7 人 個室 5,300円～7,000円

件

処置内容 件数 処置内容 件数

整形外科的応急処置 42 医療機関紹介 33

ベッド休養 115 病院移送 6

与薬 13 血圧測定 54

外科的応急処置 34 検尿 41

身体計測 57 学生相談紹介 22

アルコールパッチテスト 38 その他 159

614合計
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整形外科的応急処置 42 医療機関紹介 33

ベッド休養 115 病院移送 6

与薬 13 血圧測定 54

外科的応急処置 34 検尿 41
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(2)学生相談室利用実績 

 
 

(3)GPA に基づいた学習支援対象者数 

 
 

(4)課外・サークル活動概要 
ボランティア系：8 

 

６月４月

28 31 23 43023 44 39 34利用回数 33 49 49 52 25

３月 合計７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月５月 １月 ２月

公共社会学科 9 10 19

社会福祉学科 7 4 11

学部 前期 後期 合計

合計 36 43 79

人間形成学科 5 7 12

看護学科 15 22 37

サークル名 部員数

Ｓｕｎ　Ｓｕｎ 病児とその家族への支援として、学習支援やイベントの計画・運営などを行っています。 18

福岡県立大学ＢＢ
Ｓ

非行傾向にある子どもたちと関わりを持ち、一緒に活動しているボランティアサークルです。主な活動とし
て、NPO法人「田川ふれ愛塾」への訪問ボランティアを行っています。

37

けんけつっち（献
血推進サークル）

月に一度、所属している北九州ブロックの大学が集まり、赤十字社で定例会を行っています。
そこで今後の方針を決め、夏・冬に行う街頭献血、学内献血、5月の博多どんたくに参加します。夏前には、
県内所属大学全員で合宿を行い、若年層に向けて献血啓発活動を行っていくうえでの目標や知識を深めます。

手話サークル　ハ
ンドポスト

手話啓発活動サークルです。聴覚障害のある方とのコミュニケーションを図ったり、イベントで『手話コーラ
ス』を披露したりしています。

24

活　　動　　概　　要

湯山荘ボランティ
アサークル

児童養護施設「湯山荘」において、小学５・６年生対象の学習ボランティアや３～８歳くらいまでの幼児さん
たちと一緒に遊ぶ活動を行っています。

20

つくしんぼ（障が
い児ボランティア
サークル）

障害を持つ子供たちを大学に招いてゲームを楽しむ余暇支援活動を行っています。
その他にも、地域の施設で開催される行事に参加しサポートするなど、様々な活動を行っています。

11

45

まちづくりサーク
ル　たが輪

地域活動やボランティア、情報発信を行い、様々な人と連携しながら大学と田川の地域をより良くしていきま
す。

3

福岡県立大学消防
防災サークル

みんなで楽しく消防防災について学ぶサークルです。 12
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体育会系：17

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サークル名 活　　動　　概　　要 部員数

男子バスケット
ボール部

体育館における練習では、基本的な練習メニューから、試合に向けた応用練習まで、キャプテンを中心に皆で
一丸となって楽しく活動しています。また、地域の試合にも積極的に参加し、多くの方々と交流させてもらっ
ています。

10

男子サッカー部
水曜・土曜の週２度の練習、練習試合、インカレやリーグ戦への出場に向けて頑張っています。笑いの絶えな
い、先輩・後輩の仲が良いサークルです。

30

女子バスケット
ボール部

毎週火曜日の練習に加え、公式戦や練習試合などもあり、真面目に楽しく練習しています。 18

硬式テニス部
週４回、１３時からヤル気のあふれた部員たちが笑顔でコートを駆け回っています。
”仲の良いサークルトップ５”　には確実にランクインすると思います！

27

週4回テニスコートで活動を行っています。 8
ソフトテニスサー
クル

女子バレーボール
部

毎週月・水・金曜日に体育館で活動しています。練習時間は４時間を男子バレー部と半分ずつ使ってやってい
ます。初心者から経験者一緒に楽しくそして真剣に活動しています。

43

硬式野球部
キャッチボール、バッティング、ノック、ティー、べーラン…
リーグ戦に向け、一生懸命練習に取り組んでいます！

29

女子サッカー部
毎週火曜日、週１回のペースで県立大学のグラウンドを利用して練習しています。初心者から経験者までいま
すが、初心者に合わせた練習を行い、楽しくサッカーの技術を身に付けて貰うことをモットーとしています。
女子サッカー部は本当に個性豊かでみんな仲良く、楽しいサークルです。

9

男子バレーボール
部

週３回（月・水・金）、充実した練習を行い、インカレやリーグ戦にも参加しています。 13

フットサルサーク
ル 英彦山FC

週に２回、初心者・経験者関係なく、楽しく大人数でフットサルをしています。 25

軟式野球部 男女問わず野球が好きな人が集まっているので、みんな仲が良く、笑顔の絶えないサークルです。 27

バドミントン部
素敵な先輩・後輩に恵まれた素晴らしいサークルです。練習は基礎打ち、ノック、試合で互いのプレーを高め
あっています。経験者も未経験者も関係なく、全員が楽しめるような雰囲気づくりに努めていきます。

50

護身空手部 いざという時のために、実践的な護身に役立つ武道空手の技を修練しています。 7

弓道サークル ゴム弓、巻藁、立射、座射、審査の練習、筋トレ 5

卓球サークル
卓球を通して、体力の向上、男女・学年・学科の隔てなく楽しく活動する。あいさつ、マナー、言葉遣いなど
社会に出ても通用する人格・習慣を身に付ける。学業・生活の悩みをみんなで解決し合う。

20

陸上部 みんなで楽しく走ります！！ 40

剣道部 初心者から経験者まで幅広く、楽しみながらをモットーに活動をしています。 9
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体育会系：17
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文化系：17 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

和太鼓サークル　カツドン
毎週火曜日と金曜日に集まって打ち方を教え合ったり、基礎打ちを練習したり、グループに分かれて曲を作っ
たりして活動します。和太鼓を通して、コミュニケーションと表現力を養います。

15

ジャグリングサークル
ボールジャグリングやバランス芸、シガーボックスなどでさまざまな道具に挑戦し技を習得します。秋興祭な
どで人にジャグリングを披露することを目標として日々練習していきます。ジャグリングサークルに入れば人
をあっと驚かせる特技を習得できます。

4

福岡県立大学国際交
流サークル

県大生と留学生の国際交流イベントを企画・運営しています。 1

笑好会 賞レース、学生演芸会等の出場、校内ライブ 2

エンタメサークル 歌を歌ったり、クイズ大会をしたりします。 4

ボードゲームサークル

e-sportsサークル

ボードゲームを通して交流を深めます。

毎週火曜日と金曜日に集まって、e-sportsをします。

7

7

写真部 学校周辺で写真を撮ったり休日に遠出をして撮影会を行ったりします。大学祭では写真展示をしています。 26

HIP HOP　ダンスサークル

サークル内で各自チームを組み、ダンスイベントへの参加、大学祭のステージ参加をしています。
毎週火・木に体育館２階のダンスフロアでイベントやショーに向け、練習しています。いつも元気に楽しく練
習しているので、笑いの絶えないサークルです。

39

魔女のさんぽみち 月に１回活動する家庭科サークルです。ケーキ作りや雑貨作りなどを行っています。 11

軽音楽サークル　「万屋」
月に1回程度ライブしてます！イベントなどの音響手伝いもしてます！みなさん、ライブに遊びに来て下さ
い！

66

福岡県立大学吹奏楽団
毎週月・水・金曜日に音楽室にて練習しています。病院や小学校への慰問演奏や自主開催の演奏会、吹奏楽連
盟主催の演奏会へ参加しています。団員の数も増え、活動の機会も広がってきたので、大学の広報も一環とし
ても活動できたらと思います。

8

aimit
週に１度、みんな集まって各個人でイラストを描いています。お互いにアドバイスし合い、画力の向上に努め
ています。和気あいあいとした雰囲気です。秋興祭では、自分たちのイラストを展示し、部誌の製作、配布を
行っています。

23

ジャズ研
大学祭のステージ、新歓ライブ、クリスマスコンサートを通して、日頃の練習の成果を聴いて貰っています。
Jazzは難しいジャンルですが奥が深く、たくさんの魅力があり、初心者から始めた人も楽しく活動していま
す。

12

文芸部
毎年大学祭で配布する『部誌』を完成させるために日々活動しています。週に1度、部員を集めて、持ち寄っ
た創作物語を読み合っています。経験者も未経験者も気軽に入部できるサークルです。

18

二次研 アニメや漫画等を通して自由に話し合うサークルです。 16

サークル名 活　　動　　概　　要 部員数

茶道部
お茶のお稽古（表千家）と着付けのお稽古を中心に毎週活動をしています。秋の大学祭では、外部のお客さま
を呼んでお茶会を開きます。その他にも初釜や七夕茶会など、内輪で楽しむイベントも行っていますよ。茶道
の免許を取ることもできます。お茶を始めてみませんか？初心者の方も大歓迎です。

9
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(5)キャリア相談室利用人数実績 

 
 

(6)プレ・インターンシップ 
表１ インターンシップの実績 

 
 

表２ 研修会、報告会等の実績 

 
 

表３ 報告書等成果物について 

 

 

１年生 23 0 23

２年生 9 2 11

人間社会学部 看護学部 合計

既卒 0 7 7

合計 701 397 1,098

３年生 277 79 356

４年生 389 292 681

院生 3 17 20

受入企業(実数) 7 0

プレ・インターンシップ
中長期・実践型
インターンシップ

学生数(実数) 13 0

履修前ガイダンス 1
プレ・インターンシップ説明会 1
事前研修①：受入先のリサーチ　方法の指導と実践 1
事前研修②-1：自己能力チェックシートの作成、自己紹介書の作成指導と実践 1
事前研修②-２：自己紹介書添削 13

事前研修⑥：受入先へのインタビュー取材と報告 1
事前研修⑦：直前指導（先輩学生によるお話、質疑応答） 1
プレ・インターンシップ体験（1人5日間、13名現場体験） 65

事前研修③：マナー研修１（敬語・書類送付・その他） 1

事前研修④：電話応対練習、電話入れ訪問アポイント取り、自己紹介実践と指導（先輩学生による
お話） 1

事前研修⑤：体験先事前訪問（各体験先にて 対面・リモート） 1

研修会等 回数

プレ・インターンシップチラシ配布（入学式資料） 1

受入先ヒアリング（中間） 7

受入先ヒアリング、要望確認 7

事後研修①：体験報告書作成、スキルチェックシート作成 1

３ヶ月後の振返り 1

事後研修②：全体での振り返り、スキルチェック事前事後比較ディスカッション 1
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(7)インターンシップ参加者数及び派遣企業・団体数 

 
 

(8)支援を必要とする学生数 

 
 

(9)留学生ビジット状況 

 
 

(10)留学生支援事業実施状況 

 
 

(11)社会福祉士及び精神保健福祉士国家試験の受験対策実施状況 

 
 

 

 

 

参加者数 派遣企業・団体数 派遣先

Ｈ２９年度 21 21 田川市役所、飯塚市役所など

Ｈ３０年度 20 18 田川市役所、飯塚市役所など

Ｒ３年度 8 7 田川市役所、飯塚市役所など

Ｒ５年度 37 22 田川市役所、飯塚市役所など

Ｈ３１年度 54 38 田川市役所、飯塚市役所など

Ｒ２年度 34 19 田川市役所、飯塚市役所など

Ｒ４年度 36 21 田川市役所、飯塚市役所など

人間社会学部 看護学部 人間社会学研究科 看護学研究科

障がいのある学生 28 5 0 0

留学生 0 0 0 0

社会人学生 0 0 17 4

合計 28 5 17 4

ホームビジット先 留学生の出身大学 人数 ホームビジット期間

個人宅（田川市）
威徳大学校・三育大学校・

南京師範大学
5 2023年12月30日

実施日 行き先 事業内容

令和5年6月3日 田川市・飯塚市 ひよこ本舗吉野堂穂波工場と田川市石炭・歴史博物館見学、三井寺訪問

令和5年7月22日 北九州市 いのちのたび博物館、イオンモール八幡東、海響館見学

令和5年10月28日 朝倉市・東峰村 梨狩り、陶芸体験

―

46

先輩との交流会 2 73

参加人数
（オンデマンド）

―

模試 2 74

受験対策内容 回数
参加人数
（対面）

受験対策講座 30 ―
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(12)看護師・保健師国家試験の受験対策実施状況  

 
 
 
 
 

 
(13)公務員講座実施状況 

 
 
(14)就職対策講座実施状況 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※Ｒ４年度以降は対策講座のみを実施

Ｒ４年度

授業回数 70回/110回 70回/110回 70回/110回 70回/110回 70回/110回 －/110回

Ｈ２９年度 Ｈ３０年度 Ｈ３１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度

登録者人数 34名/30名 41名/10名 27名/20名 28名/15名 17名/17名

Ｒ５年度

－/110回

－/18名

※Ｒ３年度までは対策＜基礎＞講座と対策講座の２コースを実施（対策＜基礎＞講座/対策講座）

－/12名

Ｈ２９年度 Ｈ３０年度 Ｈ３１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度

６７９名

Ｒ５年度

３５回２７回

参加者数 １０２名 ３７１名 １０５名 ９６名 ８１２名 ４３４名

回数 １１回 １２回 ５回 １０回 ３４回

模試 看護師10、保健師5 看護師755、保健師75

受験対策内容 回数 参加延人数

補講 看護師6、保健師1 看護師390、保健師１
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Ⅷ．施設・設備  
1.講義室等の設置状況  

 
 

2.施設・設備のバリアフリー化状況  

 
 

3.自主的な学習活動が可能な施設  

 
 

4.自習室（１号館 1階） の利用状況 

 
 

 
 

 

 

6 2 5 1

97 5 10 1

13 1 1

17 1 1

27 1 1

事務室 学長室

33 2

1 0

情報処理
学習施設

2

1

3

語学学習
施設

1

119

実験実習室

5

3

5

4

17

演習室

1

7

11

区分

１号館

２号館

３号館

４号館

５号館

その他

計

講義室

7

1

7

2

9

1

27

研究室 会議室

心理学実験棟

設置

設置

１ヶ所

１ヶ所

福利厚生棟

附属研究所

多目的トイレ

４ヶ所

２ヶ所

４ヶ所

４ヶ所

５ヶ所

２ヶ所

１ヶ所

階上階用
エレベーター

設置

設置

設置

設置

設置

設置

設置

スロープ

設置

設置

設置

設置

設置

設置

設置

設置

１号館

２号館

３号館

４号館

５号館

管理棟・講堂・大講義室

図書館

体育館・プール

点字ブロック

設置

設置

・ １号館１階　自習室 ・ 図書館（本館・分館（４号館１階））

・ １号館１階　国家試験対策室（３室） ・ ３号館２階３２１１自習室

・ ５号館２階　自習室（４室）

施設一覧

年間延べ人数

時間帯 8:45～17:00 17:00～21:00 8:45～17:00 17:00～21:00

Ｒ２年度Ｈ３０年度 Ｈ３１年度

8:45～17:00 17:00～21:00

363 154 563 304 808 179

年間延べ人数 524 1,674 190 451 1,490 367

時間帯 ～8:30 8:30～17:00 17:00～21:00 ～8:30 8:30～17:00 17:00～21:00 ～8:30 8:30～17:00 17:00～21:00

Ｒ３年度 Ｒ４年度

1,548 211 300

Ｒ５年度
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(12)看護師・保健師国家試験の受験対策実施状況  

 
 
 
 
 

 
(13)公務員講座実施状況 

 
 
(14)就職対策講座実施状況 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※Ｒ４年度以降は対策講座のみを実施
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授業回数 70回/110回 70回/110回 70回/110回 70回/110回 70回/110回 －/110回
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－/110回

－/18名
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－/12名

Ｈ２９年度 Ｈ３０年度 Ｈ３１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度

６７９名

Ｒ５年度
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受験対策内容 回数 参加延人数

補講 看護師6、保健師1 看護師390、保健師１
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5.ICT 環境（情報処理センター） 

(1)情報処理学習施設 

区分 パソコン台数 利用曜日 時間 

情報処理教室 1 74 月～金 8：30～20：00 

情報処理教室 2 56 月～金 8：30～20：00 

情報処理教室 3 16 月～金 8：30～18：00 

附属図書館 40 月～土 
8：45～20：00（月～金） 

8：45～17：00（土） 

(2)無線 LAN アクセスポイント 

建 物 設 置 箇 所 建 物 設 置 箇 所 

1 号館 

1 階 2 箇所（キャンパススクール、学生談話室） 

2 階 2 箇所（公共社会学科学生研究室、1222 講義室） 

3 階 
6 箇所（心理臨床大学院生研究室、研究室（2部屋）、1314 講義室、1317 講義室、

1318 講義室） 

4 階 1 箇所（1410 栄養実習室） 

2 号館 
1 階 1 箇所（2101 講義室） 

2 階 1 箇所（ピアノ練習室前） 

3 号館 

1 階 
5 箇所（3102 演習室、3104 演習室、3107 非常勤講師室、3109 講義室、キャリア

サポートセンター） 

2 階 
6 箇所（3202 講義室、3203 講義室、3204 講義室、3207 講義室、3212 講義室、

3211 自習室） 

3 階 4 箇所（3317（LL教室）、3319 講義室、廊下 2箇所） 

4 号館 

1 階 2 箇所（図書室） 

2 階 2 箇所（4201 講義室、4202 講義室） 

3 階 2 箇所（4302（学生実験室）、廊下） 

4 階 3 箇所（会議室、廊下２箇所） 

5 号館 

1 階 2 箇所（5101 講義室、5106 講義室） 

2 階 4 箇所（廊下） 

3 階 4 箇所（5301 実習室Ⅳ、5302 実習室Ⅲ、5303 実習室Ⅱ、5304 実習室 I） 

4 階 5 箇所（小会議室、廊下４箇所） 

講堂管理棟 
1 階 2 箇所（大講義室、廊下） 

2 階 1 箇所（廊下） 

心理学実験棟 1 階 1 箇所（待合室） 

附属図書館 

1 階 2 箇所（自習室、閉架書庫） 

2 階 2 箇所（閲覧室、AV コーナー） 

3 階 2 箇所（閲覧室、総合資料研究室兼同和・人権資料室） 

附属研究所 
1 階 2 箇所（大セミナー室、廊下） 

2 階 2 箇所（廊下 2箇所） 

福利厚生棟 1 階 2 箇所（食堂） 
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6.図書館 
(1)施設・職員、開館時間 

 
 

(2)貸出条件 

 
 

区分

土曜日

日曜日・祝日

8:45 22:00

8:45 21:0017:00

本館 看護学部分館

開館 閉館 開館 閉館

8:45
通常期間
（下記を除く期間）

8:45 20:00平日

休館 休館 9:00 17:00

休館日

平日

土曜日 休館 9:00

・年末年始（１２月２９日～翌年１月３日）
・盆（８月１３日～１５日）
・大学及び大学院入学試験日
・秋興祭
・館内整理日
（毎月末日、末日が休日の場合は前日）
・館長が定める臨時閉館日

職員数

8:45

休館 休館

8:45 17:00

9:00 17:00

3(うち図書館事務1)人

17:00

2 人

17:00休館

日曜日・祝日

１月４～９日
３月１～３１日
８月１０日～９月３０日
１２月２４～２９日

③　雑誌の最新号、新聞

④　機械可読資料（マイクロフィルム、CD－ROM等）

⑤　映像資料（DVD、ビデオテープ、ビデオディスク等）

⑥　その他館長が館外利用を不適当と認めたもの

貸出中の図書は予約者のないときに限り、貸出期間を更新することができます。

雑誌

図書

図書 ５冊以内

３冊以内

２週間以内

雑誌 １週間以内

音楽CD・カセット ２タイトル以内 １週間以内

４年生、留学生、認定看護師、卒業生（学
部）、研究生（学部）

次の図書は帯出できません。

○帯出更新

①　図書（辞書、辞典、図鑑、年鑑、統計、地図、法令集及びこれらに準ずるもの）

利用者 種別 数 期間

○帯出冊数および日数

図書 ５冊以内

1

2

3

１週間以内

10冊以内 30日間以内

５冊以内 １週間以内

２タイトル以内 １週間以内

３冊以内 １週間以内

②　貴重図書

２タイトル以内

 大学院生、大学院修了生、研究生（大学
院）、科目等履修生（大学院）、 教職員
(非常勤の者を含む）

１週間以内音楽CD・カセット

１～３年生、聴講生、科目等履修生（学
部）、一般学外者

雑誌

音楽CD・カセット
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5.ICT 環境（情報処理センター） 
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1318 講義室） 

4 階 1 箇所（1410 栄養実習室） 

2 号館 
1 階 1 箇所（2101 講義室） 

2 階 1 箇所（ピアノ練習室前） 

3 号館 

1 階 
5 箇所（3102 演習室、3104 演習室、3107 非常勤講師室、3109 講義室、キャリア

サポートセンター） 

2 階 
6 箇所（3202 講義室、3203 講義室、3204 講義室、3207 講義室、3212 講義室、

3211 自習室） 

3 階 4 箇所（3317（LL教室）、3319 講義室、廊下 2箇所） 

4 号館 

1 階 2 箇所（図書室） 

2 階 2 箇所（4201 講義室、4202 講義室） 

3 階 2 箇所（4302（学生実験室）、廊下） 

4 階 3 箇所（会議室、廊下２箇所） 

5 号館 

1 階 2 箇所（5101 講義室、5106 講義室） 

2 階 4 箇所（廊下） 

3 階 4 箇所（5301 実習室Ⅳ、5302 実習室Ⅲ、5303 実習室Ⅱ、5304 実習室 I） 

4 階 5 箇所（小会議室、廊下４箇所） 
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1 階 2 箇所（大講義室、廊下） 

2 階 1 箇所（廊下） 

心理学実験棟 1 階 1 箇所（待合室） 

附属図書館 

1 階 2 箇所（自習室、閉架書庫） 

2 階 2 箇所（閲覧室、AV コーナー） 

3 階 2 箇所（閲覧室、総合資料研究室兼同和・人権資料室） 
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1 階 2 箇所（大セミナー室、廊下） 

2 階 2 箇所（廊下 2箇所） 

福利厚生棟 1 階 2 箇所（食堂） 
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(3)蔵書数 

 
 

(4)入館者状況                 

 
 

(5)貸出状況（学内・学外者） 

 
 

7．学生団体が課外活動に利用する施設の整備状況 

サークル部屋・学生会館 

 
 

 

（単位：冊）

14

31,104

17

6 5

本館

学術雑誌
（うち外国書）

21,015

図書
（うち外国書）

75,840

21,728

13,377

分館

9

区分
（うち外国書）電子ジャーナル

11

8,351

140,415

171,519

1,878 35,367

合計 22,893 111,207

（単位：人）

※Ｈ３１年度２月からデータの取得が可能となったもの

Ｒ４年度

9,142

Ｒ５年度

本館 17,996 11,672 11,631 5,007 8,879 9,128 9,205

区分 Ｈ２９年度 Ｈ３０年度 Ｈ３１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度

8,246

リポジトリ※ 11,163 88,051 94,045 108,939 134,853

分館 27,912 25,412 22,709 6,585 10,112

127,209 152,304合計 45,908 37,084 45,503 99,643 113,036

（単位：人）

 Ｈ３０年度  Ｈ３１年度  Ｒ２年度

※ ※

 Ｒ３年度  Ｒ４年度  Ｒ５年度

※ ※ ※

※Ｈ３１年度２月からデータの取得が可能となった

94,045 94,045

104,114 117,836合計 104,114 117,836 142,430 142,430

リポジトリ※ 108,939 108,939 134,853 134,853

256小計 10,069 10,069 0 8,897 8,897 0 7,577 7,321

分館 4,591 4,591 0 3,759 3,759 0 3,078 2,920 158

本館 5,478 5,478 0 5,138 5,138 0 4,499 4,401 98

区分
学内者 学外者 学内者 学外者 学内者 学外者

9,851

区分
学内者 学外者 学内者 学外者 学内者 学外者

802 9,418 8,498

分館 13,490 11,330 2,160 9,046 7,072 1,974

920 4,693 4,693 0本館 10,653

小計 24,143 21,181 2,962 18,464 15,570 2,894 8,408

3,715 3,715 0

リポジトリ※ 11,163 11,163 88,051 88,051

8,408 0

合計 24,143 21,181 2,962 18,464 15,570 2,962 96,459 96,459

※上記以外に、講義室・演習室を使うサークルもある。

・テニスコート ・スタジオ2部屋

施設一覧

・グラウンド ・プール ・茶室

・体育館 ・音楽室 ・部室17部屋
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Ⅸ．就職  
1.卒業後の状況 

(1)学科別就職率及び進学、就職希望者の就職率 

 
 

(2)学科別所在地別就職先一覧 

 
 
 
 

 

  

99.0%合計 237 208 206 23 21 2 6 86.9%

94.4%

看護学科 93 83 83 10 8 2 0 89.2% 100.0%

人間形成学科 49 36 34 12 12 0 1 69.4%

0 2 93.6% 100.0%

社会福祉学科 48 45 45 0 0

公共社会学科 47 44 44 1 1

0 3 93.8% 100.0%

就職率 就職希望者の就職率

大学院
その他

専修学校

（％） （％）

（Ｃ）／（Ａ） （Ｃ）／（Ｂ）

学部
学科別

卒業者数 就職希望者数 就職決定者数
進学者数

その他

（Ａ） （Ｂ） （Ｃ）

三重県 その他

岐阜県  沖縄県 1

1

愛知県  1 1 鹿児島県  1 2 2

長野県  宮崎県  2 1 1

山梨県  熊本県  1 1

静岡県  大分県  1 3

1

富山県  長崎県  1 2 2 4

石川県  佐賀県  1 1

福井県  福岡県  24 26 19 51

新潟県  高知県  

神奈川県 1 3 愛媛県  1

東京都  3 2 1 8 徳島県  2

2

千葉県  2 2 1 香川県  1 1

埼玉県  山口県 1 1

2

群馬県  島根県  1

栃木県  鳥取県  1

1

茨城県  1 広島県  3 1 1 1

福島県  岡山県  1

1

山形県  兵庫県 2 3

宮城県  大阪府  2 1

秋田県  京都府  

岩手県  奈良県  

青森県  滋賀県  

北海道  1 和歌山県  

学部 公共社会学科 社会福祉学科 人間形成学科 看護学科 公共社会学科 社会福祉学科 人間形成学科 看護学科
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(3)学科別産業別就職先一覧 

 
 
(4)大学院課程修了生専攻別就職率及び進学、就職希望者の就職率 

 
 
(5)大学院課程修了生専攻別産業別就職先一覧 

 
 

病院・医療施設

（看護師・保健師）

割合

72.3%

14.5%

12.0%

1.2%

種別 就職者数

看
護
学
科

教員

（養護教諭含む）

官公庁

一般企業

（看護師・助産師等）
60

12

10

1

公
共
社
会
学
科

種別 就職者数 割合
社
会
福
祉
学
科

種別 就職者数 割合

金融業・保険業 6 13.6% 公務 7 15.6%

医療・福祉 1

公務 10 22.7% 医療・福祉 29 64.4%

サービス業 6 13.6% サービス業 6 13.3%

教員 5 11.4%

情報通信業 5 11.4% 宿泊業 1 2.2%

卸売業・小売業 5 11.4% 教育 2 4.4%

不動産業 4 9.1%

2.3%

運輸業 2 4.5%

5 14.7%
人
間
形
成
学
科

種別 就職者数 割合

金融業・保険業 3 8.8%

幼稚園・保育園（官公庁） 5 14.7%

幼稚園・保育園 1 2.9%

福祉 6 17.6%

公務

製造業 2 5.9%

情報通信業 1 2.9%

サービス業 5 14.7%

建設業 4 11.8%

卸売業 1 2.9%

鉱業 1 2.9%

63.2% 100.0%合計 19 12 12 0 7

0.0% 0.0%

看護学専攻 8 5 5 0 3 62.5% 100.0%

子ども教育専攻 1 0 0 0 1

0.0% 0.0%

心理臨床専攻 7 7 7 0 0 100.0% 100.0%

社会福祉専攻 3 0 0 0 3

就職率（％） 就職希望者の就職率（％）

（Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ｃ）／（Ａ） （Ｃ）／（Ｂ）

研究科
専攻別

修了者数 就職希望者数 就職決定者数
進学者数 その他

就職者数 割合

公務 3 42.9% 医療 5 100.0%

心
理
臨
床
専
攻

種別 就職者数 割合 看
護
学

専
攻

種別

医療・福祉 3 42.9%

教育 1 14.3%

就職者なし 0 就職者なし 0

社
会
福

祉
専
攻

種別 就職者数 割合
子
ど
も
教
育

専
攻

種別 就職者数 割合
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(3)学科別産業別就職先一覧 
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人
間
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成
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福祉 6 17.6%
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製造業 2 5.9%
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サービス業 5 14.7%

建設業 4 11.8%
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鉱業 1 2.9%

63.2% 100.0%合計 19 12 12 0 7

0.0% 0.0%

看護学専攻 8 5 5 0 3 62.5% 100.0%

子ども教育専攻 1 0 0 0 1

0.0% 0.0%

心理臨床専攻 7 7 7 0 0 100.0% 100.0%

社会福祉専攻 3 0 0 0 3

就職率（％） 就職希望者の就職率（％）

（Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ｃ）／（Ａ） （Ｃ）／（Ｂ）

研究科
専攻別

修了者数 就職希望者数 就職決定者数
進学者数 その他

就職者数 割合

公務 3 42.9% 医療 5 100.0%

心
理
臨
床
専
攻

種別 就職者数 割合 看
護
学

専
攻

種別

医療・福祉 3 42.9%

教育 1 14.3%

就職者なし 0 就職者なし 0

社
会
福

祉
専
攻

種別 就職者数 割合
子
ど
も
教
育

専
攻

種別 就職者数 割合
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Ⅹ．研究 
1.研究成果の発信 

(1)紀要等 
  H30 年度 H31 年度 R2 年度 

 

R3 年度 

人間社会学部 

 

発行回数 年２回 年２回 年２回 年２回 

発送部数 

（発行部数） 

1 号 71（200） 

2 号 71（200） 

1 号 69 （ 200 ） 

2 号 69 （ 200 ） 

1 号 69（ 200 ） 

2 号 70（ 200 ） 

1 号 66（ 200 ） 

2 号 65（ 200 ） 

看護学部 

 

発行回数 年 1 回 年 1 回 年 1 回 年 1 回 

発送部数 

（発行部数） 

1 号 228(350) 1 号  225（350） 

 

1 号  228（350） 

 

1 号  226（350） 

心理臨床研究 発行回数 年 1 回 年 1 回 年１ 回 年１ 回 

発送部数 

（発行部数） 

134（150） 114（150） 97（150） 226（350） 

 

  R4 年度 R5 年度 公開 URL 

人間社会学部 発行回数 年２回 年２回 【機関リポジトリで公開】 

https://fukuoka-

pu.repo.nii.ac.jp/?page=1&size=20&sort=

controlnumber 発送部数 

（発行部数） 

1 号 67（ 200 ） 

2 号 66（ 200 ） 

1 号 63（ 200 ） 

2 号 60（ 200 ） 

看護学部 

 

発行回数 年 1 回 年 1 回 

発送部数 

（発行部数） 

1 号 205 （350） 

 

1 号  207（350） 

 

心理臨床研究 発行回数 年１ 回 年１ 回 

発送部数 

（発行部数） 

1 号 119 （140） 1 号 102 （140） 

 

(2)附属研究所業務実績報告書等 

発行元 出版物 公開 URL 

不登校・ひきこもりサポートセンター 
不登校・ひきこもりサポートセンター

2022 年度公開講座報告書 

https://www.fukuoka-

pu.ac.jp/openLecture/img/567bbfc

dec5c781ab1eba0147c50df39.pdf 

附属研究所 
2022 年度研究奨励交付金 研究成果

報告書 

【機関リポジトリで公開】 

https://fukuoka-

pu.repo.nii.ac.jp/?page=1&size=2

0&sort=controlnumber 

 

(3)その他 

 

H30 年度 H31 年度 R2 年度 

発行回数 
発送部数 

（発行部数） 
発行回数 

発送部数 

（発行部数） 
発行回数 

発送部数 

（発行部数） 

社会調査実習報告書 年１回 34（122） 年 1 回 40（110） 年 1 回 50（110） 

 

 

R3 年度 R4 年度 R5 年度 

発行回数 
発送部数 

（発行部数） 
発行回数 

発送部数 

（発行部数） 
発行回数 

発送部数 

（発行部数） 

社会調査実習報告書 年 1 回 20（70） 年 1 回 45（120) 年 1 回 7（75） 
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2.研究奨励交付金決定一覧 

 
 

3.外部資金等の獲得実績（令和５年度受託研究等事業名）一覧 

 
 

 

 

 

※金額については予算配分額
※1：令和2年度より採択開始

0 0 0 0 1 920

計 21 8,196 29 7,545 23 6,421 22 8,557 20 6,880 30 10,133

合計

人間社会学部 14 5,119 17 4,632 10 2,565 11 4,557 13 5,261 19 5,766

看護学部 6 2,079 12 2,913 13 3,856 11 4,000 7 1,619 10 3,447

附属研究所 1 998 0 0

計 0 0 2 178 1 40 0 0 2 118

研究論文
出版補助

人間社会学部 1 78 1 40 2 118

看護学部 1 100

附属研究所

計 1 100 3 300 4 300 3 250 6 480 6 480

科研申請支援

人間社会学部 1 100 3 300 1 100 3 180 4 320

看護学部 3 200 3 250 3 300 2 160

附属研究所

計 1 100 1 100 1 100 1 100 1 100 1 100

教員表彰者
支援

人間社会学部 1 100 1 100 1 100 1 100

看護学部 1 100 1 100

附属研究所

計 4 232 6 368 3 43 2 43 1 39 2 118

院生研究助成

人間社会学部 3 168 4 253 3 43 2 43 1 39 2 118

看護学部 1 64 2 115

附属研究所

計 0 0 0 0 2 1,362 2 1,399 0 0 6 2,673

データサイエン
ス

研究助成
※1

人間社会学部 1 662 1 415 0 0 2 842

看護学部 1 700 1 984 0 0 4 1,831

附属研究所

計 4 3,272 3 1,960 2 1,929 3 2,885 3 2,896 3 2,914

附属研究所
重点領域研究

人間社会学部 1 634 1 378 1 955 2 1,888 2 1,899 2 1,927

看護学部 2 1,640 2 1,582 1 974 1 997 1 997 1 987

附属研究所 1 998

計 5 674 6 799 5 747 7 1,165 5 720 6 1,053

若手研究助成

人間社会学部 2 299 1 200 2 392 2 398 4 684

看護学部 3 375 6 799 4 547 5 773 3 322 2 369

附属研究所

計 2 907 2 529 2 593 1 280 1 453

全学横断型
プログラム
研究助成

人間社会学部 2 907 2 529 1 149 1 280 1 300 1 453

看護学部 1 444

附属研究所

1 920

計 4 2,911 6 3,310 3 1,307 3 2,435 3 2,345 3 2,224

プロジェクト
研究

人間社会学部 4 2,911 5 2,994 1 416 2 1,439 3 2,345 2 1,304

看護学部 1 317 2 891 1 996

附属研究所

区分
Ｈ３０年度 Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度

件数 金額（千円） 件数 金額（千円） 件数 金額（千円） 件数 金額（千円） 件数 金額（千円） 件数 金額（千円）

（単位：千円）

計 １　件 1,313

委託元 研究課題等 金額

新規 文部科学省 令和５年度いじめ対策・不登校等推進事業 1,313
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2.研究奨励交付金決定一覧 

 
 

3.外部資金等の獲得実績（令和５年度受託研究等事業名）一覧 

 
 

 

 

 

※金額については予算配分額
※1：令和2年度より採択開始

0 0 0 0 1 920

計 21 8,196 29 7,545 23 6,421 22 8,557 20 6,880 30 10,133

合計

人間社会学部 14 5,119 17 4,632 10 2,565 11 4,557 13 5,261 19 5,766

看護学部 6 2,079 12 2,913 13 3,856 11 4,000 7 1,619 10 3,447

附属研究所 1 998 0 0

計 0 0 2 178 1 40 0 0 2 118

研究論文
出版補助

人間社会学部 1 78 1 40 2 118

看護学部 1 100

附属研究所

計 1 100 3 300 4 300 3 250 6 480 6 480

科研申請支援

人間社会学部 1 100 3 300 1 100 3 180 4 320

看護学部 3 200 3 250 3 300 2 160

附属研究所

計 1 100 1 100 1 100 1 100 1 100 1 100

教員表彰者
支援

人間社会学部 1 100 1 100 1 100 1 100

看護学部 1 100 1 100

附属研究所

計 4 232 6 368 3 43 2 43 1 39 2 118

院生研究助成

人間社会学部 3 168 4 253 3 43 2 43 1 39 2 118

看護学部 1 64 2 115

附属研究所

計 0 0 0 0 2 1,362 2 1,399 0 0 6 2,673

データサイエン
ス

研究助成
※1

人間社会学部 1 662 1 415 0 0 2 842

看護学部 1 700 1 984 0 0 4 1,831

附属研究所

計 4 3,272 3 1,960 2 1,929 3 2,885 3 2,896 3 2,914

附属研究所
重点領域研究

人間社会学部 1 634 1 378 1 955 2 1,888 2 1,899 2 1,927

看護学部 2 1,640 2 1,582 1 974 1 997 1 997 1 987

附属研究所 1 998

計 5 674 6 799 5 747 7 1,165 5 720 6 1,053

若手研究助成

人間社会学部 2 299 1 200 2 392 2 398 4 684

看護学部 3 375 6 799 4 547 5 773 3 322 2 369

附属研究所

計 2 907 2 529 2 593 1 280 1 453

全学横断型
プログラム
研究助成

人間社会学部 2 907 2 529 1 149 1 280 1 300 1 453

看護学部 1 444

附属研究所

1 920

計 4 2,911 6 3,310 3 1,307 3 2,435 3 2,345 3 2,224

プロジェクト
研究

人間社会学部 4 2,911 5 2,994 1 416 2 1,439 3 2,345 2 1,304

看護学部 1 317 2 891 1 996

附属研究所

区分
Ｈ３０年度 Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度

件数 金額（千円） 件数 金額（千円） 件数 金額（千円） 件数 金額（千円） 件数 金額（千円） 件数 金額（千円）

（単位：千円）

計 １　件 1,313

委託元 研究課題等 金額

新規 文部科学省 令和５年度いじめ対策・不登校等推進事業 1,313
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4.科学研究費補助金応募・獲得状況及び外部研究費受入額（各学部） 

 

人間社会学部

看護学部

その他

外部研究資金
（受入額：千円）

科研費 780 0 0 0 0 4,273

分担金 0 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0

合計 780 0 0 0 0 4,273

Ｈ３０年度 Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度

Ｈ３０年度 Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度

科学研究費補助金
（件数）

応募件数 55 46 50 43 43 47

教員数 62 60 60 54 59 59

応募率（無資格者等除く 98.2% 98.2% 88.6% 93.8% 79.6% 82.5%

上記以外
件数 1 1 1 1 1 0

金額（千円） 972 990 990 990 10,000 0

合計（千円） 21,500 29,370 26,730 20,475 25,751 19,335

受託
研究等

受託研究
件数 2 3 1 0

金額（千円） 7,540 7,890 650 0

共同研究
件数 0 0 0

0 0 0

合計 14,172 20,490 25,090 19,485 15,751 19,335

金額（千円） 0 0 0

獲得件数 13 18 14 14 9 15

外部研究資金
（受入額：千円）

科研費 12,870 17,940 14,300 10,400 13,260 16,510

分担金 2,979 2,550 10,790 9,085 2,491 2,825

その他 0 0 0

新規獲得件数 5 7 3 1 4 6

採択率 11.6% 22.6% 10.0% 3.2% 11.4% 15.8%

Ｈ２９年度 Ｈ３０年度 Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ５年度

科学研究費補助金
（件数）

応募件数 54 46 50 43 44 47

うち新規応募件数 43 31 30 31 35 38

応募率（無資格者等除く 93.8% 70.6% 86.2% 86.0% 86.7% 83.3%

50 47 49

Ｈ３０年度 Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度

科学研究費補助金
（件数）

応募件数 45 39 45 43 39 40

教員数 49 50 50

金額（千円） 0 0 0 0 0

合計（千円） 29,223 28,386 31,494 30,264 21,082 17,843

上記以外
件数 0 0 0

共同研究
件数 3 0 0 0 0

金額（千円） 0 0 0 0 0

合計 29,223 27,886 31,494 30,264 21,082 17,843

受託
研究等

受託研究
件数 0 1 0 0 0 0

金額（千円） 0 500 0

外部研究資金
（受入額：千円）

科研費 26,130 23,270 25,090 25,220 18,330 14,300

分担金 2,793 3,419 6,254 3,294 2,752 3,543

その他 300 1,197 150 1,750 0 0

新規獲得件数 7 9 6 7 4 2

採択率 22.6% 37.5% 24.0% 25.9% 21.1% 6.1%

科学研究費補助金
（件数）

応募件数 45 39 45 43 39 40

うち新規応募件数 31 24 25 27 19 33

獲得件数 18 20 14 24 20 15

Ｈ３０年度 Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度

0 0

0 0 0
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5.査読付学術書掲載論文数及び学会発表等（各学部） 

 

6.学術賞・論文等の受賞状況 

実績なし 

 
 

7.国際学会招待研究等一覧 

実績なし 

 

 

8.特許出願状況 
実績なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

項目 学部 H30年度

論文数
（査読、学術
書掲載分）

人間社会学部 70

看護学部 41

計 111

学会発表数
（招待講演、

シンポジスト招聘分）

人間社会学部 9

看護学部 6

計 15

25 19 31 28

30 32 17 76 26

16 17

Ｈ31年度 R1年度 Ｒ2年度 Ｒ3年度 Ｒ4年度 Ｒ5年度

40 24

22

70 56 42 95 57 50

14 12 2 4 12 11

11 3 1 2 4 6

25 15 3 6
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5.査読付学術書掲載論文数及び学会発表等（各学部） 

 

6.学術賞・論文等の受賞状況 

実績なし 

 
 

7.国際学会招待研究等一覧 

実績なし 

 

 

8.特許出願状況 
実績なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

項目 学部 H30年度

論文数
（査読、学術
書掲載分）

人間社会学部 70

看護学部 41

計 111

学会発表数
（招待講演、

シンポジスト招聘分）

人間社会学部 9

看護学部 6

計 15

25 19 31 28

30 32 17 76 26

16 17

Ｈ31年度 R1年度 Ｒ2年度 Ｒ3年度 Ｒ4年度 Ｒ5年度

40 24

22

70 56 42 95 57 50

14 12 2 4 12 11

11 3 1 2 4 6

25 15 3 6
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ⅩⅠ．国際交流 
1.学部・学年別・国籍別留学生数 

 
 

2.留学生の受入・派遣 

(1)交換留学（受入・派遣） 

 
 
(2)語学研修実績 

 
(3)短期派遣 

 
 

(4)留学における単位認定 

 
 

3．学術交流協定等締結校一覧 

 
  

人間社会学部 看護学部

人数 国籍 人数 国籍

１年生 9 中国・韓国

該当者なし
２年生 0

３年生 0

４年生 0

威徳大学校

4

0

南京師範大学 大邱韓医大学校 三育大学校 珠海科技学院

受入学生数 3 0 2 0

派遣学生数 0 0 1 0

Ｒ４年度

12

Ｈ２９年度 Ｈ３０年度 Ｈ３１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度

参加学生数 27 14 12 0 0

Ｒ５年度 行き先

10 イギリス（バース・オックスフォード）

※R2・R3実施なし ※R４年度はオンラインで実施

威徳大学校

受入学生数 0 0 0 0 0

派遣学生数 0 5 0 0 7

南京師範大学 大邱韓医大学校 三育大学校 珠海科技学院

Ｒ５年度

0

0

3

27

2

21

0

0

Ｈ２９年度 Ｈ３０年度 Ｈ３１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度

0 0
南京師範大学

0

認定単位数 76 81 48 0 0 0

対象学生数 6 6 6 0

0

認定単位数 61 102 80 0 12 0

大邱韓医大学校
対象学生数 5 4 3 0 0 0

0 0

認定単位数 87 111 193 0 0 0

対象学生数 3 5 5 0
古林大学殊海学院

三育大学校
対象学生数 3 3 3 0 1 0

認定単位数 118 74 83 0

韓国

大邱韓医大学校

三育大学校

威徳大学校

中国

南京師範大学

北京中医薬大学

珠海科技学院

Ⅺ．国際交流
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ⅩⅠⅠ．社会貢献 
1.公開講座等の実施状況 
(1)公開講座実施状況 

 

 

(2)科目等履修生、聴講生、研究生の受入状況 

 
 

 

(3)出前講義の実施状況 

 
 

 

区分
Ｈ２９年度 Ｈ３０年度 Ｈ３１年度 Ｒ２年度

前期 後期 前期 後期

Ｒ３年度

後期 前期 後期前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期

Ｒ４年度 Ｒ５年度

2 3 10 0科目等履修生 2 1 0 0 0

科目等履修生（大学院） 2 2 2 2

0 0 0 0

0 2 10 0 0 0 1 0 0

3 4 2

聴講生（大学院） 1 0 1 0

1 0 1 1 1 3聴講生 3 5 4 3 4

0 0 1 10 0 0 1 1 1

0 00 0 0 0 0 0研究生 1 1 0 0 0 1

区分 開催回数 参加人数 場所

出前講義 14 479 新宮高校、嘉穂高校ほか

高校訪問（来学） 2 142 糸島高校、北九州高校

出前講義（来学） 0 0

 回数 

（方法） 
日 程 テーマ 講  師 

参加者

（人）

公開講座Ⅰ 第 1 回 

ライブ配信 

（Zoom） 

令和 5 年 12 月 7日 

10：00～12：00 
不登校の子どもの笑顔を引

き出すために～コツの伝授

と学びの場づくりの実際～ 

渡邉 恵里 

 （川谷医院小児科医） 

95 

第 1 回 

VDO 配信 

（Vimeo） 

～令和 6 年 3 月 31 日 ま

で 
467 

第 2 回 

ライブ配信 

（Zoom） 

令和 6 年 1月 30 日 

10：00～12：00 
こどもソーシャルワークセ

ンターのほっとるーむ物語 

幸重 忠孝 

 （こどもソーシャルワーク

センター長/滋賀県 SSW） 

38 

第 2 回 

VDO 配信 

（Vimeo） 

～令和 6 年 3 月 31 日 

まで 
127 

公開講座Ⅱ 

対面式 
令和 6 年 2月 17 日 

13:30～15:00 

満洲から博多・佐世保港に引

き揚げてきたこどもたち～

二人の体験談を交えて～ 

シンポジウム 

鬼塚 香 

 （駒澤大学文学部准教授、

COC 研究協力者） 

松本 幸治 

 （長崎県児童養護施設 大

村子供の家 施設長） 

内山 大樹 

 （同胞援護婦人連盟・学習

塾オリーブみらい塾長） 

60 

対面式 
令和 6 年 2月 17 日 

15:15～16:15 

満洲から博多・佐世保港に引

き揚げてきたこどもたち～

二人の体験談を交えて～ 

座談会 

24 

合計 811 

Ⅻ．社会貢献
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ⅩⅠⅠ．社会貢献 
1.公開講座等の実施状況 
(1)公開講座実施状況 

 

 

(2)科目等履修生、聴講生、研究生の受入状況 

 
 

 

(3)出前講義の実施状況 

 
 

 

区分
Ｈ２９年度 Ｈ３０年度 Ｈ３１年度 Ｒ２年度

前期 後期 前期 後期

Ｒ３年度

後期 前期 後期前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期

Ｒ４年度 Ｒ５年度

2 3 10 0科目等履修生 2 1 0 0 0

科目等履修生（大学院） 2 2 2 2

0 0 0 0

0 2 10 0 0 0 1 0 0

3 4 2

聴講生（大学院） 1 0 1 0

1 0 1 1 1 3聴講生 3 5 4 3 4

0 0 1 10 0 0 1 1 1

0 00 0 0 0 0 0研究生 1 1 0 0 0 1

区分 開催回数 参加人数 場所

出前講義 14 479 新宮高校、嘉穂高校ほか

高校訪問（来学） 2 142 糸島高校、北九州高校

出前講義（来学） 0 0

 回数 

（方法） 
日 程 テーマ 講  師 

参加者

（人）

公開講座Ⅰ 第 1 回 

ライブ配信 

（Zoom） 

令和 5 年 12 月 7日 

10：00～12：00 
不登校の子どもの笑顔を引

き出すために～コツの伝授

と学びの場づくりの実際～ 

渡邉 恵里 

 （川谷医院小児科医） 

95 

第 1 回 

VDO 配信 

（Vimeo） 

～令和 6 年 3 月 31 日 ま

で 
467 

第 2 回 

ライブ配信 

（Zoom） 

令和 6 年 1月 30 日 

10：00～12：00 
こどもソーシャルワークセ

ンターのほっとるーむ物語 

幸重 忠孝 

 （こどもソーシャルワーク

センター長/滋賀県 SSW） 

38 

第 2 回 

VDO 配信 

（Vimeo） 

～令和 6 年 3 月 31 日 

まで 
127 

公開講座Ⅱ 

対面式 
令和 6 年 2月 17 日 

13:30～15:00 

満洲から博多・佐世保港に引

き揚げてきたこどもたち～

二人の体験談を交えて～ 

シンポジウム 

鬼塚 香 

 （駒澤大学文学部准教授、

COC 研究協力者） 

松本 幸治 

 （長崎県児童養護施設 大

村子供の家 施設長） 

内山 大樹 

 （同胞援護婦人連盟・学習

塾オリーブみらい塾長） 

60 

対面式 
令和 6 年 2月 17 日 

15:15～16:15 

満洲から博多・佐世保港に引

き揚げてきたこどもたち～

二人の体験談を交えて～ 

座談会 

24 

合計 811 
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出前講義アンケート 

 
 

令和５年度 出前講義テーマ一覧 

 
 

2.地域貢献活動 

(１)不登校・ひきこもりサポートセンター活動概要 

リカレント教育事業 

  対象 事業名 回数 人数 

リ
カ
レ
ン
ト 

小・中・高校教員、 

一般 

公開講座「不登校の子どもの笑顔を引き出すため

に～コツの伝授と学びの場づくりの実際～」  
2 

766 

(Zoom、VOD、

対面) 

フォーラム「不登校・ひきこもり支援における精

神医療職の関わり～訪問看護師と作業療法士～」 
１ 

116 

(Zoom、VOD) 

教員対象研修事業 65 4,067 

地域貢献事業 

  対象 事業名 回数 人数 

地
域
貢
献 

小学生～２０歳程度 県大子どもサポートセンター派遣 233(名) 2,884 

小・中・高校生 キャンパススクール 16(名) 1,181 

小学生～２０歳程度 相談件数 1,862 4.782 

親 家族交流会 12 48 

 

 
 
 
 
 

満足でない

出前講義 479 260 222 38 0 0

参加人数 回収人数 満足
だいたい

満足
あまり

満足でない

0

出前講義（来学） 0 0 0 0 0 0

高校訪問（来学） 142 142 66 76 0

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

人間社会学部 看護学部

社会福祉学入門 心の中の安全空間

社会学入門 あなたの勇気が命を救う！やってみよう救命処置

子どもと遊び 地域の人々に対する看護活動

「占い」はなぜ「あたる」のか からだのリズム　～体温～

　　　　　　　　等 　　　　　　　　等

甘いチョコレートのほろ苦いお話 生活習慣と病気

社会福祉士（ソーシャルワーカー）の仕事 看護の道も一歩から！～看護職へのキャリアデザインを考える～

精神保健福祉士の仕事 看護の「技」について
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(２)社会貢献・ボランティア支援センター活動概要 

（外部団体の登録状況と学生の活動状況）     

領域 登録団体件数 依頼申請件数 学生参加件数 学生参加人数 

高齢者福祉に関する

団体・施設 
22 11 1 17 

障碍者福祉に関する

団体・施設（障害児

を含む） 

76 39 12 62 

児童福祉に関する団

体・施設 
48 38 25 749 
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令和元年度 看護職 第７回糖尿病看護実践力開発セミナー 224 

令和 2年度 看護職 コロナ禍の影響の為開催できず 
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ⅩⅠⅠⅠ．財務 
1.資産と負債の状況 

 
 

2.土地と建物の状況 

 
 

3.自己収入の状況 

 
 

 

（単位：千円）

※項目ごとに千円未満を切り捨てているため、合計額が一致しない場合がある。

（出典　貸借対照表）

92%自己資本比率（②/①） 80% 80% 81% 77% 76%

純資産（②）資産-負債 6,065,098 5,883,864 5,966,442 5,584,409 5,382,636 6,325,808 260,710

34,103 35,521 6,443

その他 260,494 222,224 245,514 293,367 362,392 256,679

リース債務 29,078 15,000 24,429 20,006

▲ 3,815

202,525 ▲ 1,037,443

42,363 17,723

流動負債 289,572 237,224 269,943 313,373 396,495 292,200 2,628

長期リース債務 24,640 9,640 48,016 47,942 75,610

537,089 ▲ 1,017,093

固定負債 1,264,609 1,234,232 1,325,590 1,315,121 1,349,265 244,888

負債 1,554,182 1,471,456 1,595,534 1,628,494 1,745,761

▲ 1,019,721

資産見返負債 1,239,968 1,224,591 1,277,574 1,267,179 1,273,655

固定資産 7,255,590 7,016,134 6,922,122 6,711,524 6,564,842 6,311,019 ▲ 944,571

流動資産 363,690 339,186 420,212 501,379 563,555 551,878 188,188

R5年度 増減

（Ａ） （Ｂ） （Ｂ－Ａ）

資産（①） 7,619,280 7,355,321 7,342,335 7,212,903

科目
Ｈ30年度

Ｈ31年度 R2年度 R3年度 R4年度

7,128,398 6,862,897 ▲ 756,383

（単位：㎡）

区分
法人設立時

Ｈ30年度 Ｈ31年度 R2年度 R3年度 R4年度
R5年度 増減

（Ａ） （Ｂ） （Ｂ－Ａ）

土地 96,854 96,359 96,359 96,359 96,359 96,359 96,359 ▲ 495

建物 35,750 37,074 37,074 37,074 37,074 37,074 37,074 1,324

（単位：千円）

（出典　損益計算書）

年度
学生納付金収入

雑益 計
授業料 入学金 検定料 小計

761,735

Ｈ３１年度 588,299 107,494 20,191 715,984 33,932 749,916

Ｈ３０年度 582,730 118,507 27,499 728,736 32,999

714,383

Ｒ３年度 542,114 108,066 19,739 669,919 45,748 715,667

Ｒ２年度 549,527 112,236 25,581 687,344 27,039

712,203

Ｒ５年度 573,317 122,380 23,904 719,601 28,408 748,009

Ｒ４年度 542,799 115,030 22,386 680,215 31,988
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4.外部研究資金の獲得状況 

 
 

5.収支状況 

 
 

6.教育研究経費の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：千円）

金額 件数 金額

Ｈ３０年度 31 39,000 3 8,512 1 300

年度
科学研究費補助金 受託研究・共同研究資金 その他補助金 計

件数 金額 件数 金額 件数

35 47,812

Ｈ３１年度 38 41,210 4 9,379 4 1,197 46 51,786

Ｒ２年度 39 39,390 2 1,640 1 150 42 41,180

1,750 41 39,081

Ｒ４年度 29 31,590 1 10,000 0 0

Ｒ３年度 38 36,341 1 990 2

36,396

30 41,590

Ｒ５年度 31 35,083 1 1,313 0 0 32

（単位：千円）

（出典　損益計算書）

区分 Ｈ３０年度 Ｈ３１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度

経常費用 1,903,628 1,820,011 1,843,779 1,856,140 2,006,604 1,990,069

1,989,630

経常利益 △ 20,056 13,383 57,552 32,225 △ 7,460 △ 439

経常収益 1,883,571 1,833,394 1,901,332 1,888,365 1,999,144

0

臨時利益 0 0 0 0 0 0

臨時損失 0 0 0 0 0

0

当期総利益 1,045 13,383 63,993 39,122 47,227 1,138,232

目的積立金取崩額 21,101 0 6,440 6,897 54,687

（単位：千円）

（出典　収支計画予算）

区分 教育経費
研究経費 教育研究

支援経費
合計

学部研究費 研究奨励交付金 その他 計

48,160 315,747

Ｈ３１年度 179,549 35,985 15,423 28,718 80,126 48,346 308,021

Ｈ３０年度 186,072 35,985 15,423 30,107 81,515

48,568 366,523

Ｒ３年度 250,624 32,387 13,881 18,468 64,736 48,288 363,648

Ｒ２年度 250,829 32,387 13,881 20,858 67,126

50,514 397,256

Ｒ５年度 248,251 27,691 11,868 18,483 58,042 43,189 349,482

Ｒ４年度 279,740 32,387 13,881 20,734 67,002
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<付録>   

1.令和５年度における主な取組 

（１）教育           

・福祉分野の教育職を目指す学生のために、社会福祉学科のカリキュラムを改編し、高校福祉の免許取

得を可能にするための新たな教職課程を令和 5年度末に文部科学省に申請した。さらに、人間形成学

科のカリキュラムを改編し、幼稚園教諭免許を基礎免許として特別支援学校教諭（二種）免許の取得

を可能にするための教職課程を策定し、「特定分野に強みや専門性を持つ学科等の特例」として申請

を行った（文科省による申請期日が、年度末から変更になったため実際の申請日は令和 6年 5月 15

日）。 

・人間社会学部の学校推薦型選抜における「社会的養護を必要とする者（特別枠）」に 1名が合格し

た。 

 

（２）地域貢献           

・特定行為研修については、令和 5年度から受講生が所属する医療機関で実習を行う「自施設実習」を

整備し、10名中 6名が所属施設での実習を行った。 

・福岡県肢体不自由児協会主催の療育キャンプに本学学生 13 名が参加した（最多数の大学であった）。 

 

（３）業務運営の改善及び効率化         

・令和 5年度緊急消防援助隊九州ブロック合同訓練に看護学部 1年生全員(当日 90 名)がトリアージ対

象の要救助者役として参加した。 

 

（４）その他           

・個別施設計画に基づき、令和 5年度は 4・5号館外壁改修、トイレ排水管更新等の大規模な施設改修

工事を実施し、建物等の長寿命化を図った。      
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2.沿革 

昭和 20 年 4 月 福岡県立保健婦学校設置 

昭和 27 年 7 月 福岡県立保育専門学院設置 

昭和 27 年 9 月 福岡県立保健婦学校を福岡県立保健婦養成所に再編 

昭和 29 年 4 月 福岡県立保母養成所と改称する。（県直営となる。） 

昭和 37 年 4 月 福岡県立保健婦養成所を福岡県立公衆衛生看護学校と改称 

昭和 42 年 4 月 県下に分散していた福岡教育大学(国立)が昭和 41 年に宗像市に統合されたこ

とにより、同大学田川分校跡地に、上記保母養成所を発展的に解消し、福岡県

社会保育短期大学（保育科、社会福祉科）を開学 

昭和 46 年 4 月 福岡県立公衆衛生看護学校を福岡県立看護専門学校（看護婦科（進学課程）、

保健婦・助産婦科）に再編 

昭和 53 年 4 月 上記短期大学に附属幼稚園を開園 

昭和 56 年 4 月 短期大学校舎の全面改築(~昭和 59 年 3 月) 

昭和 58 年 11 月 すずかけ寮完成(30 室) 

昭和 63 年 1 月 「福岡県社会保育短期大学問題協議会」を設置｡同年 12 月､同短大の四年制へ

の移行について｢社会福祉の新しい動向に対応しうる人材養成及び地域振興に

資するため､新しい構想のもとに四年制大学を設置すること｣との答申を発表

(昭和 63 年 12 月) 

平成 2 年 4 月 福岡県総務部私学学事振興局内に「四年制大学移行準備室」を設置 

平成 2 年 5 月 「四年制大学移行準備委員会」を設置し、新大学の基本構想・カリキュラム・

教員組織等につき検討開始 

平成 3 年 6 月 文部省に対して、福岡県立大学（人間社会学部）の設置認可を申請 

平成 3 年 12 月 文部省により、福岡県立大学の設置許可を受ける 

平成 4 年 4 月 福岡県立大学（人間社会学部）開学 

 福岡県社会保育短期大学附属幼稚園を福岡県立大学附属幼稚園に改称 

平成 5 年 3 月 福岡県社会保育短期大学閉学 

平成 6 年 4 月 福岡県立大学附属図書館、新築開館 

平成 6 年 11 月 中国南京師範大学との学術・教育交流に関する協定の締結 

平成 7 年 3 月 心理学実験棟完成 

平成 8 年 2 月 中国南京師範大学と短期留学生(1 年)交流開始 

平成 8 年 3 月 第２キャンパス（運動場）完成 

平成 8 年 6 月 文部省に対し、福岡県立大学大学院（人間社会学研究科・修士課程）の設置認

可を申請 

平成 8 年 12 月 文部省より、福岡県立大学大学院の設置許可を受ける。 

平成 9 年 4 月 福岡県立大学大学院人間社会学研究科（人間社会学研究科・修士課程）開設 

平成 9 年 6 月 「福岡県看護教育高度化検討委員会｣設置｡同年 11 月､報告書を知事に提出 

平成 9 年 12 月 「県立看護大学（学部）設立準備委員会」設置 

平成 10 年 3 月 福岡県立大学附属幼稚園を廃園 

平成 10 年 4 月 福岡県立大学生涯福祉研究センター（学内組織）を設置 

平成 10 年 7 月 「県立看護大学（学部）設立準備委員会専門部会」設置 

平成 11 年 2 月 「福岡県立大学看護学部（仮称）基本計画」策定 

平成 11 年 4 月 福岡県総務部私学学事振興局内に「看護学部開設準備室」設置 

平成 12 年 3 月 「福岡県立大学看護学部施設整備基本計画」策定 
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2.沿革 

昭和 20 年 4 月 福岡県立保健婦学校設置 

昭和 27 年 7 月 福岡県立保育専門学院設置 

昭和 27 年 9 月 福岡県立保健婦学校を福岡県立保健婦養成所に再編 

昭和 29 年 4 月 福岡県立保母養成所と改称する。（県直営となる。） 

昭和 37 年 4 月 福岡県立保健婦養成所を福岡県立公衆衛生看護学校と改称 

昭和 42 年 4 月 県下に分散していた福岡教育大学(国立)が昭和 41 年に宗像市に統合されたこ

とにより、同大学田川分校跡地に、上記保母養成所を発展的に解消し、福岡県

社会保育短期大学（保育科、社会福祉科）を開学 

昭和 46 年 4 月 福岡県立公衆衛生看護学校を福岡県立看護専門学校（看護婦科（進学課程）、

保健婦・助産婦科）に再編 

昭和 53 年 4 月 上記短期大学に附属幼稚園を開園 

昭和 56 年 4 月 短期大学校舎の全面改築(~昭和 59 年 3 月) 

昭和 58 年 11 月 すずかけ寮完成(30 室) 

昭和 63 年 1 月 「福岡県社会保育短期大学問題協議会」を設置｡同年 12 月､同短大の四年制へ

の移行について｢社会福祉の新しい動向に対応しうる人材養成及び地域振興に

資するため､新しい構想のもとに四年制大学を設置すること｣との答申を発表

(昭和 63 年 12 月) 

平成 2 年 4 月 福岡県総務部私学学事振興局内に「四年制大学移行準備室」を設置 

平成 2 年 5 月 「四年制大学移行準備委員会」を設置し、新大学の基本構想・カリキュラム・

教員組織等につき検討開始 

平成 3 年 6 月 文部省に対して、福岡県立大学（人間社会学部）の設置認可を申請 

平成 3 年 12 月 文部省により、福岡県立大学の設置許可を受ける 

平成 4 年 4 月 福岡県立大学（人間社会学部）開学 

 福岡県社会保育短期大学附属幼稚園を福岡県立大学附属幼稚園に改称 

平成 5 年 3 月 福岡県社会保育短期大学閉学 

平成 6 年 4 月 福岡県立大学附属図書館、新築開館 

平成 6 年 11 月 中国南京師範大学との学術・教育交流に関する協定の締結 

平成 7 年 3 月 心理学実験棟完成 

平成 8 年 2 月 中国南京師範大学と短期留学生(1 年)交流開始 

平成 8 年 3 月 第２キャンパス（運動場）完成 

平成 8 年 6 月 文部省に対し、福岡県立大学大学院（人間社会学研究科・修士課程）の設置認

可を申請 

平成 8 年 12 月 文部省より、福岡県立大学大学院の設置許可を受ける。 

平成 9 年 4 月 福岡県立大学大学院人間社会学研究科（人間社会学研究科・修士課程）開設 

平成 9 年 6 月 「福岡県看護教育高度化検討委員会｣設置｡同年 11 月､報告書を知事に提出 

平成 9 年 12 月 「県立看護大学（学部）設立準備委員会」設置 

平成 10 年 3 月 福岡県立大学附属幼稚園を廃園 

平成 10 年 4 月 福岡県立大学生涯福祉研究センター（学内組織）を設置 

平成 10 年 7 月 「県立看護大学（学部）設立準備委員会専門部会」設置 

平成 11 年 2 月 「福岡県立大学看護学部（仮称）基本計画」策定 

平成 11 年 4 月 福岡県総務部私学学事振興局内に「看護学部開設準備室」設置 

平成 12 年 3 月 「福岡県立大学看護学部施設整備基本計画」策定 
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平成 14 年 4 月 文部科学省に対し、福岡県立大学看護学部の設置認可を申請 

平成 14 年 9 月 文部科学省に対し、福岡県立大学看護学部の看護師・保健師・助産師学校指定

を申請。また、養護教諭 1種免許状授与の所要資格を得させるための課程認定

を申請。 

平成 14 年 12 月 文部科学省より、福岡県立大学看護学部の設置許可を受ける。 

平成 14 年 12 月 アザレア寮完成(100 室) 

平成 15 年 3 月 看護学部棟、講堂・管理棟、大講義室、福利厚生棟完成 

平成 15 年 3 月 福岡県立看護専門学校閉校 

平成 15 年 4 月 福岡県立大学看護学部開設 

平成 18 年 4 月 公立大学法人福岡県立大学へ移行 

平成 18 年 4 月 福岡県立大学附属研究所を設置 

平成 18 年 4 月 福岡県立大学附属研究所内にヘルスプロモーション実践研究センターを設置 

平成 18 年 6 月 文部科学省に対して、福岡県立大学大学院（看護学研究科・修士課程）の設置

認可を申請 

平成 18 年 9 月 韓国大邱韓医大学校との学術交流に関する協定の締結 

平成 18 年 9 月 文部科学省に対して、福岡県立大学大学院（人間社会学研究科・修士課程）の

再編届出 

平成 18 年 11 月 韓国大邱韓医大学校との学生交流に関する協定の締結 

平成 18 年 11 月 文部科学省が、福岡県立大学大学院（人間社会学研究科）の再編届出を受理 

平成 18 年 11 月 文部科学省より、福岡県立大学（看護学研究科）の設置許可を受ける。 

平成 19 年 4 月 福岡県立大学大学院看護学研究科（看護学研究科・修士課程）開設 

平成 19 年 4 月 福岡県立大学大学院人間社会学研究科の再編 

平成 19 年 9 月 福岡県立大学附属研究所内に不登校・ひきこもりサポートセンターを設置 

平成 19 年 10 月 生涯福祉研究センター内に心理教育相談室を設置 

平成 20 年 11 月 福岡県立大学看護実践教育センターを設置 

平成 21 年 4 月 福岡県立大学生涯福祉研究センターの心理教育相談室を教育機関の実習施設に

位置づけるため福岡県立大学大学院の施設に変更 

平成 21 年 4 月 人間社会学部「社会学科」を「公共社会学科」へ名称変更 

平成 21 年 11 月 タイ国コンケン大学との国際的な学術協力に関する覚書の締結 

平成 21 年 11 月 北京中医薬大学との学術・教育・文化交流に関する協定の締結 

平成 21 年 12 月 福岡県立大学附属研究所内に社会貢献・ボランティア支援センターを設置 

平成 22 年 5 月 韓国・三育大学校との学術・教育・文化交流に関する協定の締結 

平成 22 年 10 月 田川市との包括的連携に関する協定締結 

平成 23 年 3 月 福岡県立大学と田川市が申請した生涯福祉研究センター管理の山本作兵衛日

記・雑記帳（66 点）絵画（4点）が日本初のユネスコ世界記憶遺産に登録 

平成 23 年 7 月 看護学部編入学募集停止を決定 

平成 23 年 10 月 看護学部における助産師養成課程の廃止、同課程の大学院への移行及び保健師

養成課程選択制移行を決定 

平成 23 年 12 月 第１期公立大学法人職員採用を決定 

平成 24 年 3 月 附属研究所棟完成 

平成 24 年 3 月 福岡県立大学創立 20 周年記念式典開催 

平成 25 年 5 月 田川市郡 1市 6町 1村との包括連携に関する協定締結 
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平成 26 年 5月 文部科学省に対して、福岡県立大学大学院看護学研究科の課程変更（助産師課

程の開設）を申請 

平成 26 年 8月 文部科学省より福岡県立大学大学院看護学研究科の課程変更（助産師課程の開

設）の承認を受ける 

平成 27 年 4月 福岡県立大学大学院看護学研究科助産師課程を開設 

平成 27 年 7月 大学院人間社会学研究科地域教育支援専攻の募集停止を決定 

平成 27 年 11 月 韓国威徳大学との学術・教育交流に関する覚書を締結 

平成 28 年 4月 文部科学省に対し、大学院人間社会学研究科地域教育支援専攻の廃止を届出 

平成 28 年 4月 中国吉林大学珠海学院との学術・教育交流に関する覚書を締結 

平成 28 年 6月 附属研究所の改組（研究推進部の設置、社会貢献・ボランティア支援センター

の独立組織化） 

平成 28 年 9月 文部科学省に対し、大学院人間社会学研究科子ども教育専攻の設置届出を届出

平成 28 年 11 月 文部科学省が、大学院人間社会学研究科子ども教育専攻の設置届出を受理 

平成 30 年 3月 国際交流寮（男子学生寮）完成（１２室） 

平成 30 年 4月 人間社会学部人間形成学科および大学院人間社会学研究科心理臨床専攻に公認

心理師養成課程を開設 

平成 31 年 4月 附属研究所の改組（不登校・ひきこもりサポートセンターの独立組織化） 

令和 2 年 3月 ヘルプロモーション実践センターの廃止 

令和 2 年 4月 学生総合支援センターを設置 

令和 3 年 3月 生涯福祉研究センターの廃止 

令和 3 年 4月 看護実践教育センターにおいて看護師特定行為研修を開講 
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3.歴代学長及び名誉教授一覧 

歴代学長 

福岡県立大学 

代 氏   名 在  職  期  間 

初代 安藤 延男 平成 4 年 4 月 1日～平成 10 年 3月 31 日 

第 2 代 保田井 進 平成 10 年 4 月 1日～平成 14 年 3月 31 日 

第 3 代 橋口 捷久 平成 14 年 4 月 1日～平成 18 年 3月 31 日 

公立大学法人 福岡県立大学 

代 氏   名 在  職  期  間 

初代 名和田 新 平成 18 年 4 月 1日～平成 24 年 3月 31 日 

第 2 代 柴田 洋三郎 平成 24 年 4 月 1日～ 

 

名誉教授   

授与番号 職  名 氏   名 退職年月日 称号授与日 

第 1 号 教 授 荒巻 正憲 平成 8 年 3月 31 日 平成 9 年 5月 8日 

第 2 号 教 授 清水 正照 平成 9 年 3月 31 日 平成 9 年 5月 8日 

第 3 号 教 授 中川 哲也 平成 9 年 3月 31 日 平成 9 年 5月 8日 

第 4 号 教 授 安部 博純 平成 9 年 3月 31 日 平成 9 年 5月 8日 

第 5 号 学 長 安藤 延男 平成 10 年 3 月 31 日 平成 10 年 6 月 11 日 

第 6 号 教 授 武内 勝彦 平成 10 年 3 月 31 日 平成 10 年 6 月 11 日 

第 7 号 教 授 阿部   洋 平成 12 年 3 月 31 日 平成 12 年 6 月 14 日 

第 8 号 教 授 杉田 峰康 平成 13 年 3 月 31 日 平成 13 年 5 月 30 日 

第 9 号 教 授 奥村 幸夫 平成 19 年 3 月 31 日 平成 20 年 4 月 4日 

第 10 号 教 授 宮崎 昭夫 平成 20 年 3 月 31 日 平成 21 年 4 月 17 日 

第 11 号 学 長 橋口 捷久 平成 19 年 3 月 31 日 平成 22 年 4 月 21 日 

第 12 号 教 授 清田 勝彦 平成 22 年 3 月 31 日 平成 22 年 4 月 21 日 

第 13 号 教 授 西岡 健治 平成 23 年 3 月 31 日 平成 23 年 10 月 25 日 

第 14 号 教 授 小松 啓子 平成 26 年 3 月 31 日 平成 26 年 6 月 24 日 

第 15 号 教 授 久永  明 平成 26 年 3 月 31 日 平成 26 年 6 月 24 日 

第 16 号 教 授 古橋 啓介 平成 26 年 3 月 31 日 平成 26 年 6 月 24 日 

第 17 号 教 授 茂木 豊 平成 26 年 3 月 31 日 平成 26 年 6 月 24 日 

第 18 号 学 長 名和田 新 平成 24 年 3 月 31 日 平成 28 年 3 月 31 日 

第 19 号 教 授 森山 沾一 平成 24 年 3 月 31 日 平成 28 年 3 月 31 日 
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第 20 号 教 授 鬼崎 信好 平成 24 年 3 月 31 日 平成 28 年 3 月 31 日 

第 21 号 教 授 文屋 俊子 平成 28 年 3 月 31 日 平成 28 年 4 月 1日 

第 22 号 教 授 秦 和彦 平成 28 年 3 月 31 日 平成 28 年 4 月 1日 

第 23 号 教 授 甲斐 彰 平成 23 年 3 月 31 日 平成 28 年 11 月 1 日 

第 24 号 教 授 藤山 正二郎 平成 24 年 3 月 31 日 平成 28 年 11 月 1 日 

第 25 号 教 授 平野 泰朗 平成 22 年 3 月 31 日 平成 28 年 11 月 1 日 

第 26 号 教 授 田中 哲也  平成 30 年 3 月 31 日 平成 30 年 4 月 1日 

第 27 号 教 授 福田 恭介 平成 31 年 3 月 31 日 平成 31 年 4 月 1日 

第 28 号 教 授 細井 勇 平成 31 年 3 月 31 日 平成 31 年 4 月 1日 
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4.学年暦 

令和５年度学部学年歴 

前 期 

２０２３（令和５）年 

４月 １日(土)  

４月 ４日(火) 

４月 ４日(火)～１０日(月) 

 

 

４月 ７日(金)  

 

４月１１日(火) 

４月１２日(水) 

４月１５日(土) 

４月１７日(月) 

４月２２日(土) 

５月１０日(水) 

５月１３日(土) 

５月２７日(土) 

６月 ５日(月)～９日(金) 

６月１０日(土) 

６月２４日(土) 

６月２６日(月) 

～３０日(金) 

７月 ８日(土) 

７月２２日(土) 

７月２８日(金) 

７月２９日(土)  

７月３１日(月) 

～８月４日(金) 

８月 ５日(土) 

８月 ７日(月) 

～９月２７日(水) 

８月１４日(月)～１８日(金) 

８月１７日(木) 

８月１７日(木)～２１日(月) 

８月２１日(月)～２５日(金) 

８月２２日(火)～２８日(月) 

８月２８日(月) 

～９月１５日(金) 

９月初旬 

９月１１日(月) 

９月１１日(月)～１３日(水) 

９月２３日(土) 

９月２６日(火) 

９月２７日(水) 

 

 

 

 

 

 

前期始まり 

入学式 

オリエンテーション・ 

学生定期健康診断・ 

新入生フォーラム等 

前期履修登録締切日 

(新入生を除く） 

前期授業開始 

前期履修登録締切日（新入生） 

補講日 

前期履修登録修正締切日 

補講日 

開学記念日 

補講日 

補講日 

前期履修登録取消期間 

補講日 

補講日  

基礎看護学実習Ⅰ 

（看護学部１年生） 

補講日 

補講日 

前期通常授業終了 

特別補講日 

前期試験期間 

 

オープンキャンパス 

夏季休業 

 

集中講義第１週 

成績掲示(合否のみ) 

再試験願提出期間 

集中講義第２週 

再試験期間 

基礎看護学実習Ⅱ 

(看護学部２年生) 

看護学部３年生実習ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 

前期成績表交付 

成績質問期間 

オープンキャンパス（予定） 

後期履修登録締切日 

前期終り

 

 

後 期 

９月２８日(木) 

 

１０月 ４日(水) 

１０月２１日(土) 

１０月２８日(土) 

１１月 ４日(土) 

１１月１０日(金) 

１１月１１日(土)～１２日(日) 

１１月１７日(金) 

１１月１８日(土) 

１１月２５日(土) 

１２月 ２日(土) 

１２月 ４日(月)～８日(金) 

１２月１６日(土) 

１２月２０日(水) 

１２月２０日(水) 

１２月２３日(土)～１月４日(木) 

２０２４（令和６）年 

１月 ５日(金) 

１月１２日(金) 

１月１３日(土)～１４日(日) 

１月１５日(月) 

１月２０日(土) 

１月２２日(月) 

１月２２日(月) 

１月２７日(土) 

２月 ２日(金) 

２月 ５日(月) 

２月 ６日(火) 

２月 ７日(水)～１４日(水) 

２月１５日(木)～２１日(水) 

２月１９日(月) 

２月２２日(木) 

２月２２日(木) ～２７日(火) 

２月２５日(日) 

２月２９日(木) 

２月２９日(木) ～３月４日(月) 

３月 ５日(火)～１１日(月) 

３月１２日(火) 

３月１５日(金)  

３月２１日(木)  

３月２１日(木)～２５日(月) 

３月３１日(日)  

 

 

 

後期始まり 

後期授業開始 

後期履修登録修正締切日 

補講日 

補講日 

補講日 

全学休講 

大学祭（秋興祭） 

全学休講 

学校推薦型選抜等 

補講日 

補講日 

後期履修登録取消期間 

補講日 

社会福祉学科卒業論文提出日 

看護学部卒業研究提出日 

冬季休業 

 

授業再開 

全学休講 

大学入学共通テスト 

全学休講 

補講日 

公共社会学科卒業論文提出日 

人間形成学科卒業論文提出日 

補講日 

後期通常授業終了 

特別補講日 

人間社会学部卒業論文発表会 

後期試験期間 

後期集中講義 

卒業予定者成績掲示日(合否のみ) 

卒業予定者成績表交付 

卒業予定者成績質問期間 

一般選抜前期日程 

在学生成績掲示日(合否のみ) 

再試験願提出期間(在学生) 

在学生再試験期間 

一般選抜後期日程 

卒業式 

在学生後期成績表交付 

在学生成績質問期間 

後期終り 
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第 20 号 教 授 鬼崎 信好 平成 24 年 3 月 31 日 平成 28 年 3 月 31 日 

第 21 号 教 授 文屋 俊子 平成 28 年 3 月 31 日 平成 28 年 4 月 1日 

第 22 号 教 授 秦 和彦 平成 28 年 3 月 31 日 平成 28 年 4 月 1日 

第 23 号 教 授 甲斐 彰 平成 23 年 3 月 31 日 平成 28 年 11 月 1 日 

第 24 号 教 授 藤山 正二郎 平成 24 年 3 月 31 日 平成 28 年 11 月 1 日 

第 25 号 教 授 平野 泰朗 平成 22 年 3 月 31 日 平成 28 年 11 月 1 日 

第 26 号 教 授 田中 哲也  平成 30 年 3 月 31 日 平成 30 年 4 月 1日 

第 27 号 教 授 福田 恭介 平成 31 年 3 月 31 日 平成 31 年 4 月 1日 

第 28 号 教 授 細井 勇 平成 31 年 3 月 31 日 平成 31 年 4 月 1日 
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令和５年度大学院学年暦 

前 期 

２０２２（令和４）年 

４月 １日（土）      

４月 ４日（火）  

４月 ４日（火）～６日（木） 

４月１１日（火）  

４月１２日（水）  

４月１７日（月）       

４月２８日（金）  

５月１７日（水）  

５月３１日（水）  

６月 ５日（月）～９日（金） 

６月１６日（金）  

６月下旬～７月上旬     

７月１０日（月）  

 

７月             

 

７月下旬～８月上旬      

 

８月 ５日（土）  

８月             

 

９月 ５日（火）  

９月１１日（月）  

９月１１日（月）～１３（水） 

９月２０日（水）  

９月下旬  

９月２３日（土）     

９月２６日（火）  

９月２７日（水）    

 

後 期 

９月２８日（木）  

１０月 ４日（水）  

１０月上旬～１１月中旬       

 

１０月１３日（金）  

 

１０月１３日（金）  

１０月１４日（土）  

１１月１０日（金）        

１１月１１日（土）～１２日（日） 

１１月１７日（金）         

１１月１８日（土）  

 

１２月 ４日（月）～８日（金） 

 

 

 

 

前期開始 

入学式・オリエンテーション 

健康診断 

前期授業開始 

前期履修登録締切 

履修登録修正締切 

研究指導教員届」提出期限 

前期研究計画発表会（看護） 

研究計画書」「修士論文題目届」提出期限（看護） 

前期履修登録取消期間 

秋季修了予定者修士論文提出期限 

秋季修了予定者修士論文口述試験 

秋季修了予定者修士論文再提出期限

（人社及び看護研究コース） 

秋季修了予定者修士論文最終試験結果報告

（人社及び看護研究科委員会） 

修士論文中間発表会 

（看護助産実践形成コース） 

オープンキャンパス 

秋季修了予定者修了判定 

（人社及び看護研究科委員会） 

秋季修了判定会議（教務入試委員会） 

前期成績表交付 

成績質問期間 

後期研究計画発表会（看護） 

秋季修了大学院修士学位記授与式 

秋のオープンキャンパス 

後期履修登録締切 

前期終了 

 

 

後期授業開始 

後期履修登録修正締切 

修士論文中間発表会 

（看護研究コース） 

「研究計画書」、「修士論文題目届」 

提出期限（看護） 

「修士論文題目届」提出期限（人社） 

大学院秋季入学試験 

全学休講 

秋興祭 

全学休講（学生立入禁止） 

学校推薦型・転編入・社会人等入

学試験 

後期履修登録取消期間 

 

１２月 ８日(金) 

 

１２月１８日(月)～２２日(金) 

 

１２月２３日(土)～１月 ４日(水) 

２０２３（令和５）年) 

１月 ５日（金）  

１月 ５日（金）  

１月１２日（金）        

 

１月１２日（金）        

１月１３日（土）～１４日（日） 

１月１５日（月）        

１月１５日（月）  

１月１５日（月）～１９日（金） 

１月２４日（水）  

２月 ２日（金）  

２月 ３日（土）  

２月 ６日（火）      

２月 ７日（水）  

２月             

 

２月２２日（木）  

２月２２日（木）～２７日（火） 

２月２５日（日）  

２月２９日（木）    

３月 １日（金）  

      

３月 ４日（月）        

３月 ４日（月）  

３月１２日（火）  

３月１５日（金）  

 

３月２１日（木）  

３月２１日（木）～２５日（月） 

３月３１日（日）      

修士論文提出期限 

（看護助産実践形成コース） 

修士論文口述試験 

（看護助産実践形成コース） 

冬季休業 

 

授業再開 

修士論文提出期限（看護研究コース） 

修士論文再提出期限 

（看護助産実践形成コース） 

全学休講（学生立入禁止） 

(大学入学共通テスト） 

全学休講 

修士論文提出期限（人社） 

修士論文口述試験（看護研究コース） 

修士論文口述試験（人社） 

後期通常授業終了日 

大学院春季入学試験 

修士論文再提出期限（看護研究コース） 

修士論文再提出期限（人社） 

修士論文最終試験結果報告 

（人社及び看護研究科委員会） 

修了予定者成績表交付 

修了予定者成績質問期間 

（一般選抜試験 前期日程） 

「研究計画書」提出期限（人社） 

修士論文発表会（人社及び看護） 

修士論文中間発表会（人社） 

修了判定（人社及び看護研究科委員会） 

修了判定会議（教務入試委員会） 

（一般選抜試験 後期日程） 

大学院修士学位記授与式 

（大学卒業式） 

在学生成績表交付 

成績質問期間 

後期終了 
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令和５年度大学院学年暦 

前 期 

２０２２（令和４）年 

４月 １日（土）      

４月 ４日（火）  

４月 ４日（火）～６日（木） 

４月１１日（火）  

４月１２日（水）  

４月１７日（月）       

４月２８日（金）  

５月１７日（水）  

５月３１日（水）  

６月 ５日（月）～９日（金） 

６月１６日（金）  

６月下旬～７月上旬     

７月１０日（月）  

 

７月             

 

７月下旬～８月上旬      

 

８月 ５日（土）  

８月             

 

９月 ５日（火）  

９月１１日（月）  

９月１１日（月）～１３（水） 

９月２０日（水）  

９月下旬  

９月２３日（土）     

９月２６日（火）  

９月２７日（水）    

 

後 期 

９月２８日（木）  

１０月 ４日（水）  

１０月上旬～１１月中旬       

 

１０月１３日（金）  

 

１０月１３日（金）  

１０月１４日（土）  

１１月１０日（金）        

１１月１１日（土）～１２日（日） 

１１月１７日（金）         

１１月１８日（土）  

 

１２月 ４日（月）～８日（金） 

 

 

 

 

前期開始 

入学式・オリエンテーション 

健康診断 

前期授業開始 

前期履修登録締切 

履修登録修正締切 

研究指導教員届」提出期限 

前期研究計画発表会（看護） 

研究計画書」「修士論文題目届」提出期限（看護） 

前期履修登録取消期間 

秋季修了予定者修士論文提出期限 

秋季修了予定者修士論文口述試験 

秋季修了予定者修士論文再提出期限

（人社及び看護研究コース） 

秋季修了予定者修士論文最終試験結果報告

（人社及び看護研究科委員会） 

修士論文中間発表会 

（看護助産実践形成コース） 

オープンキャンパス 

秋季修了予定者修了判定 

（人社及び看護研究科委員会） 

秋季修了判定会議（教務入試委員会） 

前期成績表交付 

成績質問期間 

後期研究計画発表会（看護） 

秋季修了大学院修士学位記授与式 

秋のオープンキャンパス 

後期履修登録締切 

前期終了 

 

 

後期授業開始 

後期履修登録修正締切 

修士論文中間発表会 

（看護研究コース） 

「研究計画書」、「修士論文題目届」 

提出期限（看護） 

「修士論文題目届」提出期限（人社） 

大学院秋季入学試験 

全学休講 

秋興祭 

全学休講（学生立入禁止） 

学校推薦型・転編入・社会人等入

学試験 

後期履修登録取消期間 

 

１２月 ８日(金) 

 

１２月１８日(月)～２２日(金) 

 

１２月２３日(土)～１月 ４日(水) 

２０２３（令和５）年) 

１月 ５日（金）  

１月 ５日（金）  

１月１２日（金）        

 

１月１２日（金）        

１月１３日（土）～１４日（日） 

１月１５日（月）        

１月１５日（月）  

１月１５日（月）～１９日（金） 

１月２４日（水）  

２月 ２日（金）  

２月 ３日（土）  

２月 ６日（火）      

２月 ７日（水）  

２月             

 

２月２２日（木）  

２月２２日（木）～２７日（火） 

２月２５日（日）  

２月２９日（木）    

３月 １日（金）  

      

３月 ４日（月）        

３月 ４日（月）  

３月１２日（火）  

３月１５日（金）  

 

３月２１日（木）  

３月２１日（木）～２５日（月） 

３月３１日（日）      

修士論文提出期限 

（看護助産実践形成コース） 

修士論文口述試験 

（看護助産実践形成コース） 

冬季休業 

 

授業再開 

修士論文提出期限（看護研究コース） 

修士論文再提出期限 

（看護助産実践形成コース） 

全学休講（学生立入禁止） 

(大学入学共通テスト） 

全学休講 

修士論文提出期限（人社） 

修士論文口述試験（看護研究コース） 

修士論文口述試験（人社） 

後期通常授業終了日 

大学院春季入学試験 

修士論文再提出期限（看護研究コース） 

修士論文再提出期限（人社） 

修士論文最終試験結果報告 

（人社及び看護研究科委員会） 

修了予定者成績表交付 

修了予定者成績質問期間 

（一般選抜試験 前期日程） 

「研究計画書」提出期限（人社） 

修士論文発表会（人社及び看護） 

修士論文中間発表会（人社） 

修了判定（人社及び看護研究科委員会） 

修了判定会議（教務入試委員会） 

（一般選抜試験 後期日程） 

大学院修士学位記授与式 

（大学卒業式） 

在学生成績表交付 

成績質問期間 

後期終了 

 

108 
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前 期 

２０２２（令和４）年 

４月 １日（土）      

４月 ４日（火）  

４月 ４日（火）～６日（木） 

４月１１日（火）  

４月１２日（水）  

４月１７日（月）       

４月２８日（金）  

５月１７日（水）  

５月３１日（水）  

６月 ５日（月）～９日（金） 

６月１６日（金）  

６月下旬～７月上旬     

７月１０日（月）  

 

７月             

 

７月下旬～８月上旬      

 

８月 ５日（土）  

８月             

 

９月 ５日（火）  

９月１１日（月）  

９月１１日（月）～１３（水） 

９月２０日（水）  

９月下旬  

９月２３日（土）     

９月２６日（火）  

９月２７日（水）    

 

後 期 

９月２８日（木）  

１０月 ４日（水）  

１０月上旬～１１月中旬       

 

１０月１３日（金）  

 

１０月１３日（金）  

１０月１４日（土）  

１１月１０日（金）        

１１月１１日（土）～１２日（日） 

１１月１７日（金）         

１１月１８日（土）  

 

１２月 ４日（月）～８日（金） 

 

 

 

 

前期開始 

入学式・オリエンテーション 

健康診断 

前期授業開始 

前期履修登録締切 

履修登録修正締切 

研究指導教員届」提出期限 

前期研究計画発表会（看護） 

研究計画書」「修士論文題目届」提出期限（看護） 

前期履修登録取消期間 

秋季修了予定者修士論文提出期限 

秋季修了予定者修士論文口述試験 

秋季修了予定者修士論文再提出期限

（人社及び看護研究コース） 

秋季修了予定者修士論文最終試験結果報告

（人社及び看護研究科委員会） 

修士論文中間発表会 

（看護助産実践形成コース） 

オープンキャンパス 

秋季修了予定者修了判定 

（人社及び看護研究科委員会） 

秋季修了判定会議（教務入試委員会） 

前期成績表交付 

成績質問期間 

後期研究計画発表会（看護） 

秋季修了大学院修士学位記授与式 

秋のオープンキャンパス 

後期履修登録締切 

前期終了 

 

 

後期授業開始 

後期履修登録修正締切 

修士論文中間発表会 

（看護研究コース） 

「研究計画書」、「修士論文題目届」 

提出期限（看護） 

「修士論文題目届」提出期限（人社） 

大学院秋季入学試験 

全学休講 

秋興祭 

全学休講（学生立入禁止） 

学校推薦型・転編入・社会人等入

学試験 

後期履修登録取消期間 

 

１２月 ８日(金) 

 

１２月１８日(月)～２２日(金) 

 

１２月２３日(土)～１月 ４日(水) 

２０２３（令和５）年) 

１月 ５日（金）  

１月 ５日（金）  

１月１２日（金）        

 

１月１２日（金）        

１月１３日（土）～１４日（日） 

１月１５日（月）        

１月１５日（月）  

１月１５日（月）～１９日（金） 

１月２４日（水）  

２月 ２日（金）  

２月 ３日（土）  

２月 ６日（火）      

２月 ７日（水）  

２月             

 

２月２２日（木）  

２月２２日（木）～２７日（火） 

２月２５日（日）  

２月２９日（木）    

３月 １日（金）  

      

３月 ４日（月）        

３月 ４日（月）  

３月１２日（火）  

３月１５日（金）  

 

３月２１日（木）  

３月２１日（木）～２５日（月） 

３月３１日（日）      

修士論文提出期限 

（看護助産実践形成コース） 

修士論文口述試験 

（看護助産実践形成コース） 

冬季休業 

 

授業再開 

修士論文提出期限（看護研究コース） 

修士論文再提出期限 

（看護助産実践形成コース） 

全学休講（学生立入禁止） 

(大学入学共通テスト） 

全学休講 

修士論文提出期限（人社） 

修士論文口述試験（看護研究コース） 

修士論文口述試験（人社） 

後期通常授業終了日 

大学院春季入学試験 

修士論文再提出期限（看護研究コース） 

修士論文再提出期限（人社） 

修士論文最終試験結果報告 

（人社及び看護研究科委員会） 

修了予定者成績表交付 

修了予定者成績質問期間 

（一般選抜試験 前期日程） 

「研究計画書」提出期限（人社） 

修士論文発表会（人社及び看護） 

修士論文中間発表会（人社） 

修了判定（人社及び看護研究科委員会） 

修了判定会議（教務入試委員会） 

（一般選抜試験 後期日程） 

大学院修士学位記授与式 

（大学卒業式） 

在学生成績表交付 

成績質問期間 

後期終了 
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5.授業時間割（学部） 
令和５年度時間割【前期】

 

91101 （基）法学 森脇 大講義室 11201 〇 データ分析の基礎 坂無 情報１ 91401 〇 （基）社会学A 堤 講堂

福 別途 〇 教養演習

石崎・
岡本
浩・
柴田・
菅原・
古賀・
堤

別途 91501 （基）環境科学 久永 3319

91101 （基）法学 森脇 大講義室 31202 教育学概論A 董 3204

31102 造形Ⅰ 櫻井 造形室

41103 〇 情報処理演習ⅠA 原田・四戸 情報2 41203 〇 情報処理演習ⅠＢ 原田・四戸 情報2 41302 情報処理演習ⅡＡ 原田 情報1 91402 （基）社会学A 堤 講堂 91502 （基）政治学　　 岡本雅 3212

81301 発達心理学Ⅰ－Ａ 池 講堂 41403 情報処理演習ⅡB 原田 情報1

11104 〇 英語Ⅲ－（１） ゲイル 3212 11204 多文化社会論 岡本雅 1222 11303 国際社会学A 佐野 3207 11404 社会調査の設計 園田 3319 11503 都市社会学 陸 1222

21105 子ども家庭福祉論A 奥村 3109 21205 精神保健福祉の原理Ⅰ 寺島 3202 21304 保健医療論 畑 1222 21405 相談援助演習A

本郷・
河野・
松岡・
岡田

別途 21504
ソーシャルワークの理
論と方法B

本郷 3109

21505
相談援助の理論と方法
Ｂ

本郷 3109

31106 幼児と言葉 井手 3203 31206 子どもの健康と安全 田中・吉川 5101 31305 〇 英語Ⅲ－（１） ゲイル 3212 31406 幼児と環境 中藤 3207

31107 心身科学 麦島 3319

41108 教育課程編成論 樋口 5102 41207 〇 看護倫理学 永嶋 他 大講義室 41306 〇 看護過程

41407 〇 フィジカルアセスメント論（２コマ連続） 藤野・宮本・加藤他
大講義

室・5303・
5304

21109 地域福祉論Ⅱ 村山 1222 11208 地域社会学B 園田 3212 11307 地域社会分析法A 園田 3319 11408 公民科教育法Ⅰ 下地 5102 11507 社会科教育法Ⅰ 下地 5102

21110 福祉行財政と福祉計画 村山 1222 11308 教育課程論 山田 5102 11409 文化人類学A 永吉 3203

11208 地域社会学B 園田 3212 21309 ソーシャルワーク演習C

寺島・
本郷・
河野・
荒木

別途 21410 精神保健福祉援助演習 宮原・飯干
3204・
3202

21508 就労支援 寺島 3202

31209 老年心理学 麦島 3319 21509 ソーシャルワークの理論と方法D 河野 5101

21510 相談援助の理論と方法D 5101

31209 老年心理学 麦島 3319 11308 教育課程論 山田 5102 11408 公民科教育法Ⅰ 下地 5102 11507 社会科教育法Ⅰ 下地 5102

31210 子どもと遊び 伊勢 3203

看 41211 〇 精神看護学演習Ⅰ
村方・
安永

4201・5303・5304 41310 〇 家族看護学
尾形･江上・
四戸・山下・

小野
5101 41409 保健社会調査論（２コマ連続） 　　　　　　　　　　　　小出 健康学習室

公

福 21411 福祉専門職特講Ｂ

本郷・
松岡・
住友・
廣田・
寺島・
畑・

宮原・
柴田(洋)

1222

形 31210 子どもと遊び 伊勢 3203 31312 教育相談（幼児教育） 吉岡・菅原 3203

看 41212 5301

92101 〇 スピーキング・リスニング中級（１）A プリッチャード 5101 92201 〇 スピーキング・リスニング初級（１） 田吹 5102 92301 〇 スピーキング・リスニング中級（１）D プリッチャード 5101 92401 （基）哲学的人間学 重松 3212 92501 独語Ⅰ－（１）A 古賀 5103

92102 〇 リーディング・ライティング初級（１） 田吹 5102 92202 〇 スピーキング・リスニング中級（１）C プリッチャード 5101 92302 〇 リーディング・ライティング中級（１）A 河本 LL 92402 独語Ⅰ－（１）B 古賀 5103

92103 〇 リーディング・ライティング上級（１） ゲイル 5103 92203 〇 スピーキング・リスニング上級（１） ゲイル 5103 92303 〇 リーディング・ライティング中級（１）B 冨岡 5105 92403 仏語Ⅰ－（１） 山本 3109 22502 〇
ソーシャルワークの基
盤と専門職Ⅰ

松岡 3319

92104 〇 リーディング・ライティング中級（１）C 河本 LL 92204 〇 リーディング・ライティング中級（１）D 河本 3202 22503 〇 相談援助の基盤と専門職Ⅰ 松岡 3319

32504 発達心理学Ⅰ－B 池・林 3212

92102 〇 リーディング・ライティング初級（１） 田吹 5102 92201 〇 スピーキング・リスニング初級（１） 田吹 5102 42304 〇 保健医療福祉の法と制度 四戸・小出 大講義室 92501 独語Ⅰ－（１）A 古賀 5103

92103 〇 リーディング・ライティング上級（１） ゲイル 5103 92203 〇 スピーキング・リスニング上級（１） ゲイル 5103

92105 〇 リーディング・ライティング中級（１）E 冨岡 5105 92205 〇 リーディング・ライティング中級（１）F 冨岡 5105

12108 地理学概論 美谷 3207 12208 教育史 藤澤 3319 12305 社会病理学 堤 3319 12404 〇 社会統計学Ⅰ 坂無
情報1・
1222

92505 中国語Ⅱ－（１）Ａ 陸 1222

92506 仏語Ⅱ－（１） 山本 3109

22109
ソーシャルワークの理
論と方法A

河野 3109 22209
精神保健福祉相談援
助の基盤(専門)

住友 1222 22405 ソーシャルワーク演習B
村山・寺
島・畑・
今村

別途 92507 コリア語Ⅱ－（１）Ａ 金京姫 LL

22110
相談援助の理論と方法
Ａ

河野 3109

32111 体育Ⅰ 池田
グラウ
ンド等・
3204

32210 〇 教育史 藤澤 3319 32306 保健医療福祉の法と制度（関係行政論） 四戸・小出 大講義室 32406 社会統計学Ⅰ 坂無 情報1・
1222

32117 障害者・障害児心理学 小山 3212 32307 保育学 董 3207 32407 保育内容総論 伊勢 3204

42112 〇 【前半】医療安全 江上千他

42113 〇 【後半】家族看護学 波止他 42308 〇 生態・病態看護学実験Ａ（２コマ連続） 4302

公 92114 （基）ジェンダー論 坂無 3319 92212 中国語Ⅲ－（１） 陸 3212 12309 NPO論 佐野 3204 82408 キャリア論 井上 3202

92213 コリア語Ⅲ－（１） 金希京 LL

92114 （基）ジェンダー論 坂無 3319 22310 精神保健福祉援助実習指導
畑・河

野・宮原 別途 22409 相談援助演習B
村山・寺
島・畑・
今村

別途

22115 ソーシャルワークの理論と方法E 宮原 1222 12309 NPO論 佐野 3204 82408 キャリア論 井上 3202 22511 精神保健福祉論Ⅱ 今村 5102

32116 幼稚園教育実習事前事後指導 董 3203 32311 保育実習指導Ⅰ 伊勢・杉
野寿 3203 82408 キャリア論 井上 3202

92114 （基）ジェンダー論 坂無 3319

42115 看護教育学 石田 4201・
4202

42214 〇 看護研究
杉野浩・

石田・福田・
四戸・小出

5106 別途 〇 専門看護学ゼミ 別途 別途 42409 〇 在宅看護学演習Ⅰ（２コマ連続） 波止・吉田恭・増滿・手島・平塚・猪狩 5303

92114 （基）ジェンダー論 坂無 3319 42410 〇 看護実践論（２コマ連続） 石田他
大講義
室他

公 12411 教育実習事前事後指導（中高） 藤澤 公共学生研究室

福 22215
学校ソーシャルワーク
演習

寺田 1217 22312
学校ソーシャルワーク
実習指導

奥村 1217

32216
幼稚園教育実習事前事
後指導

董 3203 32313
家族心理学（社会・集
団・家族心理学）

吉岡 3212 32412 子育て支援 杉野寿 3207

42314 養護実習事前事後指導
松浦・原
田・梶原 4201 42413 リーディングⅢ 田吹 4202

02115 日本語上級Ｂ 伊藤 3104 02217 日本語会話Ｂ 伊藤 3104 02315 日本語中級Ｂ 伊藤 3104 02414 日本語表現論Ⅱ 西岡 3104

公 83101 教育学概論B 藤澤 大講義室 93301 中国語Ⅰ－（１）A 篠原 1222 93401 中国語Ⅰ－（１）B 篠原 1222

福 93201 （基）生物学 芋川 講堂 93302 コリア語Ⅰ－（１）B 奈良 3212

形

83101 教育学概論B 藤澤 大講義室 93202 コリア語Ⅰ－（１）A 奈良 3212

83203 Webデザイン演習 柴田 情報１ 13304 仕事の経済学 横山 3319 13402 現代社会論Ｂ（情報社会論） 阪井俊 3319 13501 集合行動論 阪井俊 3105

13204
現代社会論A（ジェン
ダー・世代）

中村 3109

13103 家族社会学A 黒川 3109

13402 現代社会論Ｂ（情報社会論） 阪井俊 3319

83203 Webデザイン演習 柴田 情報１

看 83102 社会人基礎力演習 森脇・井
上 情報１ 43205 〇 保健統計学 松浦・原

田・梶原
大講義室 43403 〇 病態看護学Ⅱ 塩田他 大講義室 43503 東洋医学概論 増滿・清水 5303

83206 組織マネジメント 井上 3202 13404 アジア経済論 王 3109

13104 地域社会分析法B 宋 3204

23105 医療ソーシャルワーク論 畑 3202

83206 組織マネジメント 井上 3202

33208 英語Ⅳ－（１） 河本 3203

83206 組織マネジメント 井上 3202

看 43106 健康教育論 梶原・原
田・松浦 5102

公
福
形

看 別途 〇 卒業研究 各担当 別途

― 日本語中級Ｂ 伊藤 3104 ― 日本語会話Ｂ 伊藤 3104 ― 日本語上級Ｂ 伊藤 3104

公 別途 〇 教養演習

中村・
坂無・

岡本雅・
櫻井・
森脇

別途 84201 社会福祉学概論Ⅰ 村山 3212 94301  Introduction to studying in English ゲイル 3203・ＬＬ

福 24101 社会保障論Ⅰ 廣田 3212 84202 〇 社会福祉学概論Ⅰ 村山 3212 ― 健康科学実習ⅠA 中原 グラウンド等 94401 （基）ライフキャリア論 井上 3319 94501 （基）心理学概論 上野 大講義室

34102 音楽Ⅰ 鷲野他 音楽室 別途 〇 教養演習

中原・
二見・
河本・
池・

井上・
小林

別途 94402 健康スポーツ論 中原 大講義室 94502 （基）数学概論 石崎 3319

34103 精神保健学 小嶋 大講義室

看 44104 〇 生態機能看護学ⅠA 塩田・江上・松山 5101 44203 〇 対人関係と看護 増滿 大講義室 44302 〇 基礎看護学概論 永嶋・加
藤・廣瀬

大講義室 94401 （基）ライフキャリア論 井上 3319

公 94105 中国語Ⅱ－（１）B 陸 1222 14303 イスラム社会論 阿部 5103 14403 　社会調査実習Ⅰ　　（２コマ連続） 堤・佐野・美谷 別途

24106 精神保健学Ⅰ 小嶋 大講義室 24204 障害者福祉論 寺島 3109 24304
ソーシャルワーク実習
指導Ⅰ

24404 〇 英語Ⅲ－（１） ゲイル 3212 24503 高齢者福祉論 本郷 5106

24305 相談援助実習指導Ⅰ

94105 中国語Ⅱ－（１）B 陸 1222 34205 音楽Ⅱ 鷲野他 音楽室 34306 幼児と表現Ａ 櫻井 造形室 34405 子ども家庭福祉 西原 5101 34507 心理学実験Ⅰ 麦島・小林 情報１

34406
学習心理学及び言語
の習得（学習・言語心
理学）

麦島 3207 34316 心理学統計法 小林 情報1 34406
学習心理学及び言語
の習得（学習・言語心
理学）

宮里 3204 34508 特別支援教育 二見 3203

44107 〇 リーディングⅡA 田吹 4202 44207 〇 リーディングⅡB 田吹 4202 44308 〇 生態・病態看護学実験Ｂ（２コマ連続） 江上・芋川・塩田・松山 4302 44504 〇 病態看護学Ⅰ 江上千 5101

44108 精神保健学 小嶋 大講義室 44309 〇 リーディングⅡC 田吹 4202

14109 英語Ⅳ－（１） 河本 LL 14310 福祉社会学 黒川 1222 84505 プログラミング演習 柴田 情報2

94506 （基）性教育学
松浦・

原田・梶
原

3212

24110 精神保健福祉制度論 住友 3204 34208 精神医学Ⅰ 小嶋 3319 24407 ソーシャルワーク実習指導Ⅱ

24408 相談援助実習指導Ⅱ

34209
精神医学Ⅰ（精神疾患と
その治療Ⅰ)

小嶋 3319 34311
知覚心理学（知覚・認知
心理学）

原口 5101 34409 子どもの食と栄養 青木 3202

34210 幼児と健康 池田 3204 34312 幼児と表現B 鷲野 音楽室・
3204

44111 〇 ケアリング論 清水 5106 44211 学校保健学 松浦・原
田・梶原 5102 44313 〇 老年看護学演習Ⅰ（２コマ連続） 中井・清原 5303 94506 （基）性教育学 松浦・原田・

梶原 3212

44314 〇 女性看護学演習Ⅰ（２コマ連続） 吉田静・安河内・佐藤 5302

公

福 24112 精神保健福祉援助実習指導（２コマ連続） 畑・河野・宮原 別途 24316 精神保健福祉援助演習 宮原 3202

形

44315 5301

― 日本語中級Ｂ 伊藤 3104 ― 日本語会話Ｂ 伊藤 3104 ― 日本語上級Ｂ 伊藤 3104

15101 〇 健康科学実習ⅠA 中原 グラウンド等 15201 〇 公共性の社会学 黒川 3109 15301 〇 情報処理の基礎と演習 柴田 情報１

25102 〇 情報処理の基礎と演習 柴田 情報１ 25202 〇 健康科学実習ⅠA 中原 グラウンド等 95302 〇 スピーキング・リスニング中級（１）B ウォトリー 情報２ 95501 保健理論　 村上 3109

85502 対人心理学 上野 大講義室

35203 〇 情報処理の基礎と演習 柴田 情報１ 35303 〇 健康科学実習ⅠA 中原 グラウンド等

看 別途 〇 教養演習 未定 別途 95204 〇 スピーキング・リスニング中級（１）E ウォトリー 情報２ 95402 〇 スピーキング・リスニング中級（１）F ウォトリー 情報２

15103 〇 社会学史Ⅰ 中村 3212 95206 (基)科学史 横山 5101 95304 (基)社会思想史 朝倉 大講義室 15403 日本史概論 有谷 3109 95503 コリア語Ⅱ－（１）B 金京姫 LL

85305 情報数学 石崎 3319 95504 独語Ⅱ－（１） 古賀 5105

25306 　　　　　　　　　　　福祉住環境論　　　（２コマ連続） 西島 3212

95304 (基)社会思想史 朝倉 大講義室

85305 情報数学 石崎 3319

95304 (基)社会思想史 朝倉 大講義室 35404 社会的養護Ⅰ 杉野寿 3207

85305 情報数学 石崎 3319

看 60003 〇 暮らしの中の看護を知る実習 波止他 5102・別途 - 〇 暮らしの中の看護を知る実習 波止他 5102・別途 - 〇 暮らしの中の看護を知る実習 波止他 5102・別途 - 〇 暮らしの中の看護を知る実習 波止他 5102・別途 - 〇 暮らしの中の看護を知る実習 波止他 5102・別途

15207 法律学概論Ⅰ 森脇 3207 15307 国際教育文化交流論 閔 3202 15405 地域社会分析法C 美谷 情報1 85505 データ処理とデータ解析Ⅰ 石崎 情報１

25208 英語Ⅳ－（１） 河本 LL 25306 　　　　　　　　　　　福祉住環境論　　　（２コマ連続） 西島 3212 25506 権利擁護と成年後見制度 廣田 3212

25209 精神科リハビリテーション学Ⅰ 住友 3204 25308 精神保健福祉援助技術各論Ⅰ 住友 3204 25406 精神保健福祉演習 宮原 3204 85505 データ処理とデータ解析Ⅰ 石崎 情報１

35210 幼児と人間関係 菅原 3202 15307 国際教育文化交流論 閔 3202 35407 乳児保育Ⅱ 伊勢 3202 85505 データ処理とデータ解析Ⅰ 石崎 情報１

35309
認知心理学（知覚・認
知心理学）

小林 3109 35408 臨床心理学概論 岩橋 3319 35507 体育Ⅱ 池田 3204

45109 教師論 石田 健康学
習室

45211 教育相談 岩橋 3212 45310 〇 成人看護学演習Ⅰ（２コマ連続） 福田・村田
5303・
5304

45508 〇 成人看護学演習Ⅱ
福田・
村田・
笹山

45311 〇 小児看護学演習Ⅰ（２コマ連続） 田中・吉川
5301・
5302

45409 臨床心理学 岩橋 3319

公 15212 教育相談 岩橋 3212

福 15212 教育相談 岩橋 3212

形 15212 教育相談（教育・学校心理学） 岩橋 3212

看 45110 5301 45312 5301

別途・
1222

村山・
本郷・
奥村・
廣田・
河野・
寺島・
松岡・
畑・
岡本
浩・

戸丸・
豊福

村山・
本郷・
奥村・
廣田・
河野・
寺島・
松岡・
畑・

岡本浩・
戸丸・
豊福

別途・
3319

形

―

大講義室

江上・芋川・塩田・松山
大講義室

看

83102 社会人基礎力演習 森脇・井
上 情報１

講堂

松浦・
小嶋・
四戸・
奥村・
原田・
増滿・
小山・
梶原

不登校・ひきこもり援助論

尾形・
山下・
小野

公衆衛生看護学Ⅰ42211

83303

１６：１０～１７：４０

曜
日

学
年

学
科

１限 ２限 ３限 ４限 ５限

８：５０～１０：２０ １０：３０～１２：００ １２：５０～１４：２０ １４：３０～１６：００

1

公

81301 発達心理学Ⅰ－Ａ

3

公

福

形

4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　公　衆　衛　生　看　護　技　術　論　Ⅰ　　（　４　コ　マ　連　続　） 小野・尾形・山下・中村

火

1

公

福

講堂

形

看

2

公

福

形

看
加藤・永
嶋・藤野

他

大講義
室・

5303・
5304

池 講堂

91402 （基）社会学A 堤

月

3

福

形

看

形

看

2

公

福

形

看

4
形

看

留学生

水

1

2

公

形

福

4

留学生

心理実習Ⅰ 小山他 別途

3

公

福
23207 介護技術演習 秋竹

83102 社会人基礎力演習 森脇・井
上 情報１ 33502

介護演習
室・３２０7

形

1

2

福

看

3

公 別途 〇 公共社会学研究Ⅰ

形

公　衆　衛　生　看　護　技　術　論　Ⅱ　（　３　コ　マ　連　続　） 山下・尾形・小野・中村

留学生

金

1

公

95401 〇 健康科学実習ⅠB 池田

木

3

公

福

形

看

4

グラウンド等

別途

福

形

看

4

看

福

形

2

公

福

形

公衆衛生看護学Ⅱ（２コマ連続） 尾形・山下・小野・中村 公　衆　衛　生　看　護　ア　セ　ス　メ　ン　ト　論　Ⅱ　（　３　コ　マ　連　続　） 小野・尾形・山下・中村

【注】 ・ ○は「必修科目」、（基）は「基盤教育科目（教養科目）」を表す。

　　 　・ 上記時間割は変更になることがある。
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令和５年度時間割【後期】 

 
 

91151 （基）憲法 森脇 大講義室 11251 国際協力論 佐野 3204 11351 〇 社会学概論 佐野 3319 81451 子供学習支援論
松浦・奥
村・原田・
小山・梶原

講堂 91551 （基）化学 芋川 大講義室

91452 （基）情報科学 石崎 3212 11552 国際政治学 岡本 1222

21252 〇 社会福祉学概論Ⅱ 河野 3212 21352 ソーシャルワーク演習A
本郷・河
野・松岡・

岡田
別途 91551 （基）化学 芋川 大講義室

21553 発達心理学Ⅱ 池 3319

31253 社会教育特講D 田中喜 5103 31353 福祉心理学 古賀 3109 91551 （基）化学 芋川 大講義室

31354 造形Ⅱ 櫻井 造形室 31554 〇 発達心理学Ⅱ 池 3319

41254 〇 生態機能看護学Ⅱ
江上・塩
田・松山 5106 41355 ○ 看護生化学 芋川 大講義室 81451 子供学習支援論

松浦・奥
村・原田・
小山・梶原

講堂 91551 （基）化学 芋川 大講義室

91452 （基）情報科学 石崎 3212

41453 遺伝学 芋川 大講義室

81152 生涯教育論 董 3319 81255 マルチメディア論 柴田 情報１ 11356 家族社会学B 黒川 1222 81454 情報ネットワーク演習 柴田 情報１ 81555 データベース論 柴田 情報１

21153 地域福祉論Ⅰ 村山 3212 81455 日本語ライティング 力丸 3202 11556 社会学の分析法A 松浦優 3109

21153 地域福祉論Ⅰ 村山 3212 21405 相談援助演習A
本郷・河
野・松岡・

岡田
別途 11456 国際社会学Ｂ 佐野 3319 21557 精神保健福祉論Ⅰ 寺島 3203

11356 家族社会学B 黒川 1222 81555 データベース論 柴田 情報１

25157 精神保健福祉演習 畑・宮原
3204・
3207

81154 〇 生涯教育論 董 3319 31359 〇 英語Ⅲ－（２） ゲイル 3212 31457 保育内容の指導法・環境 中藤 3204 81555 データベース論 柴田 情報１

31458 加齢基礎論 麦島 3109 31558 心理学的支援法
岩橋・
吉岡

3212・
3202

81455 日本語ライティング 力丸 3202

81454 情報ネットワーク演習 柴田 情報１

看 41155 〇 地域・在宅看護論

波止・手
島・増滿・
猪狩・平

塚・吉田恭

5106 41256 〇 シンプトンマネジメント論 藤野他
実習室
・5101

41359 ○
成人老年看護学Ⅰ（急
性期）

福田・富
崎・村田・
笹山・山口

5101 41458 ○
成人老年看護学Ⅱ（回
復期・慢性期）

福田・中
井・富崎・
村田・清
原・廣瀬・
笹山・山口

5101

81455 日本語ライティング 力丸 3202

11257 教育方法と情報技術 石崎
情報３・
3207

11459 公民科教育法Ⅱ 下地 3207 11559 社会科教育法Ⅱ 下地 3207

11460 文化人類学Ｂ 永吉 3203

91461
Advanced English
Achievement

ゲイル ＬＬ

21156 子ども家庭福祉論B 奥村 1314 21360 英語Ⅳ－（２） 河本 LL 22310
精神保健福祉援助実
習指導

畑・河
野・宮

原
別途 21560 福祉専門職特講A

松岡・本郷・
住友・奥村・
廣田・河野・
上野・中村

オンデマンド

21410 精神保健福祉援助演習 宮原・飯干
1317・
1318

91461
Advanced English
Achievement

ゲイル ＬＬ

35507 体育Ⅱ 池田 3109 31361 社会教育特講C 山田明 3202 91461
Advanced English
Achievement

ゲイル ＬＬ

看 91461
Advanced English
Achievement

ゲイル ＬＬ

公
福
形

看 41157 江上・塩田 実験室 41362 教職実践演習（養護教諭）
梶原・原
田・松浦 4201

12151 社会政策論 坂本 3204 92251 〇 スピーキング・リスニング初級（２） 石川 1222 92351 〇 スピーキング・リスニング中級（２）D プリッチャード 5106 92451 仏語Ⅰ－（２） 山本 3109 92551 独語Ⅰ－（２）B 古賀 5104 92651 （基）哲学 後藤

92152 〇 スピーキング・リスニング中級（２）C プリッチャード 5106 92252 〇 スピーキング・リスニング上級（２） ゲイル 5103 92352 〇 リーディング・ライティング中級（２）B 河本 LL 92452 独語Ⅰ－（２）A 古賀 5104 92552 （基）経済学 野津 大講義室

92153 〇 リーディング・ライティング初級（２） 石川 1222 92253 〇 リーディング・ライティング中級（２）A 冨岡 5104 92353 〇 リーディング・ライティング中級（２）C 冨岡 5104

92154 〇 リーディング・ライティング中級（２）D 冨岡 5104

92155 〇 リーディング・ライティング上級（２） ゲイル 5103

92152 〇 スピーキング・リスニング中級（２）C プリッチャード 5106
92153 〇 リーディング・ライティング初級（２） 石川 1222

92154 〇 リーディング・ライティング中級（２）D 冨岡 5104

92155 〇 リーディング・ライティング上級（２） ゲイル 5103

92153 〇 リーディング・ライティング初級（２） 石川 1222 92251 〇 スピーキング・リスニング初級（２） 石川 1222 42354 教育と社会・地域
原田・
松浦・

4201

92156 〇 リーディング・ライティング中級（２）F 河本 LL 92254 〇 スピーキング・リスニング中級（２）F プリッチャード 5106

92155 〇 リーディング・ライティング上級（２） ゲイル 5103 92252 〇 スピーキング・リスニング上級（２） ゲイル 5103

92255 〇 リーディング・ライティング中級（２）E 河本 LL

12157 コミュニティ論 黒田 3319 92256 （基）国際関係論 川上 3212 92355 仏語Ⅱ－（２） 山本 3109 12453
特別の支援を必要とす
る子供の理解

二見 3203 92553 中国語Ⅱ－（２）A 陸 1222

12158 質的調査法 中村 3109 92356 中国語Ⅱ－（２）B 陸 1222 92554 コリア語Ⅱ－（２）Ａ 金京姫 3212

福 82257 人的資源管理論 井上 1318 22405 ソーシャルワーク演習B
村山・寺
島・畑・今

村
別途

32159 健康・医療心理学 小山 3212 32111 体育Ⅰ 池田
グラウ
ンド・

5105等
32454 乳児保育Ⅰ 髙口 3204 32555 心理学実験Ⅱ

麦島・
小林

情報１・
1317・
1318・

社会心理
学実験室

32160 障害児保育 二見 3203 92256 （基）国際関係論 川上 3212 32556 子ども家庭支援論 杉野寿 1314

82257
人的資源管理論（関係
行政論）

井上 1318 92553 中国語Ⅱ－（２）A 陸 1222

92554 コリア語Ⅱ－（２）Ａ 金京姫 3212

42161 ○ 精神看護学
村方・安
永・植田

大講義室 42258 〇 リプロダクティブヘルス看護学 杉浦 大講義室 42357 国際看護学 石田 5102

42358 看護情報学 杉野浩 健康学習室 42455 疫学 井手悠 情報2

公 12162 社会学の分析法B 黒川 3202 12259 教育の方法と実践 藤澤
公共学生
研究室 12359 地域計画論 美谷 3207 12456 社会変動と社会問題 堤 3319 12555 公共経済学 石井 3204

福
22163

22164

ソーシャルワーク演習D

相談援助演習C

本郷・村
山・奥村・
廣田・河
野・寺島・
松岡・畑

別途 22260 学校ソーシャルワーク演習 寺田 1217 22360
学校ソーシャルワーク実
習指導 奥村 1217 22409 相談援助演習B

村山・
寺島・
畑・今

村

別途 22556 更生保護 今村 3319

32165 保育内容の指導法・健康 池田 3207 32116
幼稚園教育実習事前
事後指導

董 3207 32361 心理的アセスメント 池 3319 32457 保育内容の指導法・表現B 鷲野 講堂 32557 更生保護（関係行政論） 今村 3319

32362 保育実習指導Ⅱ－A 伊勢 3203

32363 保育実習指導Ⅱ－B 杉野寿 1315

看

公 12364 教職実践演習（中高） 藤澤
公共学生
研究室

福

形 32261 保育内容演習
鷲野・櫻
井・伊勢

3204・
講堂

12458 生徒指導論A 大津 5102

42365 四戸・小出 5103

02166 日本語上級A 伊藤 3104 02262 日本語会話A 伊藤 3104 02366 日本語中級A 伊藤 3104 02459 日本語表現論Ⅰ 西岡 3104

93151 〇 （基）社会学B 堤 大講義室 93251 （基）物理学 大坪 3212 93351 中国語Ⅰ－（２）A 篠原 1222 93451 中国語Ⅰ－（２）B 篠原 1222 13551 地域社会学 森 3109

13252 世界地理 中里 3202 93352 コリア語Ⅰ－（２）A 奈良 3319 93452 コリア語Ⅰ－（２）B 奈良 3319

福 93152 （基）社会学B 堤 大講義室 93251 （基）物理学 大坪 3212

形

93152 （基）社会学B 堤 大講義室 93251 （基）物理学 大坪 3212 93351 中国語Ⅰ－（２）A 篠原 1222 93451 中国語Ⅰ－（２）B 篠原 1222

93352 コリア語Ⅰ－（２）A 奈良 3319 93452 コリア語Ⅰ－（２）B 奈良 3319

43197 〇 暮らしを知る実習 増滿 実習室 ― 〇 暮らしを知る実習 増滿 実習室 ― 〇 暮らしを知る実習 増滿 実習室 ― 〇 暮らしを知る実習 増滿 実習室 ― 〇 暮らしを知る実習 増滿 実習室

13154 特別活動 脇田 3202 12353 地方自治論 美谷 3207 93353 独語Ⅱ－（２） 古賀 3202 83453 社会教育論 溝内 3204

83155 問題解決演習
森脇・
井上

情報１ 93354 （基）グローバル社会論
芋川・ｹﾞｲﾙ・
佐野・柴田・
中村・井上

大講義室 13454 暮らしの経済学 横山寛 3203

83155 問題解決演習
森脇・
井上

情報１ 23254 介護福祉論 秋竹 3109 23455 社会福祉調査法 森 3109

13454 暮らしの経済学 横山寛 3203

83453 社会教育論 溝内 3204

形 83453 社会教育論 溝内 3204 33502 心理実習Ⅰ 小山他 別途

看 43196 教育方法論
松浦・原
田・梶原 4201 93354 （基）グローバル社会論 芋川他 大講義室

公 83157 情報検索システム論 柴田 3203 83255 データ処理とデータ解析Ⅱ 石崎 情報1 13355
CSR（企業の社会的責
任）論

森 3109 83457 ビジネス倫理 井上修 3202 83457 ビジネス倫理 井上修 3202

23158
ソーシャルワークの理
論と方法F

住友 3204 13256 地方自治論 美谷 3207

83157 情報検索システム論 柴田 3203 83255 データ処理とデータ解析Ⅱ 石崎 情報1

形 83157 情報検索システム論 柴田 3203 83255 データ処理とデータ解析Ⅱ 石崎 情報1

看 別途 〇 専門看護学ゼミ 各担当 別途
公
福
形

看 別途 〇 卒業研究 各担当 別途

― 日本語中級Ａ 伊藤 3104 ― 日本語会話Ａ 伊藤 3104 ― 日本語上級Ａ 伊藤 3104

14151 教師論 藤澤 3207 14251 韓国の社会と文化 金兌妍 LL 14351 〇 社会調査法 中村 3212 14451 中国の社会と文化 陸 1222 84551 社会心理学 上野 大講義室

84452 情報処理応用演習 柴田 情報１ 94552 （基）統計学 坂無 3212

福 24152 〇
ソーシャルワークの基
盤と専門職Ⅱ

本郷
5102・
情報１

― 健康科学実習ⅡA 中原 グラウンド等 24352 医学概論 小嶋 3319 84452 情報処理応用演習 柴田 情報１

24153 ○
相談援助の基盤と専門
職Ⅱ

本郷
5102・
情報１

34102 音楽Ⅰ 鷲野他 音楽室 24352
医学概論（人体の構造
と機能及び疾病）

小嶋 3319 34453 子どもの保健 中原 3212 84551
社会心理学（社会・集
団・家族心理学）

上野 大講義室

84452 情報処理応用演習 柴田 情報１ 94552 （基）統計学 坂無 3212

看 44154 〇
大講義室・
5303・5304 44353 〇 公衆衛生学

松浦・原
田・梶原

大講義室 44454 〇 栄養学 青木 大講義室 44553 〇 感染・免疫看護学演習 杉野浩 4202

94552 （基）統計学 坂無 3212

14155 東アジア関係史 岡本 1222 14252 〇 英語Ⅲ－（２） ゲイル 3212 14354 西洋史概論 水井 3202 14455 堤・佐野・美谷 別途 94651 （基）論理学 水谷

34456 教育心理学概論
福田恭・本
山・松尾 3109

24156 〇 英語Ⅲ－（２） ゲイル 3212 24253 ソーシャルワークの理論と方法C 松岡 1222 24304
ソーシャルワーク実習
指導Ⅰ

24457 精神保健福祉の原理Ⅱ 住友 1318 24652 倫理学 水谷

24254 相談援助の理論と方法C 松岡 1222 24305 相談援助実習指導Ⅰ 94651 （基）論理学 水谷

34157 保育内容の指導法・表現Ａ 櫻井 造形室 34255 音楽Ⅲ 鷲野他 音楽室 34355
生理心理学及び神経心
理学（神経・生理心理学）

麦島 3109 94651 （基）論理学 水谷

34158 公認心理師の職責
吉岡・池・
岩橋・小
嶋・小山

3319 34256 心理学研究法
上野・麦
島・小林・

古賀

3109・情
報１

34456
教育心理学概論（教
育・学校心理学）

福田恭 3109

看 44159 養護概説
松浦・原
田・梶原 4201 44257 健康科学

松浦・尾形・
石田・江上・
原田・梶原

4201 44356 〇 小児看護学
田中・
吉川

5106 44457 〇 看護研究
福田・石田・
小出・四戸・
杉野・山田

5106

別途 〇 公共社会学研究Ⅱ 別途 14458 法律学概論Ⅱ 森脇 3204 94554 コリア語Ⅲ－（２） 金希京 LL 25106 倫理学 水谷

14459
教育実習事前事後指
導（中高）

藤澤
大学院
生演習

室A
94555 中国語Ⅲ－（２） 陸 1222

24160
精神科リハビリテーショ
ン学Ⅱ

住友 3202 24258 学校ソーシャルワーク論 奥村 1217 24357
精神保健福祉援助技
術各論Ⅱ

住友 1318 24407
ソーシャルワーク実習
指導Ⅱ

24161 教育制度論 董 3109 24408 相談援助実習指導Ⅱ

24161 教育制度論（関係行政論） 董 3109 34259 保育方法論 伊勢 3204 34409 子どもの食と栄養 青木 3207

34260 心理演習
岩橋・小
山・吉岡 3319

看
公

福 24112 精神保健福祉援助実習指導（２コマ連続） 畑・河野・宮原 別途 24316 精神保健福祉援助演習 宮原 3204

形 34261 社会福祉Ⅱ 杉野寿 3207 34460
保育･教職実践演習（幼
稚園）

董・池田・伊
勢・櫻井・鷲

野・菅原

3202・
3203

看 44262 公衆衛生看護学Ⅲ
尾形・山
下・小野 5301 44358 尾形・山下・小野 5301

― 日本語中級A 伊藤 3104 ― 日本語会話A 伊藤 3104 ― 日本語上級A 伊藤 3104

15151 地理学 美谷 3207 15251 〇 健康科学実習ⅡA 中原 グラウンド等 95351 〇 スピーキング・リスニング中級（２）A 石川 1222 45451 〇 健康科学実習ⅡB 池田 グラウンド等 85551 人格心理学 上野 3212

95552 （基）現代社会と嗜癖 四戸 大講義室

福 25152 〇 健康科学実習ⅡA 中原 グラウンド等 95252 〇 スピーキング・リスニング中級（２）B 石川 1222 25352 社会保障論Ⅱ 廣田 3212 95452 （基）日本近現代史 有谷 3212 95553
（基）入門･数字で見る
日本社会

森脇 3204

35153 社会福祉Ⅰ 杉野寿 1314 35253 保育者論 井手裕 3109 35353 〇 健康科学実習ⅡA 中原 グラウンド等 85554 感情・人格心理学 上野 3212

95552 （基）現代社会と嗜癖 四戸 大講義室

95553
（基）入門･数字で見る
日本社会

森脇 3204

95154 〇 スピーキング・リスニング中級（２）E 石川 1222 45254 ○ 暮らしと保健福祉・看護
波止・原
田・松浦・

梶原

大講義室
5101 45354 ○

【前半】人間のライフス
テージと看護

田中・福田・
吉田静・中
井・安河内

5101 45453 〇 【前半】チーム医療論
波止・吉

田恭 5101 45574 ○ 保健社会学 小出 5101

45355 ○ 【後半】健康レベルと看護 福田・廣瀬 大講義室 45454 〇
【後半】環境への適応と
看護

増滿 大講義室 95552 （基）現代社会と嗜癖 四戸 大講義室

95452 （基）日本近現代史 有谷 3212 95553
（基）入門･数字で見る
日本社会

森脇 3109

公 15155 社会統計学Ⅱ 坂無 情報１ 15255
現代社会論Ｃ（情報社
会と法）

森脇 3204 15356 〇 社会学史Ⅱ 中村 3319 85455 情報ネットワーク論 柴田 3319 85556 ○ プログラミング概論 石崎
情報1・
情報3

95557 コリア語Ⅱ－（２）B 金京姫 LL

25256 公的扶助論 廣田 3212 25357 精神保健学Ⅱ 小嶋 3109 85558 プログラミング概論 石崎
情報1・
情報3

15255
現代社会論Ｃ（情報社
会と法）

森脇 3204 95557 コリア語Ⅱ－（２）B 金京姫 LL

35156 保育内容の指導法・言葉 井手裕 3109 35257 保育実習指導Ⅰ
伊勢・杉

野寿 3207 35358 保育カリキュラム論 伊勢 3203 85455 情報ネットワーク論 柴田 3319

35456 社会教育特講Ｅ 宮本 3104

看 45157 ○
成人老年看護学Ⅲ（終
末期）

福田・富
崎・廣瀬

大講義室 45258 〇
オーラルコミュニケー
ションⅢA

ウォトリー 情報１ 45359 〇
オーラルコミュニケー
ションⅢB

ウォトリー 情報１ 45457 〇
オーラルコミュニケー
ションⅢC

ウォトリー 情報１

公 15259 英語Ⅳ－（２） 河本 LL 85360 個人情報法制 森脇 3204 15458 公共社会学特講A 三田 3207

25260
精神障害リハビリテー
ション論

住友 3202 25361 精神保健福祉援助演習 宮原 3207 25459 精神保健福祉論Ⅲ 住友 3204 25559 精神医学Ⅱ 小嶋 3319

85360 個人情報法制 森脇 3204

35158 幼児理解の理論と方法 菅原 3203 35261
保育内容の指導法・人
間関係

菅原 3203 35362 英語Ⅳ－(２) 河本 LL 25559
精神医学Ⅱ（精神疾患
とその治療Ⅱ）

小嶋 3319

85360 個人情報法制 森脇 3204 35460 　　　　　　　　　　　社会的養護Ⅱ　　　（２コマ連続） 大西 3202

看
公 15363 生徒指導論B 農中 3202
福
形

看 45159 〇 5106 45364 山下・尾形・小野 5301

　　 　・ 上記時間割は変更になることがある。

形

4

　　　　　　　　　　　　　　　看護管理論（２コマ連続） 石田・三浦 公衆衛生看護管理論（２コマ連続）

【注】 ・ ○は「必修科目」、（基）は「基盤教育科目（教養科目）」を表す。

金

1

公

形

看

2

福

形

3

福

石崎・岡
本・藤澤・
佐野・堤・
美谷・陸・
坂無・黒
川・柴田・
森脇・井上

福

村山・本
郷・奥村・
廣田・河
野・寺島・
松岡・畑・
岡本・豊福

・戸丸

別途・
3319

形

4

　　　　　　　　　　組織協働活動論（２コマ連続）

加藤・藤野・於久  他

2

公

社会調査実習Ⅱ　（２コマ連続）

福

村山・本郷・
奥村・廣田・
河野・寺島・
松岡・畑・岡
本・戸丸・豊

福

別途・
1222

形

留学生

木

1

公

形

基礎看護技術論（２コマ連続）

3

公

留学生

水

1

公

看

2

公

福

3 福

4

3

形

4

看
　　　　　　　　　　保健医療福祉行政論Ⅱ（２コマ連続）

留学生

火

1

公

福

形

看

2

公

形

看

3

公

福

形

4

生態機能看護学Ⅲ（２コマ連続）

月

1

公

福

形

看

2

公

福

形

メディア授業（オンデマンド型）

８：５０～１０：２０ １０：３０～１２：００ １２：５０～１４：２０ １４：３０～１６：００ １６：１０～１７：４０

曜
日

学
年

学
科

１限 ２限 ３限 ４限 ５限
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